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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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　困る。


　困るのだ。


　いったい自分はどうすればいいのか──二にノの宮みや峻しゆん護ごは果てしなく悩なやんでいた。


　思う。よくぞこの短たん期き間かんでこうも状じよう況きようが変へん転てんしたものだ、と。


　ことの始まりはほんの一週間前。


　月つき村むら真ま由ゆという一人の少女が峻護の前に現れたあの瞬しゆん間かんから、彼の平へい穏おんな日々は怒ど濤とうの勢いきおいで崩ほう壊かいしていったのだ。


　ごく普ふ通つうの女の子だと思っていた彼女が、実は男性の精せい気きを糧かてに生きる夜の種しゆ族ぞく、サキュバスだったこと。おまけに彼女は男性恐きよう怖ふ症しようであり、自分ひとりでは精気を補ほ給きゆうできないという問題を抱かかえていたこと。その悪あく癖へきを克こく服ふくするプログラムの一いつ環かんとして二ノ宮家にやってきたこと。プログラムの実じつ施しに当たり、峻護が多た大だいな責せき任にんを負わされたこと。彼の姉である涼りよう子こ、真由の兄である美み樹き彦ひこを始めとする、峻護の周しゆう囲いを跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする面々が、彼の生活を散さん々ざんに引ひっ搔かき回してくれたこと。


　色々あった。本当に。シートベルトなしでジェットコースターに振ふり回されているような、生きた心ここ地ちのしない毎日だった。


　でも。


　確かに油ゆ断だんのならない、気の休まらない日々だったけれど。


　そんな生活にも峻護は徐じよ々じよに適てき応おうし、あわただしく流れる時間の中にもそれなりの展てん望ぼうを見み出いだしつつあったのだ。


　こと月村真由に関しては。


　あの、真ま面じ目めで控ひかえめで純じゆん情じようなサキュバス少女に対しては。


　共に暮くらすうち、ほのかな想おもいを抱いだくまでになっていたのだ。


　これから先まだまだ続くであろう彼女と過ごす時間のうちに、その想いを焦あせらず、急がず、ゆっくりと育はぐくんでいきたい──そんな風に、漠ばく然ぜんとながら考えるに至いたっていたのだ。


　なのに。


　その、ようやく手に入れたかに見えた平穏の予よ兆ちようは──あっけなく消し飛んだ。まったく想そう像ぞうもしなかった事じ態たいによって。


　峻護を見み舞まったてんやわんやの日々、その騒そう動どうの一角を担になった一人の少女がいる。


　北ほう条じよう麗れい華か。峻護の通う神じん宮ぐう寺じ学園高校の生徒会長であり、世界に名だたる北条コンツェルンの後こう継けい者しやであり、つまりは生きつ粋すいのお嬢じようさまである。


　そしてまた峻護の入学以来、常つねに彼に対して敵てき意いを向け続けてきた少女でもあった。


　その、はずだった。


　彼にとって当たり前になっていたその認にん識しきが一気に反転したのは、つい、ほんの先だってのこと──週末に出かけた南の島のバカンス、その二日目の昼のことだ。そこで峻護は麗華の発したあるひとことから、十年間忘ぼう却きやくしていた記き憶おくを取り戻もどしたのである。


　そう十年前──既すでにその頃ころから峻護は彼女と出会っており、しかも将しよう来らいの約束を交かわし合った仲だった。月村真由と出会う遥はるか前から麗華とは知り合っており、しかも彼女はその頃からずっと峻護のことを、今も峻護のことを、


　いやそんなばかな。


　──と、もう何百回目になるか知れない自じ問もんを彼は繰くり返す。十年、十年だぞ。しかもほんの子供の時分の約やく束そくをちゃんと覚えていて、なおかつそれだけの長い間ずっと一いち途ずに好こう意いを抱いだき続けるなんて……そんなことありうるはずがない。大体において、彼女の自分に対する態たい度どからして好意とは程ほど遠とおいものではないか。


　いやまて。保ほ坂さか先せん輩ぱいに──あのひとの付き人であり、あのひとを最もよく知る保坂先輩に、示し唆さされたことではないか。北条先輩はおれに想いを寄よせていると。


　いやそんなばかな。やっぱりありえない。十年、十年だぞ。人生の半分以上、いや、人が自じ我がをようやく獲かく得とくする時じ期きから逆ぎやく算さんすればそれよりもっと長い間、しかも気心が移りやすい幼よう少しよう期きのこと。ありえないだろう、どう考えたって。


　……でも。でももし、もしそれが本当の本当だったら。その約束を忘れていたおれの責任はどうなる？


　そもそもおれの気持ちはどうなんだ。北条先輩のことが嫌きらいなのか？……それこそ『そんなばかな』だ。美人で抜ばつ群ぐんのカリスマ性があって、それでいて驕おごることなく、あくまで高こう潔けつなあのひとを、誰だれが嫌いになるものか。でもその好きとか嫌いとかはそういう好きとか嫌いとかじゃなくて──


　そしてさらに彼を苛さいなませる問題。それは、どうやら北条麗華がサキュバスであるらしいということ──いや、おそらくあの夜、バカンス一日目のあの夜、彼女はサキュバスとして覚醒したのだ。峻護はその有あり様さまを目まの当たりにし、しかも彼女が一ひと筋すじ縄なわでいかないサキュバスであるらしいことも知った。彼女は──あの夜見た北条麗華は、麗華であって麗華でなく、あれはどうみても別人で──とすれば人じん格かく障しよう害がい？　しかも麗華自身はそれに気づいていない？　でも、サキュバス化したとなれば異性から精気を摂せつ取しゆせねば生きていけないはずで、つまりは男性とそういうことをしなければいけないということで、だったらあのひとは一体誰と──誰と？　バカな、忘れたのか？　昨さく夜やおれが彼女に何をしたか──


　……と、このあたりで峻護の思し考こうは止まってしまう。ただでさえ話がややこしい上、この手の色気ある話に縁えんのなかった男である。事じ態たいは軽々と彼の処しよ理り能のう力りよくを超こえてしまっていた。


　もう、なにがなんだか。


　そして峻護はもう一人の少女──すべての始まりとなった少女のことを考える。


　月村真由。男性恐怖症のサキュバスであり、峻護の同居人であり、同時に彼の保ほ護ご対たい象しよう者しやでもある少女。


　彼女は、おれのことをどう思っているのだろう。


　嫌われてはいない、と思う。むしろ好意を持たれているのではないか、とさえ自うぬ惚ぼれている。でもそれがどの程てい度どの好意なのか、どんな種しゆ類るいの好意なのか、それがわからない。いや、それ以前に、好意を持たれているという考えからして思い上がりでないという保証はどこにもない。やはり、自惚れなのか。


　そもそも。おれは彼女のことをどの程度知っているというのだろう。


　おれと同じ十六歳さいで、同じ学校に通っていて、料理の腕うではなかなかのもので──


　それらは事じ実じつであるし、それぞれが意味ある重みを持った、いわば彼女とおれとを結ぶ絆きずなの糸たちでもある。でもなぜだろう、それらの知識を一つ一つ指差し確認していくほどに、おれは彼女のことを何も知らないような気がしてくる。出会ってまだ一週間なんだからそれも当然──なのだけど、何かこう、そういう理由だけではないように思える。それはつまり、彼女と心が通じていないということなのか。彼女から寄せられていると思った好意はやはり自分の勘かん違ちがいなのか。そう、好意といえば。北条先輩はおれのことを本当はどう思っているんだろう。保坂先輩の言う通りおれに好意を寄せてくれているのだろうか。いやそんなばかな。あのひとのおれに対する基き本ほん態たい度どは『敵てき視し』そのものであり、あれを好意と受け取るなんておめでたいにも程ほどがある。だいたい年とし端はもいかない子供がたったひとつの想いを十年も抱き続けるなんて、そんなことありえるはずが──


　……と、このあたりで再び思し考こうがループし始めるのである。完かん膚ぷなきまでの泥どろ沼ぬまだった。


　


　そして峻護は知らない。あの夜──麗華が死に瀕ひんしていた夜。あそこに居い合あわせたのが彼ら二人だけではなかったことを。


　口づけを交わして彼女の命を救ったその場を、月村真由が目の当たりにしていたことを。





　　　　＊





　北条麗華もまた、悩なやめる子羊の一人である。


　二ノ宮峻護の態たい度どがどこかおかしい。そう、彼女は感じ取っていた。


　もちろんわたくしにとってあの男などはどうでもいい存在なのだけど──と前置きしてから麗華は考える。いつから二ノ宮峻護の様よう子すに変化があったのか。


　たぶん──あの時からだ。バカンス二日目、つまりは今日。いいかげん真昼も近くなってからようやく起き出してきた二ノ宮峻護と出くわして、いくらか会話を交わした、あの時から。


　でも、なぜ？　もともとお礼を言うつもりであの男を捜さがしていて、いざ会って話をしていたらなんだか途と中ちゆうからカッとなってしまって、ゆえに何を話したのかよく覚えていないのだが──とりたてて変わった話はしなかった、と思う。それとも自分が忘れているだけで、やはりまずいことを言ってしまったのだろうか。


　そう、お礼といえば。保坂に聞くところによれば自分は昨日の夜、二ノ宮峻護に助けられたらしい。浜辺で気を失って倒たおれていたところを担かついで運んできてくれたのだという。あの男におんぶされて二人きりで歩いている光こう景けいを想そう像ぞうすると頰ほおが熱くなってくるのだが、そんなことはまったくもってどうでもいい話。問題はなぜそんな所で倒れていたかということと、そして昨日＝バカンス初日の記き憶おくがどうも曖あい昧まいになってしまっていることにある。昨日の夜、いや夕方か──ともかく浜辺を一人で歩き始めた頃ころから、ふっつりと記憶が途と切ぎれているのだ。一体どんな理由で自分は気を失っていたものだろうか。それ以前の記憶もかなりぼやけてしまっていて、それでもどうにか記憶の断だん片ぺんをかき集めて判はん断だんするに、勝負の旗はた色いろは最悪だったはずで──


　そう、勝負。そもそも彼女が南の島くんだりまで出で張ばった理由。『特とつ訓くん』と称しようして不ふ埒らちな行こう為いを繰くり返す二ノ宮峻護と月村真由に制せい裁さいを下そうとして、だけど二ノ宮涼子と月村美樹彦が待ったをかけた上、『峻護をあなたが奪うばっちゃえば万ばん事じ解かい決けつじゃない』などと言い出して。それで、二ノ宮峻護などという取るに足らない男を落とすために、したくもない努力をする羽は目めになったのだ。つまりその勝負の最中に麗華は浜辺で惰だ眠みんを貪むさぼっていたことになる。結けつ果か、彼女の目もく論ろ見みはご破は算さん。まったくいい面つらの皮だ。


　それもこれも元を正せば月村真由なのだ。あの女が現れてからすべてが狂くるい出した。二ノ宮家のメイドにさせられたのも、破は廉れん恥ちな行こう為いに苛いら立だたねばならないのも、ぜんぶあの女に端たんを発している……。


　ふとそこで麗華は気づく。これほど自分に仇あだなす存在だというのに──自分は一体どれほどあの女のことを知っているというのか。


　以前、月村真由に関する調ちよう査さを試こころみたことはあるのだが、それが諸しよ事じ情じようによって頓とん挫ざして以い降こう、あの小こ娘むすめに関する詳しよう細さいな情報を得る機き会かいから遠ざかっている。もとよりあの女が現れて一週間、多くを知るだけの時間はない。男性恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくするためのプログラムの一いつ環かんとして二ノ宮家に居い候そうろうし、常にガーディアン役たる二ノ宮峻護にくっついている──大おお雑ざつ把ぱにその程度のプロフィールを把は握あくするだけにとどまっている。帰き国こく子し女じよだというが、どんな事情で母国を離はなれていたのか。男性恐怖症を克服するために戻もどってきたとして、なぜ、今この時期なのか。それに──二ノ宮峻護のことを、どう思っているのか。


　そもそも、だ。男性恐怖症なのにどうして二ノ宮峻護だけは平気なのか。いくらなんでも都つ合ごうがよすぎるのではないか。何かそこには理由があるのか。


　そしてあの女が発はつ散さんする尋じん常じようでない魅み惑わく。あれはなんなのだろう。男という男が、彼女を目にしただけでたちまち理性をとろけさせてしまう。どうみても普ふ通つうではない。そこには何か、自分がまだ知ることの叶かなわない情報があるはずなのだ。それは一体どういうものなのだろう。


　目もつ下か、最大の目の上のたんこぶであるはずの相手について、麗華はほとんど無む知ちでいる。敵を知り、己おのれを知ってこそ、百戦を交えて百勝できる。それを百も承しよう知ちでいながら、ここに至いたるまで情報収集の精せい妙みようさを欠かいていた。あの女を前にするとつい感情が高ぶり、冷静さを保てなくなるゆえである。


　だいたいにおいて二ノ宮峻護がいけないのです──と、麗華は矛ほこ先さきを転じる。あの女にくっつかれてへらへらしてばかりで、おまけにあの女にだけは甘あま々あまで。あの男は堅かた物ぶつが売りではなかったのですか。あの男がもっと倫りん理り意い識しきと公こう序じよ良りよう俗ぞくを重んじてさえいれば、わたくしは破は廉れん恥ちな真ま似ねを見て苛立つこともないし、余よ計けいな気き苦ぐ労ろうを背し負よい込むこともなかったのです。なにもかもみんなあの男が悪いのですわ──


　……と、これ以降は延えん々えん、うだうだな愚ぐ痴ちが続くのである。麗華が問題と認にん識しきしている状じよう況きようのほとんどは、彼女さえもっと適てき切せつな行動を取っていればこじれずに済んだ代しろ物ものだというのに。


　


　そう、麗華は知らない。


　『勝負』は、本来なら彼女の勝利に終わっていたであろうことを。


　もう一人、自分の知らない自分が彼女の中に存在していることを。


　自分が、天敵である月村真由と同じ夜の種しゆ族ぞくであることを。


　そして──


　二ノ宮峻護が、次し第だいに記き憶おくを取り戻しつつあることを。





　　　　＊





　そして月村真由は。


　表立っては何の変化もない、かに見える。


　バカンスからの帰き途と、多少の疲つかれを見せながらも、いつものやわらかい笑えみを絶たえず浮うかべている。疲れを微み塵じんも感じさせず普ふ段だんどおり振ふる舞まう化け物二人組＋１に付き合い、談だん笑しように合いの手を入れたりしている。


　何も変わらない、かに見える。陽ひが昇のぼりまた沈しずんでいくのと同じく、その笑顔に揺ゆるぎはないかに見える。


　だがそんな彼女もまた、変わることを余よ儀ぎなくされている者のひとりであった。


　それも、三人のうち最も大きな変化を。





　　　　＊





　さて。


　幸か不幸か、存ぞん分ぶんに悩なやむ余よ裕ゆうは彼らに与あたえられない。


　一時保ほ留りゆうとなっていたトラブルの種が、てぐすねを引いて彼らの帰き宅たくを待ち受けていた。





　男の精気を吸すって生きるサキュバスでありながら男性恐怖症であるという、著いちじるしく不都合な性せい癖へきを持つ月村真由。それを克服するため、二ノ宮家では真由シフトとでも言うべき全面的なバックアップ体制が敷しかれている。


　その男性恐怖症克服プログラムを支し援えんするべく二ノ宮家内で整せい備びした法を『月村真由の男性恐怖症克服を目的とした特別措そ置ちに関する諸しよ法はつ度と（通つう称しよう・二ノ宮家特とく措そ法ほう）』と呼ぶ。


　その中の一条に、こうある。


『二ノ宮峻護ト月村真由ハ、同どう衾きんノ義ぎ務むヲ負フ』。





　夜も更ふける頃になって一行が二ノ宮家に帰き還かんし、あとは寝ねるばかりとそれぞれの部屋に引き取る段だんになって。


　騒そう動どうの引き金を引いたのは、やっぱりあのひとだった。





　　　　＊





「断だんじて認めません！」


　ガラス窓まどに震ふるえが走るような大声。


「何度も言っているでしょう、わたくしが起き居きよするこの屋や敷しきで不ふ埒らちを働くのは許さないと。あなたたち、このわたくしの言葉を軽かろんじてらっしゃるの？　それともわたくしの単たん純じゆん明めい快かいな主しゆ張ちようが理り解かいできないとでも？　もし前者であるならば今すぐ北条麗華の何たるかをその身体からだに叩たたき込んで差し上げます。それとも後者なのかしら？　だったら紹しよう介かい状じようを書いて差し上げますから幼よう稚ち園えんまで戻って一から教育をやり直してきなさいっ！」


「先せん輩ぱい、どうか落ち着いて」


　場所は二ノ宮家の一いち隅ぐう、十畳じようほどの洋室である。


　その部屋の住人たる峻護と真由の前で麗華が憤ふん然ぜんと腕うでを組み、仁に王おう立だちしていた。


　そして彼女がこういう態たい度どを取る時に何が起こっているかといえば……もう相そう場ばは決まっているといっていい。


「先輩、何度も言うようですが──」


　麗華への複ふく雑ざつな感情は顔に出さぬようにして、言う。


「おれと月村さんが一いつ緒しよのベッドで寝るのは彼女の男性恐怖症克服プログラムの一環であって、決してやましいことは──」


「そんなお題だい目もくは聞き飽あきましたわ！」


　麗華、一いつ刀とう両りよう断だん。


　峻護への複雑な感情は顔に出さぬようにして、言う。


「だいたいあなた、この状況に何の疑ぎ問もんも感じていないの？　深い関係にあるわけでもない男女がベッドを、臥ふし所どを共にする。これで平然としていられるのならわたくし、あなたの常識を疑うたがいますわよ？」


　そこを突つかれると弱い。いくら目的があることとはいえ明らかに常識外れな行こう為いだし、そもそもが堅物で通った二ノ宮峻護である。本音のところでは自身の行為にかなり首をひねっているのだ。


「しかしですね、これも姉や美樹彦さんに言われていることなので……あの二人の言い分を軽けい視しするというのもちょっと……」


「そこには一定の理解を示しましょう。あの二人は確かに反則みたいな連れん中ちゆうですから、下手に抵てい抗こうすればろくな目にあいません。それはわたくしも認めます。ですが、」


「うるさいわねえ。なあに？　なにがあったの？」


「もう少し静かにしてもらえないかね。そう騒さわがれてはおちおち眠ねむってもいられない」


　噂うわさをすればなんとやら。反則な二人のご登とう場じようである。


「……。ああ、なるほどね」


　場を一いち瞥べつした涼子、すぐさま状況を察さつしたらしい。


「麗華ちゃん、あなたも案あん外がいしぶといわねえ。まだ納なつ得とくしてなかったの？」


「誰が納得などしますかッ！」


「そうは言うが麗華くん、」と、あくび交まじりに美樹彦。「僕らとて譲じよう歩ほはしたつもりなのだが？　君の強きよう硬こうな主張を容いれ、君も合ごう意いの上で勝負の場を設もうけたではないか。その勝負に勝てば問題なく君の望のぞみは叶かなえられたはずであり、そして力及およばず君は仕し損そんじたのだ。その点を十分考こう慮りよに入れてもらいたい」


「？　美樹彦さん、それって何の話──」


「二ノ宮峻護！　人の会話に割り込まないで頂ちよう戴だい！」


　首をかしげた峻護の注意をあわてて自分に向けさせてから、


「とにかく！　わたくしは神宮寺学園の生徒会長として、神宮寺学園の生徒である二ノ宮峻護と月村真由の行ぎよう状じようを監かん督とくする義ぎ務むがあります。そして不ふ本ほん意いながらこの家に起居する住人として、よりよい生活を送るための適てき切せつな環境を整える権利があるのですわ。その義務と権利において、この二人が送る不埒三ざん昧まいな生活、その即そつ刻こく中止を求めます」


　そこで言葉を切って一堂を睨にらみつけ、


「満足のいく回答を得られるまでわたくし、一歩も退ひきませんからねッ！」


　鼻息も荒あらく大だい喝かつした。今回ばかりは肚はらに据すえかねたのか、どうやらよほどの覚かく悟ごを決めているらしい。命を張はっている者特有の顔で立ちはだかるその様は、言葉どおり梃て子こでも動きそうにない。


「ま、麗華ちゃんの言うことにも一応筋すじは通ってるわね」


　目をこすりこすり、気のない声で涼子。


「どうする？　美樹彦」


「ふむ、そうだな……」


　夢の世界に片足を突っ込んでいる顔で、


「ここは傍ぼう観かんする、ということでどうだろう。我々が大だい上じよう段だんから方ほう針しんを示すばかりでなく、時には彼らが自ら考え、行動する──それこそが独どく立りつ独どつ歩ぽの気風を拓ひらく近道である。単に与えられたものよりも、自ら獲かく得とくしたものの方が重みは増すというもの。大いに論ろんじさせ、彼らなりの結論を出させるのがよい」


　理り屈くつとしては間ま違ちがってないのだが、舟ふねをこぎながら語っては説せつ得とく力りよくゼロである。


「じゃ、そうしましょうか。……というわけで、」


　もはやあくびを隠かくそうともせず、面めん倒どうくさげな口く調ちようで、


「問題は当とう事じ者しや同士で解かい決けつすること。ただし、これ以上うるさくしてもう一度わたしたちを起こしたらペナルティね。じゃ、おやすみなさい」


　あっさり引き下がった。


　思わぬ事じ態たいにきょとんとする麗華と峻護。そして、


「あっ、あのっ」


　そこで初めて真由が口を開き、


「これも試し練れんよ、真由ちゃん」


「そういうことだ。見み事ごと、自分の望む結果を勝ち取ってみせなさい。いいね？」


　しかし涼子も美樹彦もひらひらと手を振ふり、そろって退たい室しつしていく。


「…………」


　呆ぼう然ぜんと、峻護はそれを見守った。展開が予想外すぎたこともあるが、それよりも問題の解かい決けつが遠のいてしまったことのショックが大きい。涼子にせよ美樹彦にせよ暴ぼう君くんには違いないが、それと同時に強力無む比ひな裁さい定てい者しやでもある。彼らが出で張ばってくれば形はどうあれひとまず収おさまりがつく。なのにこれでは──


「……うふ。うふふふふふ……」


　笑いを堪こらえるのに苦労する、とでも言いたげな含ふくみ笑いと、


「まったく、何なに事ごとも言ってみるものですわ。……さて。わかってるわね、あなたたち」


　勝利を確かく信しんした表情。


「わたくしの言い分はこれまで散さん々ざん繰くり返してきた通りです。即そつ刻こく、同どう衾きんなどというばかげた真ま似ねは中止なさい」


「はあ、そうですね。ええと……」


「二ノ宮峻護」


　何か言おうとする峻護を氷ひよう点てん下かの視線で縫ぬいとめる。


「あなたまさか『続ける』などとは言いませんわよね？　そもそもこれらのくだらない行為──あなた方に言わせれば特訓だそうですが、まったく冗じよう談だんじゃありませんわ……とにかく、その特訓とやらは二ノ宮涼子と月村美樹彦に言われてやむなくやっていること。あなたが望んだことではないと、そう聞いていますわよ？」


「はあ、確かに姉さんと美樹彦さんに言われたことですが……」


「ですが、何？」


「ええと……」


　峻護、沈ちん黙もく。


　その結果に満足げに頷うなずき、次なるターゲットに刃は物もののような目を向ける。


「月村さん。何か言いたいことは？」


　ヘビに睨まれたカエルのように身をすくませた真由、うつむいたまましばらく口をつぐんでいたが、やがて顔を上げ、


「あの、わたしは男性恐きよう怖ふ症しようを治すために二ノ宮くんと──」


「その話はもう聞き飽あきましたわ。あなた、わたくしをアホな子だとでも思ってるの？　何度も言われなくたって承しよう知ちしてます」


「でも、そうしないとわたしの恐怖症は治らなくて、」


「では言わせてもらいましょう。ずっと疑問に思っていたのです。あなたにせよ、あの二人にせよ──『特訓』とやらが男性恐怖症に対して効こう果かがあると、本気で思っていて？」


「そっ、それはもちろん──」


「もちろん何？　それで確かにあなたの恐怖症が改かい善ぜんに向かっていると？　本気でそう思っているならそれこそアホですわ。男が恐こわい、だったら逆に男の傍そばにいれば治るだろう、なんて論ろん法ぽう、根こん拠きよのない民みん間かん療りよう法ほうにも劣おとります。なんたらキノコを食べればガンが治る、とでも言われたほうがまだ信じられますわ。短たん絡らく思し考こうにも程ほどがあります。あなたたちの『特訓』に何らかの効果があるとすれば、あの二人を面おも白しろがらせることくらいではありませんこと？」


「そんな、そんなこと、」


「そもそもあなた、もっと真まっ当とうな方法は試ためしてみたの？　専せん門もん家かに依い頼らいして、適てき正せいな治ち療りようを受けたことがあって？」


「あります、もちろんです！　でも何をやっても、どんなことを試してもだめで、」


「あら。だったらもう結けつ論ろんはハッキリしてるじゃない」


　ふふん、と鼻で笑う。


「つまり、何をしても無む駄だだということです。月村さん、あなたが男性恐怖症を克こく服ふくする日が来ることなど未み来らい永えい劫ごうありえないのですわ」


「────っ！」


　真由の顔が、きゅうっ、と歪ゆがんだ。


「先せん輩ぱい、それはちょっと言い過すぎじゃ──」


「お黙だまりなさい二ノ宮峻護。今日こそは白黒きっちりつけさせていただきます。──月村さん、よくお聞きなさい。百歩譲ゆずって、藁わらにも縋すがる思いで論ろん拠きよ不ふ明めいな治療法に頼たよるというなら、それはそれでいいでしょう。ですがそれにしたってやり方は他ほかにいくらでもあるはず。こんなけしからぬ方法である必要などない、そうではなくて？」


「…………」


「反はん論ろんがあるなら聞きますわよ？」


「わ、わたしは──」


「わたしは？」


　だが真由の口から続きは出てこない。状じよう況きようの有ゆう利りに勢いづく麗華の前に、ただ力なく目を落とすだけ。


「……ふん。どうやら結論は出たようね」


　数々の辛しん酸さんを舐なめさせられてきた天てん敵てきを論ろん破ぱし、会かい心しんの笑えみ。


「さあ月村さん。わかったのならここを出て行きなさい。そうして廊ろう下かでも庭でも好きな場所で眠るがいいのですわ。幸い季節は夏ですからね、どこで寝たって凍とう死しだけは免まぬかれますことよ」


「…………」


「さあ」


　言われて、真由がおずおずと動いた。


　言いつけとは全く逆の方向に。


「……何をしてらっしゃるの、あなた」


　そっと峻護に寄り添そった小こ娘むすめに、麗華のまなじりがたちまち吊つり上がる。


「つ、月村さん？」


　峻護の慌あわて声にもうつむいたまま。まるで聞き分けのない子供が親に甘あまえるように、傍を離はなれようとしない。


「月村真由。なんですかその反はん抗こう的な態たい度どは。離れなさい」


　ずい、と一歩出た。


　それに合わせ、真由がいっそう寄り添った。


「……仏ほとけの顔も三度まで、といいますが、わたくしはそれほど寛かん容ようではありません。今すぐおどきなさい」


「…………」


「無む視しする気？　それはわたくしに対する挑ちよう戦せん？　それともわたくしを虚こ仮けにしているのかしら？　いい度ど胸きようですわ、喧けん嘩かを売ってるならハッキリそうおっしゃい。わたくし、あなたとの喧嘩なら借金してでも買いますわよ？」


「…………」


「黙だまってないでなんとかおっしゃい！」


「…………」


　真由は。


　無言のまま、行動でもって応こたえた。


　べー


　と。それこそ子供のように舌したを出すことで。


「なっ……」


　そして麗華の反応もまた、子供じみていた。
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「こンの小こ娘むすめ！」


　止める間もない。餓うえた肉食獣のように跳とびかかり、不ふ届とどき者を引き剝はがそうとする。真由の反応も早い。麗華に摑つかまれる寸すん前ぜん、ぎゅっと峻護にしがみ付く。同時、峻護が全身を硬こう直ちよくさせた。ゆめゆめ忘れてはならない、彼女は夜の種族サキュバスであり、オトコを堪たまらなくさせるのがその生得的能力なのである。そんな少女に身体からだを密みつ着ちやくされればどうなるか。


　あれよという間に煩ぼん悩のうサイクロンに巻き込まれた峻護を尻しり目めに、少女二人は骨こつ肉にくの争いを展開する。「今日という今日は勘かん弁べんなりません！　二ノ宮峻護から離れなさい！」服を摑んで思いっきり引っ張る麗華。いやですっ、とばかり首を振ふり、いっそう腕うでに力を込める真由。肌はだ着ぎのラインまではっきりわかるほどくっつかれた峻護は酸さん素そ不足の金魚のような顔。欲よく望ぼうに抵てい抗こうするので手て一いつ杯ぱい、争いを止めるゆとりなどない。いよいよ激げき発はつした麗華、「離れなさいと、言って、る、の、にっ！」電でん柱ちゆうでも引っこ抜ぬかんばかりに力を込めるが、真由はいやいやをしながら必ひつ死しにしがみ付く。いやいやをする、ということはその動きがダイレクトに伝わってくるわけで、つまりは天国的にやわらかい感かん触しよくがふにふにと峻護を誘さそってくるわけで──


　まずい、と峻護は虚うつろな意い識しきで思う。このまま事態が続けば理性が耐たえられなくなる、それももちろんだが──それよりも元から険けん悪あくだった少女二人の関係が修しゆう復ふく不ふ能のうなまでにひび割れてしまう。そもそもが平へい穏おんと調和を重おもんじる峻護である、ひとつ屋根の下に暮らす者同士が紛ふん争そう状態に陥おちいるのは望ましいことではない。それにこんな騒さわぎを続けていればまた姉さんと美樹彦さんが……


　と、その時。





　ぴるるるるるるるるるる





　気の抜けるような電子音が部屋の中にこだました。さほど大きな音ではない、しかしひどく場ば違ちがいなその響ひびきが一いつ瞬しゆん、充じゆう満まんしていた闘とう争そうの空気をかき乱す。


　三人とも半なかば反射的に、音の発信源へ目を向けた。


　保ほ坂さか光みつ流るである。


　それまで黙って成り行きを見守っていた──というか見ものとして楽しんでいた付き人少年が、「おや」という顔で懐ふところから携けい帯たい電話を取り出し、何なに事ごとか会話を始めた。いつもと全く変わらぬ、のほほんとした調子である。その平へい然ぜんっぷりがまた、煮にえたぎった雰ふん囲い気きに著いちじるしく水を差す。


　彼は二、三の簡かん単たんなやり取りだけで電話を切り、


「お嬢じようさま」


　いつものニコニコ顔で告げた。


「仕事が入りましたよ～。例の債さい務む整せい理りの件、あれの続きです。全役員が本社に集まってテンテコ舞まいですので、お嬢さまもお早く」


　麗華は、あからさまに不ふ機き嫌げんな顔をした。


「あの件はあらかた片付いていたはずでしょう？　まったく、今ごろになって何を……わたくしは忙いそがしい、そう伝えなさい」


「それがそうもいかないみたいで。お嬢さまが久々に休きゆう暇かを取った、ってことで、彼らも自分たちだけで踏ふん張ばってたみたいですけど──それが手に負えなくなって、とうとうヘルプを求めてきた、と。まあアレですね、お嬢さまが二日間も遊びこけてたツケが回ってきたと、そう考えることもできますね」


「…………」


　歯は軋ぎしりして下げ僕ぼくを睨にらみつける麗華。


　だがそれも数瞬。いったん冷静に立ち戻もどった彼女の判はん断だんは早い。


「……やむをえません。戻りましょう。ですが──」


　乱れた襟えりもとを正しながら峻護と真由を睨ねめ渡わたし、


「これを執しつ行こう猶ゆう予よなどとは思わぬよう。この件、今日のところは保ほ留りゆうとしますが──用事を済ませ次し第だいすぐにでも決着をつけます。そのおつもりで」


　きびすを返して大おお股また歩きに部屋を出て行く。


「ま、そういうことで。ぼくもお嬢さまもたぶん今日は戻って来れないから、また明日の朝だね。おやすみなさ」


「言い忘れましたが！」


　廊下の向こうから再度顔を出す麗華。


「わたくしの目がないからといって……わかりますわね？　決して羽は目めを外すことのないように。諸しよ事じ、あくまでも健けん全ぜんな青少年として節せつ度どある行動を取るのです」


「はいはい、お嬢さまの言いたいことはわかりましたから。急いで急いで」


「健全と節度！　わかってますわね？　確かに言い渡しましたわよ！」


「……だ、そうだよ。じゃ、また明日ね～」


　保坂、苦く笑しようしつつ主人の背中を押おし、退たい室しつした。


　静かになった。


　一連の騒そう動どうで意識の外に追いやられていた感覚が、引いていた潮しおが再び満ちてくるように蘇よみがえってくる。


　もみくちゃにされて火ほ照てった身体から立ち上る、かすかな汗あせの匂におい。


　粘ねばり気の強い湿しめった空気が肌はだにまとわりつく感かん触しよく。


　先々週あたりから鳴なき始めた虫の声が鼓こ膜まくに触ふれ、そして。


　別の音も、届とどく。


　てへ、という照てれ笑い、


「すいません、二ノ宮くん」


　舌を出した真由が峻護を見上げている。


　失敗失敗、とばかり、こつんと自分の頭を叩たたき、


「ちょっと悪ノリしちゃいました。兄さんと涼子さんに怒おこられなくてよかったです」


「悪ノリ……？」


「ご迷めい惑わくでしたよね？　わたしは、けっこう楽しんじゃいましたけど」


「ああ、いや」


　少し戸と惑まどう。悪ノリをする、というキャラには見えないのだが。この家で暮らし始めていくらか経たち、環かん境きように慣なれて硬かたさがほぐれてきたのだろうか。まあ確かに『べー』などとやってたくらいだし、ドタバタ騒ぎもどこ吹ふく風でケロッとしているし。


「しかしまあ……」


　もっと優ゆう先せん順じゆん位いの高い問題が彼らにはある。


「北条先せん輩ぱいも言ってたけど……おれたちのやってる特訓って、どのくらい効果があるんだろう」


　真由の男性恐怖症が一ひと筋すじ縄なわでいかないことは実じつ証しよう済ずみだし、これまでほとんどあらゆる治ち療りよう法ほうを試みても効果がなかったことも知っている。それこそ麗華の言葉ではないが、藁わらにも縋すがるという側そく面めんもあるだろう。


「でもまあ、それにしても、だ」ラブシーンの真ま似ねごとやら背中の洗いっこやら同じベッドで一夜を明かすことやらが、果たしてどこまで意味を持つものか。「おれもちょっと、こういうやりかたには疑問があるんだけど……」


「わたしは、」


　微笑ほほえみ、


「兄さんと涼子さんを、信じてますから」


「……うん、そうか。そうだな。まあそれはそれとして、もう夜も遅おそいわけで。おれたちはこれから寝ねるわけだけど」


「はい」


「先輩もああ言ってることだし、今日のところは別々に寝ようと思うんだけど……どうだろう？」


「そうですね。じゃあ今日は特訓はお休みですね」


　あっさり承しよう認にんされ、内心峻護は胸を撫なで下ろす。これ以上あの『こまったひと』の逆げき鱗りんに触ふれれば寿じゆ命みようが縮ちぢむ。第一、サキュバス少女と同どう衾きんして何なに事ごともなく朝を迎むかえるというのは半はん端ぱでない負ふ担たんなのである。ただでさえ疲ひ労ろうしきって帰ってきたのだ、今日くらいは一息つかせて欲ほしい。どうせまた明日から騒がしい日々が始まるのだから──それも、様さま々ざまな困こん難なんを抱かかえたままで。


「じゃ、もう寝ようか。明日も早い」


「はい、そうしましょう」


「じゃあ、おれは床ゆかで寝るから。……いや、ここはおれの言う通りにしてもらうよ」


　何か言おうとする真由をさえぎり、タオルケット一枚を抱えて部屋の隅すみに寝転がる。すぐに睡すい魔まがやってくる。逆さからう気はない。考えなければいけないことは山ほどあるが、こんなコンディションで難なん問もん解かい決けつに挑いどんだっていい結果が出るはずない。だから今日のところは……今日のところは……





「…………」


　同居人が寝ね息いきを立て始めたのを見届けて。


　真由はベッドに入り、明かりを消した。


　闇やみが落ちる。


　カーテンにさえぎられ、差し込む月明かりは鈍にぶい。視し界かいが縛しばられ、輪りん郭かくは水に漬つけたインクのように滲にじむ。


　そんな部屋の中で。


　真由は目ま蓋ぶたを閉とざさない。


　じっと、彼女が運命をゆだねる少年を見つめている。


　ベッドの上で身体からだを起こしたまま。


　ぼんやりとした白光の中、どこか愁うれいを帯おびた瞳ひとみで。


　身じろぎもせず、じっと、じっと──





　不ふ意いに。


「が……っ」


　その瞳が見開かれた。


　びぃん……と、音が鳴るほどの勢いで背中が反そり返る。とみるや、その反動であるかのごとく今度は前かがみになり、瘧おこりのように震ふるえ、水中で空気を求めるかのように喘あえぎ、


「っ……あぅ……」


　自らを縛いましめるように腕うでを抱かかえ、浅い呼こ吸きゆうを繰くり返し、やがて。


　ゆっくりと、収まっていく。


　それでもなお爪つめが食い込むほどに己おのれを締しめ付けながら、少女は独白する。


「そろそろ、かな……」





　──カーテンにさえぎられ、差し込む月明かりは鈍い。


　視界が縛られ、水に漬けたインクのように輪郭の滲む、そんな部屋の中で。


　己のすべてを託たくす少年の寝顔を横目で見ながら。


　少女はいつまでも、自らを搔かき抱いだいている。




其の一　気がはやる気がしずむ







　二にノの宮みや家の洋館が建たつ丘おかの一いつ帯たいを、若わか宮みや町ちようという。


　坂があちこちに刻きざまれ、曲がりくねった小道が網あみの目のように張りめぐり、その合あい間まを惜おしむようにして家々が隙すき間まなくひしめいている。都市部にありながら大だい規き模ぼな再開発を免まぬかれ、ともすれば山野と見まがうほどに多くの緑を残す、珍めずらしい土地だ。


　その細い道を四し苦く八はつ苦くしながら行く、一台の高級車がある。


「保ほ坂さか」


「はい、お嬢じようさま」


「これからはもう少し小回りの利きく車になさい。このあたりを走るのにこんな大型車を使っては不ふ都つ合ごうですわ」


「はあ。その点を考こう慮りよしていつものリムジンからセダンに代えてるんですけど。これより小さい車となると北ほう条じよう家けの家か格かくにそぐいませんよ？」


「構かまいません。そんな見み栄えで貴き重ちような時間を削けずっていては本ほん末まつ転てん倒とうです」


「なるほど、わかりました」


　後こう部ぶ座ざ席せきに控ひかえる保坂、隣となりに座すわる主人の合ごう理り的てきな意見にニコニコ頷うなずいた。


　北条麗れい華かと保坂光みつ流る。彼ら二人は昨夜の呼び出しを受けて仕事を処しよ理りした後、二ノ宮家に帰き還かんする途と上じようだった。


　早朝。人ひと影かげはまばらである。


「それにしてもほんと、このあたりの道はごちゃごちゃしてますねえ」


　某ぼう国こく王室御ご用よう達たしの白いセダンから窓の外を眺ながめつつ、保坂はいつものぽやぽやした声で独ひとり言をもらすが、彼の主あるじは耳に入れてない。近ごろではもっぱら彼女の常じよう服ふくとなっている紺こん白ぱくのエプロンドレスを纏まとい、さり気なく施ほどこしたメイクを入にゆう念ねんにチェックしている。今年度になってから──つまりは高校二年生に進級してから──いや、もっと正確に言えば新一年生の入学式があった翌よく日じつから始めた、彼女の新しい習しゆう慣かんである。『誰だれに見せるためなんでしょうねえ』とでもからかってみたい所だが、自じ粛しゆくする。そんなことを言えば首まで赤くなり、火のついたように暴あばれ出すに決まっている。その余よ波はで事故られては敵かなわない。


　珊さん瑚ごのようにつややかなくちびるにリップを薄うすく引き、その度たびに手て鏡かがみとにらめっこしては気に入らず、何度も何度もやり直している。その表情は硬かたく、真しん剣けんそのものだった。


　多少の緊きん張ちようも、あるかもしれない。


　なんとなれば事実上、北条麗華にとって今日がメイド業の初はつ勤きん務むなのである。二ノ宮家の使し用よう人にんとさせられた先週来、実家の商しよう務むに忙ぼう殺さつされてこれまで大した仕事はしてこなかったのだ。その辺、彼女の雇こ用よう主ぬしである二ノ宮涼りよう子こは意外にも寛かん容ようであり、住み込みが前ぜん提ていでありながらも麗華の本業が忙いそがしい際さいは気軽に暇ひまをくれる。無む論ろん、令れい嬢じようはそのことに感かん謝しやなどしないが。


　丘を登りきり、二ノ宮家に着いた。


　車から降りた麗華、今日から彼女の戦場になる洋館を睨にらむように見み渡わたした。例によってほとんど不ふ眠みん状じよう態たいだが、北条家は国内屈くつ指しの名門であり、彼女はその次じ期き当とう主しゆであるだけに、眠ねむ気け程てい度どで覇は気きを鈍にぶらせることはない。その表情は見る者にため息をつかせるほど凛り々りしく引き締しまっている。


　朝あさ露つゆを吸すった庭の芝しば生ふを踏ふみしめ、開け放しになっている玄げん関かんをくぐる。二ノ宮家の朝は早い。もう仕事は始まっているようだ。


　まずはこの家の家事責せき任にん者しやである少年──つまりは麗華に指し示じを出すべき人物を探した。すぐに見つかった。


　台所である。


「…………」


　麗華の足が止まった。


「おやおや」


　背後に付き従したがう保坂が感かん嘆たんとも呆あきれともつかない声を上げた。


　彼らの視し線せんの先に先客がいる。


　二ノ宮峻しゆん護ごと月つき村むら真ま由ゆが寄り添そうように並んで朝食の用意をしている。そろってエプロンをつけ、時おり短い言葉を交かわしながら、小こ気き味みよく鍋なべや包ほう丁ちようを振ふるっている。


　その初うい々ういしくも自然な佇たたずまいは、まるで──


「何かあれですねお嬢さま。あの二人、まるで新しん婚こんさんの夫ふう婦ふみたいですねえ」


「…………」


　麗華の倫りん理り基き準じゆん機き構こうは、自らの網もう膜まくが映した映像を破は廉れん恥ちであると判はん断だんした。このシステム、月村真由に対してのみ甚はなはだ厳きびしく作さ用ようするのである。


　すうっ、と。


　令嬢は大きく息を吸い込んだ。





「そこの二人ッ！」


　いきなりの大声に、峻護は飛び上がりつつ振り向いた。


「せ、先せん輩ぱい？　お、おはようございます、仕事の方は、もう？」


「あなたに心配されるような問題ではありません。そんなことより」


　じろり、峻護と真由をねめつける。


「あなたたち、今なにをしていました？」


「なにって……朝食の用意をしてたんですが？」


「そんなことは見ればわかります。わたくしが問題にしているのはあなたたち二人の立ち位置についてですわ」


「立ち位置……？」


「あなたと月村さんの距きよ離りが近すぎます」


　有う無むを言わせない口調で、断だん言げん。


「繰くり返しますが、わたくしは神じん宮ぐう寺じ学園の生徒会長であり、あなたたちは神宮寺学園の生徒です。わたくしにはあなたたちの生活を指し導どうする義ぎ務むがあります。理り解かいできて？」


「はあ、たぶん……」


「ただでさえあなたたちは一つ屋根の下で暮くらしているのです。そのように二人並んで行動することが高じた末、不ふ道どう徳とくな間ま違ちがいが起きたら何としますか。不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうにも繫つながる由ゆ々ゆしき行こう為いです。綱こう紀きを正す意味からも、これは是ぜ正せいされねばなりませんわ」


「はあ……」


　峻護自身、お堅かたさに関しては他の追つい随ずいを許さない男だが……これはそこまで目くじらを立てるようなことだろうか。


　首をひねっている間に令れい嬢じようは矛ほこ先さきを変える。「月村さん、わたくしの言うことがおわかり？　そもそも朝食の用意などはメイドであるわたくしと、それから……こほん、あとはこの家の家か事じ担当者である、二ノ宮峻護の仕事なのですわ。これらの雑ざつ務むはわたくしたち二人に任せ、あなたなどはリビングで朝のワイドショーでも見ながらみっともない大あくびをしているがいいのです」


　言われた真由は黙だまったまま視し線せんを落とし、峻護の後ろに隠かくれるようなそぶりを見せる。彼女の控ひかえめな性格からして、こういう居い丈たけ高だかな態たい度どに対しては満足に反はん論ろんできまい。


　代わりに弁べん護ごする、


「そうは言いますが先輩、月村さんが家事を手伝うことについては姉の許可が出ています。それを下へ手たに否ひ定ていするのは得とく策さくじゃないかと……」


「……わかりました。月村さんが朝食の支し度たくをするのは認めましょう。ただし行ぎよう状じようの監かん督とくを兼かねてわたくしも加わり、手伝いをします。何か異い存ぞんは？」


「はあ……」


　どうせなら別の仕事をやってもらった方がトータルの作業効こう率りつがいいのでは、と言おうとして、しかしそのセリフは半なかばで呑のみ込んだ。この麗れい人じんと正対すると否いや応おうなく南の島での出で来き事ごとが蘇よみがえってくる。その心の奥おく底そこで燻くすぶっている葛かつ藤とうが彼の口を重くした。


　保坂がにこにこ見守る中、三人並んでの調ちよう理りが始まった。


　麗華が火と鍋なべの面めん倒どうを見て、真由は包丁を振ふるう担当。峻護はその間で主に中ちゆう継けい役をこなす。


　誰も、ひとことも発しない。


　菜さい箸ばしを鳴らす音、包丁とまな板がタップする音だけが、広い厨ちゆう房ぼう内を無意味に満たす。


　微び妙みような空気である。


　朝だというのに、峻護の額ひたいには早くも汗あせが滲にじみ出ていた。とびきり粘ねばっこいやつが。


　一方の麗華は、緊きん張ちようしすぎて逆に汗が引っ込んでしまっているクチである。すぐ隣となりに二ノ宮峻護がいる。かつてこの男とこれほどまでに接近し、なおかつその状じよう態たいを維い持じし続けたことがあったろうか？　いや、ない。


　でも、だからといってどうしてわたくしがこんなに緊張しなければならないのです──と彼女は思う。そう、この男は図ずう体たいがバカでかいから、そんな男が隣に立っているから、わたくしは妙みような圧あつ迫ぱく感かんを受けているのですわ。そう、そういうことなのです……。


　ふと、麗華は視線を横に走らせた。峻護ではない。その向こうの真由、もっと言えばその手もとである。


　見み事ごとな手さばきだった。包丁を上下させるその動きは均きん一いつにして表情豊かであり、まな板の立てる音は音楽じみた響ひびきを持っている。平へい凡ぼんな作業にある種の芸術性を持たせることができる、これは一流の証明だろう。腹立たしいが、それは認めねばなるまい。


　しかし、その技ぎ巧こうを惜おしみなく披ひ露ろうしている当人は妙にぼんやりしているように見えた。手もとに目を落としながら、それでいて手もとではないどこかを、なんだか虚うつろに見つめているようで……


「──痛っ」


　案の定、と言うべきか。包丁が野菜と一いつ緒しよに指まで刻きざんでしまった。


「ちょ、大だい丈じよう夫ぶか月村さん！」


「は、はい、だいじょうぶです。たいしたことないです」


「そんなわけないだろう、そんな出血して。……ちょっと待ってて」


　言い残して台所を飛び出し、何秒も数えないうちに救急箱を抱かかえて舞まい戻もどってくると、


「さ、消しよう毒どくしよう。手を出して」


「い、いいですいいです、自分でやれますからっ」


「何を言ってるんだ、片手で満足にできるわけないだろう。いいから早く」


　有無を言わせず怪け我が人にんの手を取り、治ち療りようを始めた。


　頰ほおに朱しゆを乗せながら大人しく処しよ置ちを受ける真由。


「…………」


　麗華、ひどく面おも白しろくない。──さてはあの小こ娘むすめ、先ほど見せたぼけーっとした様よう子すはこのための伏ふく線せんだったのですわね。まったく姑こ息そくな手を……。


　ふと、自分の手もとを見やる。


　彼女の手はフライパンを握にぎっていて、新しん鮮せんな肉と野菜を油あぶら炒いための刑けいに処している。


　腕うでを翻ひるがえすたび、熱あつ々あつの食材が踊おどるようにして宙ちゆうを舞まっている。


「…………」


　とても、熱そうである。


「…………」


『お嬢さまは演えん技ぎが下手ですからねえ』


　──と後ろから囁ささやかれた気がして、あわてて振り返る。だが彼女の下げ僕ぼくはふわふわ笑いながらこちらを眺ながめているだけ。


　頭に浮うかんでいたアイデアを麗華は急いで打ち消す。


（わたくし、別に演技などするつもりはありませんわ。ええ、もちろん。第一そんな必要がどこにあるのです──）


　首をぶんぶん振る。腕と一緒に。


　炒め物をしながら。


「！」


　気づいた時にはもう、フライパンから中身が飛び出していた。


　腕にかかった。


「熱っ……！」


「うわっ、今度は先輩ですか？　らしくないな……ちょっと見せてください」腕を取って一いち瞥べつし、「いけない、かなり広くやっちゃってますね。──さあ、こっちへ」


　流し台まで引ひっ張ぱっていく。麗華は何も言わない。いや、言えない。二ノ宮峻護に腕を取られたというただそれだけの事実が、早々と彼女を石にしている。


「どうですか？　痛みますか？」


　水道水で患かん部ぶを冷やされながら訊きかれても、出来の悪い自動人形のようにこくこく頷うなずくのみ。


「ちょっと待っててくださいね先輩。ええと包ほう帯たいは……あ、月村さん」


「は、はいっ」


「先輩にそこの軟なん膏こうを塗ぬってあげて」


「わかりました！」


　麗華、未いまだにぽおっとしている。峻護にかけられた言葉の一つ一つを反はん芻すうしながら、やばいクスリでもキメているみたいに目をとろんとさせている。天てん敵てきが自分に治ち療りようを施ほどこそうとしているのも見えていない。


　だからその瞬しゆん間かんまで気づかなかった。動転した真由が『軟膏』を塗ぬる、その瞬間まで。


「はひゃう！」


　その、空の果てまでぶっ飛びそうな激げき痛つうに、麗華は尻しりに火のついたバッタのように飛び上がった。


「ちょっと月村真由！　あなた一体なにを塗ったのです！」


「え？」


　なじられて真由、自分の手が握っているものに視線を落とした。


　練ねりカラシのチューブだった。


「──すっ、すいませんすいませんすいませんすいません！」


「こ、こンの大ボケ娘……わざとね？　あなた絶ぜつ対たいわざとやりましたわね？　もう容よう赦しやなりません、度たび重かさなる無ぶ礼れい、すべてわたくしに対する宣せん戦せん布ふ告こくと断だん定ていいたします。ええ、もちろん受けて立ちますわ。ぎったんぎったんにして、骨という骨を粉々にして、スルメみたいに浜辺に干ほして差し上げます。遺ゆい言ごんの用意はよろしくて？」




[image: ]


　こうなるともう止まらない、


「先輩、どうか冷静に。月村さんのこういうのはいつものことで……」


「いつものことなら尚なお更さらです！　こんなことが毎度毎度つづくようでは堪たまったもんじゃありませんわ！　今、この場で！　この不ぶ調ちよう法ほうな小娘を調ちよう教きようせねばなりません！」


「先輩、そこをなんとか」


「おどきなさい二ノ宮峻護ッ！　庇かばいだてするとあなたも容赦しませんよ！　わたくしは今日こそこの小娘と雌し雄ゆうを決するのです！」


「そうそう二ノ宮くん、お嬢じようさまは君とのラブラブシーンを邪じや魔まされてご機き嫌げん斜ななめなんだから。おまけにそうして真由さんを庇うもんだからますます──」


「保坂！　それ以上寝ね言ごとをほざくと永遠に寝言しか言えない身体からだにしてやりますからね！」


「っえー、植物状じよう態たいのままで一生ベッドで過すごすのは嫌いやだなあ。というわけで二ノ宮くん、ここは一度、この二人を思う存ぞん分ぶんケンカさせてみたらどう？」


「そんな先輩、無む責せき任にんな……」


「まあそう言わず。こういう場合は案外、感情の赴おもむくまま爆ばく発はつさせてみるといい結果が出るんだから。ほら、ガス抜ぬきってやつ？　それにこのひとって武道にも心こころ得えがあるからさ、君にちょっといいとこ見せたくてこんなことを──って、い、痛い、痛い、お嬢さま、やめ、目は、眼がん球きゆうだけは、」


「ちょっ、北条先輩落ち着いて！　それ以上保坂先輩を壊こわすのは──」


「……やれやれ。朝っぱらから何だね、騒そう々ぞうしい」


「ちょっと峻護。朝食はまだなの？……って、何この臭におい。鍋の中身がコゲてるじゃない。あんたまたやらかしたのね？」


「困ったものだ。峻護くん、君は食事の用意も満足にできないのかね？　その程てい度どの器量の男に妹を預あずける僕は広こう大だい無む辺へんな不安を禁きんじえないな」


「というかわかってるなら火を止めてくれよ姉さんも美み樹き彦ひこさんも！　それと北条先輩も早く！」


「仕し方かたのない男だな。では涼子くん」


「このままじゃ朝食どころじゃないものねえ。──さ、麗華ちゃん、こっちへいらっしゃ……あらどうしたの。そんなふうに逃にげることないじゃない」


「な、なに？　なにをするつもりですのっ？」


「うふふ。それをわたしの口から言わせるつもり？　あなたも結構なＳねえ」


「や、やめ──ちょっ、お放しなさいこの無ぶ礼れい者もの！」


「嫌よ嫌よも好きのうち──これはもう、わたしを誘さそってるとしか思えないわねえ。安心なさい、ちゃんと期待には応こたえてあげるから」


「どっ、どこからそのような解かい釈しやくが出てくるのです！　わたくしにそんな趣しゆ味みはないと何度も、」


「口ではそう言っても身体は正直なものよ。さ、いい子だから大人しく脱ぬぎ脱ぎしましょうねー」


「こっ、この変へん態たい！　ド痴ち女じよ！　ちょっと保坂っ！　いつまで寝こけてますのっ！　さっさと助けなさい！」


「自分で眠ねむらせた相手に無む茶ちやを言わない。ほらほら、朝は忙いそがしいんだから。あまりてこずらせるんじゃないの。手短に済ませるわよ」


「ひっ──だっ、だめ、わたくしほんとに、それは……や、やだっ、そんな、こんなところで、いっ、いやあああああああああああああああああああああああああああああっ！」





　──要するに。


　麗華と保坂が加わった二ノ宮家は、朝食ひとつ準じゆん備びするだけでこの騒さわぎなのだった。


　峻護が深々と吐ついた溜ため息は、同情に値あたいすると言わねばなるまい。





　　　　＊





　若宮町は住宅地であるだけに、人出は朝夕がピークとなる。


　平日のその時間帯になれば通つう勤きん通つう学がくのスーツ姿すがたや学生服姿が町の主役。これはどこの住宅地でも代わり映ばえのない光景だが、若宮町独どく特とくの風ふう物ぶつというのもある。もしこの町を少し高い位置から俯ふ瞰かんできる者があれば、彼はこの町が人出に比して奇き妙みように静まっていることに気づくだろう。


　それというのもこのあたり、前ぜん述じゆつした通りやたら坂が多く、道は細く入り組んでいる。よって人々は起き伏ふくの多いこの地区の坂を息も絶たえ絶だえに上り下りし、ミミズのようにくねった小道にうんざりしながらそれぞれ目的地を目指さねばならない。ましてや眠気を引きずった朝方、しかも早々とアスファルトに陽かげ炎ろうが立つ夏の日とあっては口数が少ないのも道どう理り。聞こえてくるのは喘あえぎ声と舌した打うちばかり、という寸すん法ぽうである。


　当然、企き業ぎよう戦せん士しや受験闘とう士したちの表情は気だるげであり、知り合いとすれ違ちがっても目すら合わさないものだが──何なに事ごとにも例外はあるもの。町の一角で、二ノ宮峻護の周囲だけが騒そう然ぜんとしていた。


　原因が誰にあるか、説明はもう必要あるまい。


　隣となりを歩く真由を横目で見ながら思う。散さん々ざん目まの当たりにしてきたことだが、それにしてもサキュバスたる彼女の魅み惑わくは空そら恐おそろしいものがある。男性はもちろん女性にさえも素す通どおりを許さない、強制力を持った容よう姿し。サキュバスという存在がオカルトではないと知った今でも、やはり何か魔ま力りよくじみたものを感じざるを得ない。


　そして彼女の隣を歩く峻護には、もれなく殺気のダーツが投げられることになる。それが刺ささる度たびに寿じゆ命みようが一日ずつ縮ちぢんでいくように思うのだが、これにも慣なれないわけにはいかない。


「月村さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　下を向き、青い顔をしている男性恐きよう怖ふ症しようの少女を気き遣づかう。


「は、はい、なんとか」


　無む理りに笑え顔がおを作りながら返してくる真由。少しでも油ゆ断だんすればお花畑の向こうに行ってしまいそうな様子だが、これでも大分マシな方である。というのも男性が通りかかるたび、彼らが真由の魅惑に理性を狂わせる前に峻護がそちらに目を向け、その気の起こりを削そいでいくからだ。もちろん口で言うほど簡かん単たんではない。ボディーガードやＳＰが周囲にさりげなく気を配るのと根本的には大たい差さない行動だが、相そう応おうの鍛たん錬れんを姉から仕し込こまれた峻護だからできる芸げい当とうだし、心身の負担も半はん端ぱではない。


　おまけに今朝は彼を一いつ層そう磨ま耗もうさせる、従じゆう来らいとは一味ちがう要よう素そがあった。


　背後からのプレッシャーである。





「ところでお嬢じようさま」


「なによ」


「どうして二ノ宮くんと真由さんの後をつけたりするんです？」


「決まっていますわ。あの二人が高校生にあるまじき破は廉れん恥ちな真ま似ねをせぬよう、監かん督とくしているのです。これは神宮寺学園生徒会長であるわたくしの真っ当な務つとめ。後をつけるなどという人聞きの悪い表現をしないで頂ちよう戴だい」


「はあ。でもあの二人、どう転んでもこんな外でそんな真似をするとは思えませんけど。せいぜいが手を繫つなぐ程度じゃないかなあ」


「十分に破廉恥ですわ。そのような姿で町を出歩き、我わが校の生徒は慎つつしみが無いと近きん隣りんに噂うわさが広がればなんとします」


　保坂、にこにこしながら聞いている。いつの時代の話ですか、とも、ウチの他の生徒はどうなるんですか、とも言わない。どうせならお嬢さまも彼と並んで歩けばいいのに、という茶ちや々ちやはちょっと入れてみたいのだが、これも自じ粛しゆくする。ほんとうに実行して右手と右足を一いつ緒しよに出しながら歩いた末に派は手でにコケて醜しゆう態たいを晒さらすことになれば、本泣きされそうなので。


「ていうかお嬢さま、生徒会の仕事はどうするんです？　いつも校門に立っているアレは、今日はサボりですか？」


「そういう誤ご解かいを招くような言い方はおよしなさい。これは生徒会長たるわたくしのれっきとした公こう務む、それも極きわめて優先順位の高い公務なのです。他のことは後回しにするのも止やむを得えませんわ。あの小こ娘むすめが周囲に撒まき散らす影えい響きよう、よもや看かん過かはできないでしょう？」


　それは確かに、と内心で呟つぶやいた。


　前を向く。一組の男女の姿があり、そして通りがかる人々が例外なく、尋じん常じようならざる反応を彼らに向けていく。ある意味壮そう観かんというか、外野から見ている分にはむしろちょっとした笑いを誘さそうような、喜劇じみた光景である。もっともそのすぐ後に、保坂自身と彼の主人がほぼ同様の喜劇を再現することになるのだが。


「時に保坂」


　前を行く二人に険けんのある視線を向けながら、その主人が問うてくる。


「先日のバカンスの際、二ノ宮峻護に何か変わったことはなかった？　何かこう、わたくしを避さける理由になるようなことが、わたくしの知らないところで……」


「別に何もありませんでしたよ、はい。ていうかお嬢さま、それ訊きくのもう十回目ですよ。何回同じ答えを聞けば満足なんですか」


「う、うるさいわねっ。あの男はわたくしに害がいを為なしてきた敵てき対たい分ぶん子し、その正確な情報を逐ちく次じ認にん識しきしておくのは必要不ふ可か欠けつな作業なのですわ。たとえばそう、大おお海うな原ばらを航こう海かいする船せん舶ぱくが常に羅ら針しん盤ばんの確かく認にんを怠おこたらないのと、原げん理り的てきには同じことなのよ」


「ていうか、そもそも二ノ宮くんがお嬢さまに敵対したことなんてありましたっけ？」


「あったのですっ！」


「いつ？　どこで？」


「あなたは知らなくていいの！」


　望みどおりの反応が返ってくる。まさに打てば響ひびくというやつであり、保坂少年は幸せでしょうがない。これぞ北条麗華の付き人を務める醍だい醐ご味みである。なにしろ四六時中彼女の傍そばにいて、好きな時に好きなだけ遊べるのだから。しかも突つっつくネタはほとんど無む尽じん蔵ぞうにあるときている。


　ほくそえみ、もうちょっといじってみようとした時、


「それから保坂」


　令嬢が話題を変えた。


　瞬しゆん間かん、保坂の背すじがピンと伸のびる。


「月村真由のことです」


　声の質が変わっている。


「真由さんが、何か？」


「調べなさい」


　世界を牛ぎゆう耳じる血族の、冷れい徹てつな実じつ務む者しやのそれだ。


「──旦だん那なさまからストップがかかってますけど？」


「あの時とは状じよう況きようが違ちがうわ。わたくしが許可します。存分に動きなさい」


「方針は？」


「時間と資し金きんは好きなだけ使って結けつ構こう。ただし、目立たぬよう。その上であなたが納なつ得とくするまで突き詰つめなさい。あの女には必ず何かあります」


「承しよう知ちしました」


　一礼しながら、先ほどとは別の意味でほくそえんだ。


　これが、北条麗華なのである。切り替かえの早さといい、声の響きそのものが持つ威い令れいといい──直ちよく属ぞくの部下に限っても数万、齢よわい十七にして北条コンツェルンの屋や台たい骨ぼねを担になう大おお立だて者ものの、これぞ本ほん領りようというべきだろう。もちろん彼女は内に秘ひめた刃やいばをひっきりなしに抜ぬいたりはしない。だがひとたび抜けば畢ひつ竟きよう、北条麗華の前に立つ者はことごとくその威に打たれ、地にひれ伏ふすことになろう。


　いつでも抜ける。抜けば必ず斬きる。


　ぞくぞくしてきた。まったく、これでこそ彼女に付き従う価値があるというものだ。


　ただし、と保坂は付け加える。こんなところで抜き身をチラつかせるのは少々不用意というべきだろう。現に彼女が放つ威い圧あつの余よ波はを受けた通りすがりの連中が、猛もう禽きんに怯おびえる小鳥のように萎い縮しゆくしてしまっている。このひとは今後、商務や男女のことだけでなく、気息を自在に揮ふるうやり方も覚えていかねばなるまい。


（いずれにせよ月村真由さん、ってわけだね）


　主人が睨にらみつけている先を保坂も追う。


　肩かたを丸め、おぼつかない足取りで歩く少女に寄り添そう長身の少年。


　彼は今どんな顔をしているものやら、と思う。


　お嬢さま、今はもう刃を収めてるけど──それでもこういう視線で抉えぐられ続けるというのは、一体どんな気分なんだろうなあ。





　背中に突き刺ささったその感覚に、峻護は思わず竦すくみあがった。


　反はん射しや的てきに振ふり返ろうとして思いとどまる。後ろに誰がいるか、家を出た時からわかっていることだ。今振り返れば何かこう、見てはいけないものを見てしまう気がする。


「？　二ノ宮くん？」


　首を傾かしげてくる真由に「何でもない」と手を上げる。脂あぶら汗あせを顔中に滴したたらせていては説得力もないが。


　それにしても悪夢のような一瞬だった。まるで居い合あいの一刀で真っ二つにされるような、そんな光景を幻げん視しした気がする。こんな気分を味わうのは入学式のあの時以来だ。やはりあのひとは畏い怖ふすべき存在であり、本気で怒おこらせてはいけないひとであり、そして、彼女を怒らせる十分な理由をおれは持って──


　と、その時。


　真由が胸を搔かき抱いだくような仕し草ぐさをし、苦しげな吐と息いきを洩もらした。


「どうした月村さん。調子、よくないのか？」


「す、すいません……昨日と一昨日の疲つかれが、残ってるみたいで」


「無理しない方がいい。どうする？　少し休んでいこうか？」


「いえ、だいじょうです。心配おかけしてすいません」


「いや、でも──」


　どこか、いつもと真由の様子が違う気がするのだ。何がどう、と言われると首をひねるしかないし、異い性せいに舐なめるような視線を向けられて青くなるのは毎度のことだし、本人の言う通りバカンスの疲れもあるのだろうが……。


　心配げな峻護に「それでしたら」と真由は笑い、


「もう少し急ぎませんか？　学校まで行けば、もう少し落ち着けると思いますから」


「そう？　でも大だい丈じよう夫ぶ？　速く歩ける？」


　ぐっ、とガッツポーズを取ってみせる真由。


　それに笑い返して──しかし峻護は内心、彼女の先行きに思いを馳はせざるを得ない。


　昨晩、麗華が口にした言葉が蘇よみがえる。


『つまり、何をしても無む駄だだということです。月村さん、あなたが男性恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくする日が来ることなど未み来らい永えい劫ごうありえないのですわ──』


　正しよう味みの話、月村真由の男性恐怖症克服にはどれほどの見込みがあるのだろう。彼女が二ノ宮家に来てから一週間あまり。その間さまざまにリハビリを試みてきたわけだが、はたしてその効こう果かはどうか。自じ画が自じ賛さんするようではあるが、自分が傍そばにいるからこそどうにか日常生活を送れている、というのが実情である。もとより長期戦は覚かく悟ごしていたとはいえ、一体いつになればその日が来るのだろう。いや、そもそも本当にその日は来るのだろうか。


「──あの」


　足を速めながら真由がぽつりと呟つぶやく。


「え？　何？」


「もしも、もしもよかったらでいいんですが」


　うつむいたまま、消え入りそうな声で、


「手を、繫つないでもらえませんか？」


「手？」


「二ノ宮くんが傍にいてくれても、それでもまだひとりでいるみたいで。心細くて、どうしようもなく不安で。だから」


　ほとんど聞き取れない声で、なおも続ける。


「すいません、いつもお願いばかりして。でも、ご迷めい惑わくだと思いますけど、どうか……」


「あー、うん、ええと……」


　頰ほおをぽりぽり搔く。


　人目はちょっと、いやかなり気になるけど。特に後ろの方とか。


　でも、それだけのことだ。


　シャツの裾すそでごしごし拭ふき、黙だまって手を差し出した。


　──それだけのことなのに。


　月村真由は、なんだか泣きそうになっているように見えた。





「あンの……ッ！」


　眼前で行われた不ふ埒らちを目まの当たりにした麗華は即そく座ざに激げつ昂こうした。


　そもそもこうして距きよ離りを置き、手も口も出さず監かん視しするだけにとどまっていたのはなぜか。あの二人に保護者と被ひ保護者という関係があり、その関係に確かな正当性と実じつ効こう性せいがあったためである。それについては彼女も渋しぶ々しぶながら認めざるをえず、妥だ協きように次ぐ妥協を重ねてイライラしつつも現状に甘あまんじているというのに……これではほとんど暴ぼう発はつの口実を与あたえているようなものだった。


「許しません！」


　案の定まなじりを吊つり上げ、今にも駆かけ出さんとした時、





　ぴるるるるるるるるるる





　脱だつ力りよくを誘ゆう発はつする電子音がへろへろと流れた。


　気き勢せいを削そがれ、麗華は走り出そうとした格かつ好こうのまま固まる。


「はいはいもしもし、ぼくですよ～」


　付き人少年がいつも通りのんきな声で携けい帯たいに話し掛かけ、


「お嬢じようさま、仕事ですよ。今朝方までやってたやつの続きです」


　すぐに要よう点てんを伝えてきた。


「ちょっと、またなの！　まったく……あの者たちは何をやって……」


「ま、風か邪ぜでいえば治りばな、ってとこでしたからねえ。どうも相そう場ばに大おお幅はばな変へん動どうの兆ちよう候こうがあるようです。たぶん対たい抗こうファンドが糸引いてますね。現状の人じん員いんでも手に負えなくはないでしょうが、お嬢さまが現場で指し揮きを執とったほうが確実でしょう。今回の買収には馬ば鹿かにならない投とう資しをしてますし──それにどうやら相手も手ごわそうだ」


「～～～～～～っ」


　頭を搔かき毟むしらんばかりの顔つきをしていた令嬢だったが、


「──行きますわよっ。迎むかえはもう用意してあるのでしょうっ？」


「十秒以内に来ます。とりあえず電話で大おお雑ざつ把ぱな状じよう況きようだけでも聞いといてください」


　さっさと歩き出した主人に携帯を投げ渡わたしてから、


（じゃ、今日も一日がんばってね、お二人さん）




[image: ]


　手を取り合って先を急ぐ苦労人とサキュバス少女にウィンクを送る。


　それと入れ替かわるようにして、大理石の宮きゆう殿でんを思わせる白いセダンが坂を登ってきた。





　　　　＊





　まずいことになった。


　真由と連れ立って校門をくぐる頃ころには、峻護はそのことを痛いほど自じ覚かくしていた。


　言げん及きゆうするまでもなく、容よう姿し抜ばつ群ぐんの月村真由は学園のアイドルである。アイドルというか清せい純じゆん派はセクシードールとでもいうか──ともかく、彼女には無数のファンがいる。


　その人気者が男と手を取り合って歩いているのだ。事件にならぬはずがない。


　もちろんわかってはいた。彼女と手を繫つないだまま学園内を練ねり歩くことになればどうなるか。ゆえに峻護とて学校まで来たら手を放すつもりでいたのだ。


　しかしそのことを申し出ると真由は、はぐれた親をようやく見つけた迷まい子ごのような瞳ひとみで見上げてくるのである。もともと月村真由には甘い峻護のこと。こういう真ま似ねをされてなお毅き然ぜんとした態度を取れるはずもなく、結局のところなし崩くずし的に泥どろ沼ぬまへ嵌はまっていくしかないのだった。


　視線が、痛い。


　二人を目もく撃げきした生徒たちはほとんど例外なく目を瞠みはり、次いで傍にいる者同士で何やらひそひそ囁ささやき合う。真由の、度が過ぎるほど控ひかえめで純情な性格は既すでに知れ渡っていること。その彼女が白はく昼ちゆう堂どう々どう（というのは彼らの偏へん見けんで、実際には小人のように小さくなって）男性と手を繫いでいるのだ。大事件である。相手が彼女のガーディアン、二ノ宮峻護であることはこの際問題ではない。


　だが、何かしらの実力行こう使しに出る者が一人もいないのは不幸中の幸い──というべきかどうか。ギャラリーは反応に窮きゆうしているだけかもしれないが、なにかこう、まるで後ろ指をさされているかのようなこの状況は、彼をひどくそわそわさせる。お天てん道とう様さまの下を大手を振って歩ける人間たること、二ノ宮峻護はそれのみを信条にしているような男であり、直接攻こう撃げきには耐たい性せいがあってもこういう間かん接せつ攻撃には免めん疫えきがないのだ。


　全身に矢を受けて大だい往おう生じようした武む蔵さし坊ぼう弁べん慶けいの気分で峻護は校内を進んでいく。


　一年Ａ組の教室に入った。


　騒さわがしかった空気が静まり返った。


「…………」


　全員の視線が、登校した二人の手もとに注がれている。


　目を泳がせながら席に向かう。


　席が隣となり同士である真由と並んで、着席した。


「……きゃ────────────────────────────────っ！」


　そこまできてようやく黄色い声が爆ばく発はつした。


「ちょっとちょっとなに？　なんなの？　どうしちゃったわけ？」


「やだもーダイタンすぎ！　どういうことよっ、話聞かせなさい！　ほれほれっ」


　たちまち女性陣じんが真由を囲い込み、峻護はそのままお役やく御ご免めんとなった。


　自然、安あん堵どの吐と息いきが口をつく。


　苦く難なん続きの峻護にとって、ここしばらくで唯ゆい一いつ楽をできるようになったのがこれである。転校初日から同級生女子による悪あく質しつなジョークの洗せん礼れいに遭あった真由だが、それも初日だけの話。一いつ般ぱん人じんからすれば何かと扱あつかいにくい面もあろう彼女であるが、今ではすっかり受け入れられていた。こうして女性陣の輪わに入り込むことによって男どもから受ける圧あつ迫ぱくも多少は軽けい減げんされるし、新入りの男性恐きよう怖ふ症しようを知っている彼女たちが何かとサポートに回ったりもしてくれるのだ。


　だがそんな博はく愛あい主しゆ義ぎも、あくまでクラスの半数のみが奉ほうずる信条なわけで……。


　気を抜ぬきかけた峻護の元にヒソヒソ声が届いてくる。


（おい、どういうことだ……？）


　クラスのもう半数、男どもからである。


（わからん。なんか、あってはならないことが起きて、それを全員が目の当たりにしたように思うんだが……俺おれの錯さつ覚かくか？）


（いや、俺も見た。残念ながらマジっぽい。二ノ宮の野や郎ろうが月村さんと手を繫つないで登校した……この事実はもう動かしようがねえ）


（抜け駆がけだ……）


（裏切り行こう為いだ……）


（ウチのクラスにユダが現れたぞ……）


　峻護を遠巻きにした男子たちが口々に呪じゆ詛その言葉を連つらねていく。月村真由の転入以来、ただでさえ風当たりの強かったものが、ここへきていよいよ逆風となりつつあるようだ。


（だがおかしい。いくらなんでも急に親しん密みつになりすぎだろう）


（なにかあった、ってことか？）


（おいよく見ろ。二ノ宮のやつ、なんか妙みように日焼けしてないか？）


（そういえば月村さんも……肌はだが白いからわかりにくいけど……）


（今は夏……夏といえば海……そして昨日と一昨日は休日だった……）


（おいちょっとまて、あの二人、ま、まさかヒトナツの経験をっ？）


「！」


　冗じよう談だんじゃない──立ち上がってそう叫さけぼうとし、だが次の瞬しゆん間かん、彼の脳のう裏りを掠かすめたあることがその衝しよう動どうを押おしとどめた。


　あの南の島の、月と星の夜。


　おれは何をした？


　あのひとに、おれは何を──


　ちがう。ちがうんだ。あれはあくまで治ち療りよう行こう為いであって、緊きん急きゆう避ひ難なんであって、おれはそんなつもりじゃ……


　こりない葛かつ藤とうに頭を抱かかえ始めた峻護をよそに、クラスメイトたちはさらに想像をたくましくしている。


（そう言われてみると、なんか月村さんの様子はいつもと違う気がするな）


（ああ、確かに）


（違うって、具ぐ体たい的てきにはどう違うんだ？）


（そうだな──なんかこう、これまでよりもさらに色っぽくなったような。そんな気がしないか？）


（うん、月村さんさっきからずっと、二ノ宮を潤うるんだような目で見てるんだよな。なんというか、自分のすべてを安心して預けきっているような）


（おい、じゃあやっぱり……）


　ぴりぴりムードが一気に高まる。


（間ま違ちがいねえ。あの野郎、本当に月村さんを……）


（どうする？　この場で殺やるか？）


（いや待て。ここは人目がある。見られるのはさすがにまずい。今は機きを窺うかがうんだ……）


　物ぶつ騒そうな会話が続く。どう見ても言いがかり、あるいは誇こ大だい妄もう想そうの域いきを出ない論ろん調ちようなのだが、まったく事じ実じつ無む根こんかといえば峻護の方に心当たりがある。その後ろめたさが彼から反はん論ろんの気力を奪うばい取っていた。


　針はりのムシロに正座させられたまま、のろのろと時間が過ぎてゆく。


　予よ鈴れいが鳴った。


　ホッと一息つく。授業に入れば状況も少しはマシになるだろう──と考えたところで思い出した。教室に来る前、通りがかった教師に用事を言いつけられていたのである。『あとで資料室に来い。うんざりするほどのプリントの山があるからそれを運ぶのを手伝え』とのことだった。ご丁てい寧ねいにも『一人で来るように。助すけ太だ刀ちは許さん』との厳げん命めいを受けている。これも真由との仲を妬ねたんでの嫌いやがらせ──と考えるのは穿うがちすぎだろうか。


　どちらにせよ時間がない。急がないと。


　席を立つと、真っ先に真由が反応した。


「あっ。二ノ宮くん、どこへ？」


「ああいや、プリント運びの手伝いをするように言われてるから。ちょっと行ってくる」


「あ、でしたらわたし、お手伝いします」


　言って、すぐこちらへ駆かけ寄ってきた。


　が、そもそも峻護一人が指名された仕事である。それにここで真由と行動を共にし、血に飢うえた男どもを刺し激げきするのは避さけたい。


「いや、いい。おれ一人で行く」


　できるだけ素そっ気けなく申し出を断ことわった。


　すぐさま、状じよう況きようを食い入るように観かん察さつしていた男子たちがヒソヒソ話を再開する。


（おい、どういうことだ。月村さんの申し出を断ことわったぞ）


（だな。深い関係になった後にしては妙に冷たい気がするな）


（ああ。ということは俺たちの勘かん違ちがいだったのか？　二ノ宮には悪いことをしたな）


（やっぱりあいつは俺たちの仲間だよな）


　だんだん友好的な空気が戻もどってくる。どうやら嫌けん疑ぎは晴れてくれたようだ。


「じゃあ、そういうことだから。行ってくる」


「そう──ですか……」


　しょんぼりとうなだれる真由に頷うなずき、教室を出ようとした──のだが。


　今度は逆の方向から囁ささやき声が聞こえた。


（ちょっとなにあれ。あの子がせっかく手伝おうって言ってるのに）


（二ノ宮くんって女の子の厚こう意いを無む下げにするヒトだったわけ？）


（えー。なんかゲンメツー。イヤよね、そういうオトコって）


（二ノ宮くんって真由のことで大変だし、他ほかにもいろいろ苦労してるみたいだからさ、できるだけあたしたちが協力してあげようって思ってたけど──それとかもさ、ちょっと考え直した方がよくない？）


「…………」


　峻護の歩みが止まる。


「…………」


　教室中が彼を注ちゆう視ししている。


「…………あー、」


　いくばくかの沈ちん黙もくの後、もごもごと口を開いた。


「月村さん、やっぱりついてきてもらえるかな？　おれだけでは荷にが重そうだ」


「えっ？」


「おれと一いつ緒しよに来て、手伝って欲ほしい」


「はっ、はい、よろこんで！」


　暗く澱よどんでいた真由の表情が、雲の晴れ間から陽ひが覗のぞいたように明るくなる。


（──なあんだ、心配して損そんした）


（ちゃんと上う手まくやってるじゃない、あの二人）


（意い地じ悪わるせずに最初からああ言えばいいのにね、二ノ宮くんも）


　うまいこと誤ご解かいは解けたようだ。


　真由がすっと寄り添そい、えへへとはにかみながら見上げてくる。


「さ、じゃあ行きましょう二ノ宮くん」


「ああ、そうしよう。あまり時間がないから急がないと」


　頷き返し、今度こそ教室を出ようとして、


（──おい見たか、月村さんのあの嬉うれしそうな顔）


（見た。信じたくはないが、あれは明らかに──二ノ宮の野や郎ろう、やっぱり……）


（やっぱ殺るか？）


（だな）


（よし、ヒットマンの手配は俺に任せろ）


（なら俺は掃そう除じ屋やの手配だ）


（決行はいつ？）


（もちろん今日中に）


「…………」


　とんとん拍びよう子しに段だん取どりされていく暗殺計画に、峻護の足が再々度止まる。


「？　二ノ宮くん」


　沈黙。


　そして注視。


　全員が、峻護の答えを待っている。


　彼には知る由よしもない。一年Ａ組の面々が、峻護をおもちゃにして遊ぶ技術にどれほど長たけているかを。彼が真由と手を繫つなぎ合って教室に登場した瞬間、クラス全員の頭にどんなアイデアが閃ひらめいたかを。そうして共有したインスピレーションの元、彼らが無む言ごんのうちに結けつ託たくしていたことを。その思おも惑わくにまんまと嵌はまっているがゆえに、今こうして苦く悩のうの渦うずに目を回していることを。


　教室を出かかる格かつ好こうのまま立ち尽つくし、峻護は呆ぼう然ぜんと運命の女め神がみに問いかける。


（……………………おれに、どうしろと？）





　今日も長い一日になりそうだ。




其の二　目がすわる目がおよぐ







　昼休み。


　といえば、あらゆる学校生活において最も活かつ気きある時間帯である。


　食堂でダベるもよし、グラウンドや体育館でスポーツに汗あせするもよし、伝説の木の下で永遠の愛を誓ちかうもよし。写真部の暗室あたりでカード賭と博ばくに興きようじるのも、廊ろう下かで十八禁きん物ぶつ資しの取引に応じるのも、気に食わない相手を校舎裏に呼び出して拳こぶしを交えるのもまた、青春の輝かがやかしき一ページだ。


　そんな諸もろ々もろの人生模も様ようが万まん華げ鏡きようのように繰くり広げられる神じん宮ぐう寺じ学園にあって、今現在もっとも景けい気きの悪いツラを下げているのは二にノの宮みや峻しゆん護ごであったろう。


　教員棟とうの一いち隅ぐう、用務員室である。峻護の駆かけ込み寺のようになっているこの六ろく畳じよう間まの卓ちや袱ぶ台だいに横顔を乗せ、彼は全身全ぜん霊れいでもってへばっていた。


「峻護くん、君も相変わらずヘナっちょろいな。この程てい度どの試し練れんにくじけているようでは先が思いやられるよ」


「まったくね。あんたも二ノ宮家の男子でしょう、だらしなく死んでないでしゃきっとなさい」


　学園の用務員として潜もぐり込んでいる美み樹き彦ひこと、同じく保健医に成なりすましている涼りよう子こが、それぞれお茶をすすりながら言いよこしてくる。それでも抗こう弁べんする気力は起こらない。


　ここまでの半日をひとことで表現すれば『精神力の耐たい久きゆうテスト』、これに尽つきる。というのも、今朝クラス内で始まった究きゆう極きよくの二に択たくゲームが、あれ以降延えん々えんと続いていたのである。


　真ま由ゆの申し出を受ければ男子から殺さつ気き。断ことわれば女子から殺気。


　板ばさみになりつつもどちらかを選ばなければならない重じゆう圧あつは、実際かなり効きいた。しかも月つき村むら真由、元からそうではあったが、今日はことさら峻護の世せ話わを焼こうとするのである。そのたびに再度の二択を迫せまられ、煩はん悶もんすることになるのだ。


　もっともこうして小休止しながら考えてみるに、ああいう状じよう況きようでも上う手まく立ち回る方法はあったはずであり、そうすればここまでポンコツにならずとも済んだであろう。だが峻護の性格を知り尽くした悪友たちは、彼に立ち直りのきっかけを与あたえないよう、巧たくみに二の矢三の矢を繰り出してくるのだ。さして器き用ようでもない峻護には避さけようもない連れん携けいである。しかもこの、一年Ａ組の面々が発明した『二ノ宮峻護を使った新しい遊び方』が瞬またたく間に全校に伝でん播ぱし、彼が真由を連れて校内を歩くたびにそれが試ためされ、おまけにただ試されるだけでなくちょっとした流りゆう行こうになる兆きざしさえある。これが峻護の新たな頭痛の種となり、早くも彼の精神に深い根を張はっているのだった。まさしく『ご愁しゆう傷しようさま』といったところである。


「ま、それもこれも人気者の宿命というやつさ。大いに悩なやむのが吉きちだろう」


「それに生ぬるいあんたには丁ちよう度どいい修しゆ行ぎようになるわね。簡かん単たんに音ねを上げず、ここはきっちりと切り抜ぬけてみせなさい」


　気楽に言ってくれる。どうもこの二人、昨日の言葉どおり積せつ極きよく的てきに傍ぼう観かん者しやの側に立つ気らしい。この超越者ジヨーカーたちが介かい入にゆうしないというのは、それはそれで困りものなのだが。


「……思うんですけど」


　つい、愚ぐ痴ちが出る。


「自分で言うのもなんですが、最近のおれってちょっと負ふ担たんが多すぎませんか？　月村さんのことだけでも一いつ杯ぱい一杯なのに、そこへきて北ほう条じよう先せん輩ぱいと保ほ坂さか先輩も同居することになって。北条先輩はずっと月村さんのことを敵てき視ししてるし、保坂先輩は丸く治めようという気がまったくなさそうだし──」


　ただでさえ成立した瞬しゆん間かんから一いつ触しよく即そく発はつだった状況である。いずれどこかの時点で破は綻たんを見るに決まっている。


　特に頭を悩ますのは北条麗れい華かとのあれこれだが、これについては峻護、誰だれにも相談できない問題だと考えている。南の島で起きたことを他た言ごんする気にはとてもなれない。これはどうあっても自分で解かい決けつしなければならない。


　だがそれを措おいたとしても──彼女のサキュバス化のことはどう扱あつかえばいいのだろう。姉と美樹彦に話しても『心配ない』の一点張り。そう言われたって心配になるに決まっているのだが、それ以上突つっ込んで訊きくことは峻護も躊ちゆう躇ちよしてしまう。下へ手たを打てば藪やぶをつついてヘビを起こすことにもなりかねない。


　結局のところ効こう果か覿てき面めんな解かい決けつ策さくなどありそうになく、こうしてクダを巻く他ほかどうすることもできずにいる。


「月村さんと並んで歩けば知らない人間からも恨うらまれるし、クラスの連中は好き勝手なこと言うし、家に帰ったって気の休まる暇ひまはないし──おれはただ、静かで平和な暮らしができればそれでいいのに──」


　我われながら情けない醜しゆう態たいだが、それでも涼子と美樹彦は彼の軟なん弱じやくを糾きゆう弾だんしようとしない。本当に傍観を決め込むつもりなのか。


　ずずず、とお茶をすする音だけが部屋の中に澱よどんでいる。


　日当たりの悪くて湿しつ気けくさい、薄うす暗ぐらい部屋。梅つ雨ゆの時期にはキノコが生えそうな畳たたみの上に乗る、グラグラと安定の悪い卓袱台。チャンネルを回すタイプのテレビ。首を振ふっている錆さびの浮ういた扇せん風ぷう機き。なぜか置いてある炊すい飯はん器きにはデジタル表示がない。懐かい古こ趣しゆ味み的てきな品が多いのは部屋の主の好みだろうか。


「峻護くん」


　その美樹彦が湯飲みを置き、


「いまさらあらためて言うことでもないが──実じつ際さいのところ、我われ々われが期待を持てる人材というのは君くらいしかいないんだよ。真由を護まもるにせよ、彼女の男性恐きよう怖ふ症しようを改かい善ぜんさせるにせよね。僕らにとって最後のカードが君なんだ。そしてそれを切った選せん択たくは今のところ上手くいっていると信じている」


　卓袱台に顔を預あずけたまま耳を傾かたむける。グラウンドから聞こえる歓かん声せいがひどく煩わずらわしい。


「麗華くんにしても、今の様よう子すなら放ほうっておいても大だい丈じよう夫ぶだろうが──それでもこの先どう転ぶかは未み知ち数すうだ。できるだけ手元において様子を見た方がいい。まあ、そのことで君の周囲が騒さわがしくなるのは不ふ可か避ひにしても、少女二人があまり芳かんばしくない状況に置かれているのだ。存ぞん分ぶんにヒロイズムを発はつ揮きし、今のうちに功く徳どくを積つんでおくのがよかろう。そうすれば閻えん魔ま帳ちようのプラス査さ定ていに少しは貢こう献けんできるだろうさ」


　あまりこの男らしくない、淡あわい笑えみで締しめくくる。正直言ってちょっと気味が悪い。


　吐と息いきする。もとより、今さら投げ出すつもりはなかった。


「ところで峻護」


　飽あきもせず茶を飲みながら、今度は涼子が口を開く。


「ここで油売るのは勝手だけど──真由ちゃんの安全は確かく保ほしてるんでしょうね？」


「用事があるとかで、昼休みが始まってすぐにおれとは離はなれたよ。たぶんクラスの女子と何かやっているんだと思うから、問題ない」


　現在の彼女たちは真由に対して大いに協力的だ。そのフォローには十分期待できるし、真由に普ふ通つうの学校生活を送らせるという観点からもこれは望ましいといえる。もっとも最近は様さま々ざまな悪わる知ぢ恵えも仕し込こんでいるようで、その点はちょっと心配なのだが、これは友人づきあいの一いつ環かんとして割り切るしかない。


　グラウンドから届いてくる声がまばらになりつつあった。そろそろ授業が始まる。


（──よし）


　気き合あいを入れなおし、立ち上がった。


「しっかりやりたまえ。何度も言うが、君には大いに期待しているのだ」


　話半分に聞き流し、峻護は用務員室を後にした。


　部屋に残った二人は、なおも湯飲みに口をつけている。


「甘あまいわねえ、美樹彦」


「そうかい？」


「そうよ」


「ふふ、君ほどではないさ」


「何の話？」


「さて？」


　美樹彦は表情を変えない。その相あい棒ぼうも、また。


　お互たがいにお茶のお代わりを注ぎ、再びすすり始める。


「ところで真由ちゃんのことだけど」


「うむ」


「そろそろじゃない？」


「だな。ストレスもずいぶん溜たまっているしね」


「大だい丈じよう夫ぶかしら」


「まあ、まだ大丈夫だろう。備そなえはしておくが、案ずることはあるまい」


「そうね」


　ずずず、とお茶をすする音。


　案じてもどうにもならないでしょうしね、という涼子の呟つぶやきは、玉ぎよく露ろの立てる湯気と共に溶けて消える。





　　　　＊





「あ、いたいた。二ノ宮くーん」


　教室に向かう途と中ちゆうの廊ろう下かで、ショートカットの少女が手を振ふり振り歩み寄ってきた。綾あや川かわ日ひ奈な子こ。一年Ａ組女子の中心人物であり、真由の面めん倒どうを何かと見てくれる世せ話わ好きでもある。


「あれ？　真由は？　二ノ宮くんと一いつ緒しよじゃなかったの？」


　開かい口こう一番、日奈子は不ふ思し議ぎそうな顔をした。


「いやちがう。というか綾川さんと一緒じゃなかったのか？　昼休みに入ってすぐ、月村さんは君たちと──」


「それがさー、あのあとすぐに別れちゃったのよ。二ノ宮くんのとこに戻もどるって言ってさ。ひとりで大丈夫だって言うから、付き添そったりはしなかったんだけど」


「え？　そうなのか？」


　近ごろの峻護が昼を過ごす場所といえば用務員室か保健室であり、それは真由もよく知っている。そういうことなら真っ先に顔を出すはずだが。


「じゃあ、月村さんは今、ひとりで校内に……？」


「そうなるかも」


　それは──まずい。手負いのガゼルがライオンの群れのど真ん中に放り込まれるようなものだ。


「すぐに探さないと……！」


「心配ないんじゃない？　ほら」言って、ぐるりと校舎全体を見回す仕し草ぐさ。「どこも騒さわぎになってないでしょ？」


　なるほど、と思う。真由が単たん独どくで校内をうろついていれば学園内がこんなに平へい穏おんなはずもない。


「それに探すにしたって学園のどこにいるかわかんないしさ。ほら、ここってけっこう広いでしょ？」


「確かに……」


「それだったらまず教室に戻ってみない？　そろそろ昼休みも終わるし、先に戻ってるかもよ？　いなければ、その時あらためて探せばいいし」


「わかった。じゃあまずは教室に──」


「ああちょっと待って。ていうか二ノ宮くんに話あったから、ちょうどよかった」


「話？」


「そ。真ま面じ目めな話、なんだけどさ」


　彼女にしては珍めずらしい、改まった口く調ちようである。


「二ノ宮くん……真由と、何かあった？」


「なにか？」


　南の島で色々あったのは確かだが、彼女の言う『何か』とはそういうことを指しているのではなさそうだ。


　少し考えてから答える、


「いや、べつに何もないけど？」


「……それはどうかな……二ノ宮くん鈍にぶいし……」


「え？」


「ううん、こっちの話」


「それで、なぜそんなことを？」


「なぜ、っていうかさ……あー、まあいいや、その話は」ひらひらと手を振り、「それからちょっと話変わるけど」


　今度は何だろう。


「一度きっちり聞いておこうと思って。あのさ、真由って、どんな子なの？」


「いや、どんな子、と言われても……」


　同どう居きよしているとはいえ出会ってからまだ間もないのだ。多くを知ることのできる状じよう況きようではない。それに真由自身があまり多くを語ろうとしない。知っていることについてもそうおいそれとは話せない。


　それでも言える範はん囲いのことをかいつまんで伝えてみるが、伝えるほどに自分がいかに彼女について無む知ちであるか自じ覚かくせざるをえなかった。


　その感想は日奈子も同様だったようだ。落らく胆たんと白はく眼がんを隠かくそうともせず、


「でもま、それも仕し方かたないか。考えてみれば二ノ宮くんだってまだ一週間ちょっとだもんね、真由と会ってから。あたしらとほとんど変わんないし」


「……月村さんはそういうことあまり話さないんだな、綾川さんにも」


「いま聞いた以上のことは、ね。『訊きいて欲ほしくないオーラ』みたいなの、わりと出してるし。無理に聞こうとはしてないんだけど」


　うーむ、と腕うで組ぐみし、難むずかしい顔をする日奈子。


「例えば、さ」


　手て探さぐりするような声調子で再び口を開く。


「あの子ってかわいいじゃん。ちょっとシャレにならないくらいにさ。あの子自身はそれを鼻にかけたりしてないし、どっちかというとそのことをコンプレックスみたいに思ってるような感じだけど、でもさ、あそこまで突つき抜ぬけちゃってるとさ、いろいろ悪わる目め立だちするわけよ、どうしたって」
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「…………」


「そういうあたしも、あんまりエラソーなこと言える立場じゃないけど」


　それだけ告げ、じっと覗のぞき込んでくる。


「例えば、そういうことなわけ」


　ん？　とでも問いたげな眼まな差ざし。


「……たぶん、わかると思う。綾川さんの言いたいこと」


「そ」


　半はん信しん半はん疑ぎのようだったが、ひとまず納なつ得とくしたようだ。


「じゃ、そろそろ戻ろっか。──ああ、それともういっこ」


　まだあるのか。


「真由って今日、どこか体調とか悪かったりする？　といっても頭痛とか腹痛とか、そういう感じじゃないんだけど」


「ああ。昨日一昨日と、ちょっと遠出していたから。その疲つかれが残ってるらしい」


「それはあたしも聞いたけど……」


「月村さんに、何か？」


「うーん……」


　再び難しい顔をする。


「あまりそういうのは口にしないタイプだからな、月村さんは。無理はしないようにって、いつも言ってはいるんだけど」


「意外とガンコだもんね、あの子ってば。……まあとにかく、ちょっと気をつけてみることにするわ、真由のこと。二ノ宮くんもお願い」


「それはもちろん──」


　と、その時。


　昼休みの終わりを告げるチャイムが間ま延のびした響ひびきで学園を満たした。





　　　　＊





　それより少しさかのぼった、神宮寺学園生徒会室。


　ＣＥＯとしての急きゆう務むを片付けた北条麗華はようやく遅おそい登校を果はたした後、今度は溜たまっている生徒会の雑ざつ務むに追われていた。


　せわしなく眼球を動かし、山のように積つまれた書類に目を通していく。短たん距きよ離り走そうのピッチで駅えき伝でんをこなすようなペースだが、読み飛ばしているわけではない。それが証しよう拠こにペンを握にぎった彼女の右手も休みなく揮ふるわれ、必要事じ項こうの追加や上じよう申しん案あんの添てん削さくを目まぐるしくこなしている。機械のような処しよ理り速そく度どであり、それでいて有ゆう機き生せい物ぶつのダイナミズムを如何いかんなく発はつ揮きした、多少の誇こ張ちようを込めていえば宗しゆう教きよう的てき忘ぼう我がの域いきに達しているような、そんな仕事ぶり。


　簡かん素そな造りの生徒会室は、その主の存そん在ざい感かんとは逆に華か美びさも豪ごう奢しやさもない。麗華の他に五人ほどの生徒会役員が詰つめ、各おの々おのの昼休みを割さいて会に奉ほう職しよくしている。


　その中のひとり、セルなし眼鏡めがねの少年が席を離はなれた。


　ファイルを片手に麗華の前に立つ。


「北条さん」


「？　なにかしら甲こう本もとさん」


　仕事の手を緩ゆるめぬまま、麗華。


「さっき北条さんから渡わたされた、秋の体育祭と文化祭の企き画かく案についてだけど」


「それがどうかしまして？」


　神宮寺学園三年生、副生徒会長の甲本陽よう一いちは、爆ばく笑しようを嚙かみ殺しているような、むずむずした顔で、


「いや、本当にこれでいくのか、って思ってさ。一応本人に確かく認にんを」


「…………？」


　片かた腕うでと頼たよる男の遠回しな言い方に不ふ審しんの目を向けつつ、その資料を受け取った。


　その場にあるすべての目が向けられる中、紙し面めんに並ぶ文字列をざっと追う。








　若わか宮みや町ちようの戦せん慄りつ！　ウェルカム死後の世界　リアルお化け屋や敷しき


　あなたを未み知ちの世界へいざなうセンス・オブ・ワンダー　世界大だい拷ごう問もん展


　合言葉は『流りゆう血けつ』！　その時あなたは伝説の生き証人となる　ザ・牙きば戦せん


　大だい顰ひん蹙しゆく！　ルール無用の泥どろ沼ぬまファイト　全生徒対たい抗こう略りやく奪だつ借り物競争








「…………なんですの、これ」


「なんですの、というか、北条さんの出した案だけど。個人的にはとても面おも白しろいと思うから、ぜひ一票入れたい」


「わたくしの案……？」


　背後に控ひかえる付き人少年を振り返り、もの問いたげな顔。


「お嬢じようさまが一昨日考えたアイデアですよ、それ。間ま違ちがいなく」


「ほんとうに？」


　目をぱちくりとさせていた麗華だが、


「──わたくしの仕事のチェックはあなたの役目でしょう。どうしてこんな案をそのまま回かい覧らんに出すのよ」


「いや、だって面白いですもん、その企画。ぼくも賛さん成せいに一票」


「……とにかく、その案は取り下げますわ。甲本さん、別の企画を考えますからその話はまた後ご日じつ」


「了りよう解かい」


『わたくし、ほんとうにこんなの考えたかしら』と呟つぶやきつつ麗華は仕事に戻り、周しゆう囲いもそれに倣ならう。


　と、ふと思い出したように、


「ところで甲本さん」


「なんだい会長」


　コホンと咳せき払ばらい、


「先日わたくしが立りつ案あんした、新しい校則についてですけど」


「学園治ち安あん維い持じ法ほう、だっけ？　著いちじるしい混こん乱らんをもたらす恐おそれのある生徒の行動を校則によって制せい限げんする、場合によっては退たい学がくもありうる、とかいう」


「ええ、それですわ。検けん討とうして頂いただけましたこと？」


「うーん、まあネーミングの微び妙みようさは措おいておくとしてもさ」


　髪かみをわしわしとかき回しながらその資料を手に取り、


「この、但ただし書きのとこだけど」


　法ほう案あん資料の備び考こう欄らんには『要注意人物の一例』とあり、続いて『以下に該がい当とうする者』という項こう目もくが並ぶ。


　一、婦ふ女じよ子したる者。一、容よう姿し優すぐれたる者。一、帰き国こく子し女じよたる者。一、みだりに異い性せいを誘ゆう惑わくする者（但ただし当人におけるその意志の有う無むは問わず）。一、一見おとなしい性向に見える者……。


「──これに該当する人物ってそんなにはいないと思うんだけど。というか俺おれに思い当たる生徒はひとりしかいないんだけど」


「そうかしら？　まあ、あなた個人の感想についてはこの際問題ではありません。昨さつ今こんこの学園の風ふう紀きが乱れつつあるのは事じ実じつであり、手て遅おくれになる前に対たい策さくを講こうじておく必要があるのです」


「まあどっちにしても、内容が内容だから。これだけ大だい規き模ぼな修しゆう正せい案あんを通そうっていうんだ、もう少し細部を詰つめる必要があるだろう。生徒総会にかけるのはもちろん、役員会に諮はかるのもまだ先のことじゃないかな」


「そう？　わたくしは今すぐ可か決けつしてもいいと思うけれど……」


「それより北条さん、さっき見てもらった今月予算の試し算さんだけど。こことここ、ハンコ押おし忘れてるよ」


「え？」


　書類を受け取って一いち瞥べつし、頰ほおに指を当てて小首をかしげ、


「本当ね……ごめんなさい、すぐに修正を、」





　ぴるるるるるるるるるる





　麗華の背後で鳴らされる、腑ふ抜ぬけた呼び出し音。


　保坂が電話に出て、すぐ、


「はーいお嬢じようさまー、おっしごっとでーす」


「……ちょっと。またですの？」


　しらけ顔の主人を気にも留とめず、


「いいえ、さっきまでのとは別口ですね。この間買ばい収しゆうしたＩＴ関連企き業ぎよう、乗り継つぎが上う手まくいってないみたいです。お嬢さまにご出しゆつ馬ば願いたいと」


「あのねえ……」


　珍めずらしくため息をつき、


「いったい何のために中ちゆう間かん管かん理り職しよくが居るのです。手に負おえそうにないからって、なんでもかんでもわたくしに任せればいいという問題ではありませんわ。あの者たち、わたくしを打ち出の小こ槌づちか何かだとでも思っているのかしら？　それともランプから煙けむりと一いつ緒しよに出てくる伝説の魔ま神じんだとでも？　保坂、あなたに任せますわ。良きように計らいなさい」


「っえー。ぼくじゃどう見ても役者不足ですよう」


「よく言いますわまったく。あなたの能力、わたくし過か小しよう評ひよう価かはしてませんわよ？」


「彼らが頼たよりにしてるのはお嬢さまです。ぼくじゃありません。それにお嬢さま、こういう時はいつもなら自分でやるじゃないですか。そうしないと気が済まないくせに」


「……ここから指示を出すだけでは足りませんの？」


「足りません。というわけで、お早く」


　その時、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。


「……仕し方かたありませんわね、まったく」


　ぶつくさ文句を垂たれながらも立ち上がる。


「車を表に回してありますから先に行っててください。ぼくもすぐに行きます」


　手をひらひらと振り、部屋を出て行く麗華。他の生徒会役員たちも一人二人とそれに続いていく。


　あとに、保坂が残った。


　それともう一人。


「残ってくれた……ってことは、俺の話を聞いてくれるつもりなんだと思うが」


「聞きますよ～」


　ほわわんとした笑え顔がおを向けてくる保坂に、眼鏡の副会長は肩かたをすくめた。


　甲本陽一。神宮寺学園副生徒会長であり、元生徒会長でもある。昨年、任にん期き半なかばにして──つまり麗華が入学してしばらくの後、その座ざを自ら進んで譲ゆずり渡わたした男だ。その際さいのコメント『俺は本来が参さん謀ぼうタイプだし、それに彼女の下についていたほうが楽できるよ』というのは掛かけ値ねなしの本ほん音ねであり、客きやつ観かん的てき事じ実じつであろう。同時に現在彼が三年生であり、別に留りゆう年ねんしているわけでもないこと──つまり二年生の時点で生徒会長に選ばれていた事実も忘れてはなるまい。


「今年の春、北条さんがああなった時は……みんなぶったまげたもんだよ」


　と、そんな話から彼は切り出した。『ああなった時』というのは無む論ろん、数か月前の入学式の際に起きた事件を指すのだろう。北条麗華が約やく束そくの少年と十年ぶりの再会を果たした、あの時のことを。


「それまではね、彼女を本気で狙ねらってる勇者も少なからずいたんだよ。勇気ある者っていうよりもまあ、ほとんど蛮ばん勇ゆうの類たぐいだと思うけど──でもあの日以来、そんな儚はかない幻げん想そうを抱いだく奴やつは一人もいなくなった。ま、当然だな。色いろ恋こい沙ざ汰たにはまったく興きよう味みを示さなかった学園のスーパーアイドルが、まさかまさかのあれだもんなあ」


　甲本が遠い目で語るのもよくわかる。ほぼ事じ情じようを把は握あくしていた保坂でさえ、あの瞬しゆん間かんの主あるじの豹ひよう変へんぶりには度ど肝ぎもを抜ぬかれたのだから。あれを見せられてもなお蛮勇を揮ふるえるのであれば、それはむしろ哀あわれというべきだろう。令嬢の心を専せん有ゆうしているのが誰であるか、それほどに一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


「代わりといっちゃなんだがファンは一気に増えたよな。あれだけ完かん璧ぺきだったお嬢さまが、まさかあそこまでボロ出すなんて誰も想像してなかったし。意い外がい性せいの勝利、ってやつかな。遠ざかりつつも身近になった、みたいな。年ねん齢れい相そう応おうの女の子っぽい感じが出始めて……」


　言って、甲本は手近な机つくえに腰こしを下ろす。瘦そう身しんで細目がちの眼鏡めがね姿。堅かた苦くるしく、とっつきにくそうな見た目だが、いったん口を開くと目もとに愛あい嬌きようある微び笑しようが浮うき、奇き妙みように人を惹ひきつける男だ。


「だけどホント、いい変化だとは思う。彼女個人としてはね。本当、いい顔するようになったよ北条さん。かくいう俺も彼女のファンだし、心から嬉うれしく思える変化だ。ただ──彼女の場合、良くも悪くも公人としての立場が大きすぎる。そしてまたそれに応こたえる能力がありすぎる。背中に乗せられた責任は十分以上に果たすことができてしまう」


　外した眼鏡を磨みがきながら、さらに語を継つぐ。


「ファンを自じ認にんする俺としてはジレンマだね。私人としての立場と公人としての立場が水と油なのは当然として、彼女の場合はその立ち位置の距きよ離り差さが極きよく端たんで、しかもどちらの彼女も魅み力りよく的てきなんだよなあ。それでまた問題なのは、彼女のファンにつく連れん中ちゆうもまた極端になりがちなことでね。特にうちの生徒会の連中なんかは困りものだな。あいつら完全に公人としての北条さんに心しん酔すいしちゃって、なおかつ頼たより切ってるから、彼女がちょっとボロを出すだけですぐに動どう揺ようしちまう。特にここ一週間くらい、彼女が輪わをかけて『普ふ通つう』になっちまってからはひどいもんだ、おたおたしちまってまあ、みっともないったら。保坂くんもさっき見てただろう、北条さんがポカやったって知った時のあいつらの顔。ついでに言えば今朝なんかもそうだ。北条さん、いつもみたいに校門のとこに立たなかっただろう？　普通に考えたらそんなのはどうってこともないんだが……でも現げん状じようじゃたったそれだけのことでも、普ふ段だんは鉄てつ壁ぺきの連れん携けいを誇ほこる生徒会が機き能のうしなくなる」
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　やれやれだ、とでも言いたげに肩かたをすくめる。


「専せん制せい君くん主しゆ制せいの宿しゆく命めい的てきな弱みだな。名めい君くんが名君でいられるうちは最良の体制だろうけど、そのトップにわずかでも綻ほころびがあればあっという間に全体が瓦が解かいしうる。そんな立場にいる北条さんにはちょっと気の毒になるんだが──まあ、彼女自身は苦労を苦労とも思っていないみたいだね。そこがまたすごいところでもあるし、ちょっと危あやういところでもあるんだが。それにこれはこの学園に限った話じゃないだろう？　彼女のもうひとつの公務の方でもおそらく似たようなことが、」


「甲本さん」


　やんわりとさえぎった。


「ここを卒業したら北ウ条チに来ませんか？　厚こう遇ぐうしますよ」


「とりあえずは進学するつもりだから。その後でも気が変わらなかったら、よろしく」


　保坂の露ろ骨こつな話題替がえにあっさり乗りつつ、


「最後にもうひとつだけ言わせてくれ。責められるようなことではもちろんないんだが、北条さんは『只ただ者ものではないオーラ』を発はつ散さんしすぎる。彼女は自分をハリネズミだなどとは感じていないかもしれないし、あるいは世界中でただ一人に寄り添そえれば足りると思っているかも知れないが──それは、彼女の可か能のう性せいをひどく狭せばめてしまう結果になるとは思わないか？」


「甲本さん」


「ん？」


「大学出たあとは北条入りですからね？」


「──大学院に進むことも考えてるんだけど？」


「ダメです。今のうちにつば付けときますから、覚かく悟ごしといてください」


「……じゃ、とりあえず仮かり予約ってことで」


　にやりと笑って見せ、甲本は自ら話を切り上げた。


　グラウンドから聞こえていた歓かん声せいは止やみ、体育に臨のぞむ生徒たちの、炎えん天てんを恨うらむ怨えん嗟さのうめき声がそれに代わっている。


（──使える男だけど、ちょっと話の長いのが欠点といえば欠点かな。わざわざ生徒会役員が雁がん首くび並べた場所でお嬢さまのミスを指し摘てきする狸たぬきっぷりとか、結けつ構こう好きだけど）


　生徒会室を辞じす後ろ姿を見送りながら心の査さ定てい帳ちようにメモをつけつつ、さらに独どく白はく。


「わかってますよ、甲本さん。お嬢さま個人のケアはぼくの役目ですからね。なんとかしますよ」





　　　　＊





　表に回してあるという専せん用よう車しやに向かい、麗華はひとり校舎を歩いている。


（それにしても、近ごろこんな呼び出しが多くなってますわね）


　もともと生徒会室のある棟むねは特別教室、それも使用頻ひん度どの低いそればかりが置かれている。予よ鈴れいが鳴った後でもあるゆえ、廊ろう下かにはひどく閑かん寂じやくな空気が満ち、彼女がリノリウムの床ゆかを蹴ける音だけが低くこだましている。


（部下はきちんと育ててきたつもりですけど──こうもわたくしに頼ってばかりでは、それも怪あやしいということかしら）


　これでは学校も満足に行けないし、二ノ宮家にいる時間も少なくなってしまう。もちろんこれは生徒会の務めやメイド仕事を十全に果たすだけの時間が取れなくなることを憂ゆう慮りよしているのであり、二ノ宮峻護と少しでも同じ時間を共有したいなどと思っているわけでは全くないのだけれど。


　その二ノ宮峻護、登校した際さいに聞いた報告では今日もロクな目をみていないようだ。クラスメイトや月村真由のシンパから新あら手ての圧あつ迫ぱくを受け、相変わらず憔しよう悴すいしているらしい。そんな峻護の現げん状じようを知っても、あの女のせいでそんな目に遭あうのはかわいそうだと同情したり、やっぱりあの小こ娘むすめは二ノ宮峻護にふさわしくないと憤ふん慨がいしたり、それよりそんな目に遭ってばかりで身体からだを壊こわしたりしないかと心配したり、一度なにか栄養のある料理でも作ってあげようかなどと気き遣づかったりすることなどは、もちろんこれっぽっちもないのだけれど、とりあえず彼女はこの状じよう況きように生徒会長権けん限げんで介かい入にゆうするつもりはない。破は天てん荒こうなほどに生徒の自由が保ほ障しようされ、それでいて不ふ思し議ぎと調ちよう和わを保っているのが神宮寺学園の校風であり、麗華はそんな雰ふん囲い気きにむしろ積極的な好意を持っている。その彼女自身が無む闇やみに矩のりを超こえるわけにはいかない。


　そして目もつ下か、彼女がもっとも問題視ししている女子生徒については、今日に限って言えばさしたる問題を起こしていないようだ。現在、二ノ宮峻護のいじりは月村真由を介さず直じかに行われている──ように見えてその実、月村真由が無む自じ覚かくに媒ばい介かいしているようなのだが、この程てい度どの事実をもって即そく、その非ひを鳴らすことは難むずかしい──


（……あら？）


　階段を下りていた麗華、ふとその音に気づいた。


　どこからか水の流れる音が聞こえてきていた。


　その細い音を彼女の意識が捉とらえたのは偶ぐう然ぜんだったろう。そもそもがひとけの少ない一角であり、この時間も近辺で授業が行われている気け配はいはない。そうでなければ見過ごしていたはずだ。


（どこからかしら）


　なんとなく気になったものの、仕事へ向かう途と中ちゆうである。すぐに止まった歩みを再開し、


（…………）


　何歩も行かないうちに方向を変えた。何か予感があったのかも知れない。


　探し回るまでもなく音源は見つかった。


　様さま々ざまな資料室が並ぶ階かい層そうにある、手洗いからであった。職員室からも教室からも遠い、おそらくは全校中で最も使われない場所のひとつであろう。


　その音から察さつするに、どうやら流しの水が出しっぱなしになっているらしい。それも水音の大きさからして、ほとんど蛇じや口ぐちを全開にして水を放ほう出しゆつしているようだ。


（誰かが蛇口を閉しめ忘れたのかしら。まったく行ぎよう儀ぎの悪い）


　嘆たん息そくしてそちらに向かううち、麗華の鼓こ膜まくはもうひとつの音を捉えた。水音の中に水音よりもさらに細い音が混まじっている。人の声──のように思えるが、それにしては何かこう、違い和わ感かんがある。


　だがそちらの音はすぐに途と絶だえ、激はげしい水音だけが近づいてくる。


　入り口の前まで来た。


　ひょい、と覗のぞいた。


　人がいた。


　女子生徒がひとり。水流迸ほとばしる蛇口に頭を突つっ込むようにして流し台の縁ふちにしなだれかかっている。急流の岩場に引っかかった枯かれ枝えだを思わせる、弱々しい格かつ好こうだ。


　よく見知った姿だった。


「……月村真由？」


　枯れ枝がはっと顔を上げた。


「麗華さん……どうして……」


　やはり、あの不ふ俱ぐ戴たい天てんの怨おん敵てきである。


「なにをやっていますの、あなた……」


　と言ったところで口をつぐむ。こちらを見上げてくる顔に生気がない。学園すべての男性が虜とりこになる大きな瞳ひとみには輝かがやきも力強さもない。麗華ですら認めざるを得ない整ととのった容よう貌ぼうは青白く色落ち、幽ゆう鬼きじみて翳かげっている。


「体調が悪いの？　あなた」


　声に若じやつ干かんの動どう揺ようが混まじるのを自じ覚かくする。


「気分が悪い？　おなかが痛むの？　それとも頭痛？──いいえ、そんなの後回しね、とにかくすぐ保健室へ」


「いえ、だいじょうぶです、もう治りました。だいじょうぶです」


　立ち上がろうとして、ふらりと足がぐらつく。


「馬ば鹿か、なにがだいじょうぶなものですか。そこで待ってなさい、すぐに人を呼」


「やめてください！」


　思わぬ大声だった。


　大人しい少女が初めて声を荒あららげる姿に麗華はたじろぐ。そしてそれは相手の方も同じだったようで、


「す、すいません、でも、ほんとうにだいじょうぶです。ちょっと疲つかれが出て気分が悪かっただけですから。もうだいじょうぶです」


「……そう」


　奇き襲しゆうを受けた驚おどろきの後にやってくるのは、御ぎよしきれないほどの苛いら立だち。


「ところで月村さん、ひとつ伺うかがいますけど」




[image: ]


「は、はい」


「あなたの家の家か訓くんには、人の善ぜん意いに怒ど声せいで応こたえるよう奨しよう励れいする項こう目もくでもあるのですか」


「え？　いえ、あの、そういうのは……」


「ないのですわね？　まあ不思議なこと。そんな不ふ条じよう理りな理由でもなければ、心配して声をかけた人間に罵ば声せいをもって報むくいることなど有あり得えないと思ってましたのに。それではわたくし、一体どんな理由でこのような無ぶ礼れいを受けたのかしら。もしよろしければ後こう学がくのため、その訳わけをお聞かせ願えませんこと？」


「すいません……」


「謝しや罪ざいの言葉を求めているのではありません。どうしてあのような行動に及およんだか、その理由を訊きいているのです」


「あの……」


「あの？」


「…………」


「──まあ驚おどろきですわ。つまりわたくしの想像を遥はるかに超こえて有り得ないことが起こったということなのですわね？　なんら正当な理由もなくあのような無礼を働いた、と。なんということかしら、わが校にこのような礼儀知らずが在ざい籍せきしていたなんて。わたくしこの学園の生徒会長として、居いたたまれない気持ちでいっぱいです」


「すいません……」


「まったく、心配などして大おお損ぞんしましたわ。このわたくしの貴き重ちような時間とカロリーの無む駄だをどう償つぐなっていただけるのです。仕事へ向かう途と中ちゆうでありながら、この学園を真しん摯しに想おもう一心でもって、わざわざ労をとってこんな場所まで見回りに来たというのに……骨ほね折おり損ぞんの無ぶ礼れい儲もうけとでも呼ぶのでしょうか、これは。第一こんな場所で何をしていたというのです。体調が悪いのなら初めから保健室に行っていれば──」


　そこまで言ってようやく思い至いたった。


　なぜ、月村真由はこんな場所にいたのだろう。


　ほとんど使われることのない、予算の無む駄だ遣づかいのような手洗い。一年生の教室がある棟とも正反対の位置だ。今は足もともしっかりしているし、血けつ色しよくが戻もどりつつあるように見えるものの──先ほどまでの様子では相当に体調が優すぐれなかったはず。なのにこんなところに、ひとりで。どうして保健室に行かなかったのか？　保健医は当然二ノ宮涼子で、この小こ娘むすめが最も頼たよりにしている人物で、むしろ真っ先に頼っていいはずの相手で──なのに、体調が悪いというのにあえてひとりでいたのはなぜ──そうか、水の音に混まじって聞こえてきた音は苦く悶もんのうめきなのか──誰かに気け取どられるリスクを承しよう知ちで水を盛せい大だいに流していたのはその音を消すため──だとしてもまだ足りない、なぜ、なぜこの小娘は──


　と、しかし思し考こうの閃ひらめきはそこまでだった。今は負ふの感情の働きの方が遥はるかに強い。不ふ可か解かいな状じよう況きように対する違い和わ感かんが釣つり上げた推すい察さつは一いつ瞬しゆんにして弾はじけ、自分でも説明がつかないほどの癇かん癪しやくが頭の中を塗ぬりつぶしていく。


「──保健室に行っていればそれで済むではありませんか。あなたにはその程度の常じよう識しきもないの？　帰国子女だそうだけど、あちらの学校には保健室が無かったとでも？　第一あなた、ここで何をしていたのか知りませんけど……いつまでそうじゃんじゃん水を出しっぱなしにしておくつもり？　水みず風ぶ呂ろにでも入ろうとしていたのかしら？　それとも校内で灌かん漑がい農業でも始めようと？」


　言われ、あわてて蛇じや口ぐちを締しめる真由。


「ふん、水道代だってタダではないのです。仮にタダだったとしても、水みず資し源げんを浪ろう費ひすることに何の痛つう痒ようも感じないというのですか、あなたは。これはお茶ちや碗わんのご飯はん粒つぶを残してはいけないのと同じことであり、つまるところあなたには物を大切にする真心が欠けているのですわ。人間としてのレベルが低いと言わざるを得ませんわね」


　言い過すぎている、という自覚はあった。敵は持てる力のすべてで以もって速すみやかに排はい除じよすべきとはいえ、相手はいわば手負いである。そのうえ謝しや罪ざいも反省もし、しかも抵てい抗こうの意志はない。これを一方的に攻こう撃げきするなど、とうてい麗華の趣しゆ味みではなかった。


　なのに、自分でも驚おどろくほど歯は止どめが利きかない。


「その程度のモラルで二ノ宮家の家事をやろうとしてるのですからちゃんちゃらおかしいですわ。それもメイドであるこのわたくしを差し置いて。もちろんあの家でメイドなど務めるのはわたくしの本意ではないし、機き会かいがあればいつでも出て行くつもりですが、当分の間あそこで暮らさねばならないのはやむなき事実。となればわたくし自身がより良い生活を送るためにも、このような粗そ忽こつ者ものたるあなたには今後どんな仕事も任せられない──そういうことになりますわね？」


「ごめん、なさい……」


「謝罪など聞きたくないと言っているでしょう。まったく、何度同じことを言わせるのですか。やはりあなた、どうにもなりませんわね。男性恐きよう怖ふ症しようだか何だか存じませんが、あなたという人間の存在は不ふ都つ合ごうで未み熟じゆくで救いがないのです。何を成すこともできはしません。あなたに振ふり回されている二ノ宮峻護もさぞいい迷めい惑わくでしょうね、見込みもない男性恐怖症克こく服ふくプランとやらに付き合わされて。もちろん、わたくしがあの男に同情する義理などどこにもありませんが、今回に限ってはそれもやぶさかではありません。場合によっては、もちろん極きわめて不ふ本ほん意いではありますが、あの男と手を組んで状況の打だ破はのために共きよう闘とうするという選せん択たく肢しもあながちありえない選択肢とも言い切れませんわね。そうすることがわたくしの生活空間の秩ちつ序じよを護まもる近道だと──」


　野の放ほう図ずに回転していた舌したがそこで止まった。


　月村真由の、丸めた紙を広げたみたいなくしゃくしゃの顔。


　血の気がなくなるほどくちびるを嚙かみ、今にも泣き出しそうな──


「……授業、出なくちゃ。すいませんでした麗華さん、また、あとで」


　そう声を絞しぼり出すや長ちよう髪はつを翻ひるがえし、駆かけ去るようにしてその場から消えた。


　声をかける間もない。黙だまって見送るしかなかった。


　閑かん散さんとした、まるで無人の廃はい墟きよででもあるかのような空気が、たちまち麗華を包つつみ込む。


（なぜ──）


　と思う。


　どうしてこんな気分にならなければいけないのか。


　こんな、まるで雨に濡ぬれた宿やど無なしの仔こ犬いぬに石を投げているみたいな気分に。


　多少口が過ぎたことはあったかもしれない。重じゆう箱ばこの隅すみをつつくようなことも言いはした。そういう自覚もあった。でもそれにしたって、吐はいた言葉の多くは正せい論ろんであったはずではないか。なのにどうしてこんな嫌いやな気持ちになる？


　もちろん悪いのは月村真由だ。ぜんぶあの小娘が悪い。あんな顔をしたりせず、いつものようにぺこぺこ頭を下げて終わればそれで済むではないか。でなければ口ごたえのひとつもすればいいのだ。無む茶ちやな言い分を交ぜていたことはこちらも承しよう知ちしているのだから。


　本当に腹が立つ。結局、あの女がどこで何をしたってこちらの気分を害がいする結果になるのだ。まさしく天敵以外の何者でもない。今日だってこんな場所で鉢はち合あわせるし──


「まったくなんですの、あんな、『自分だけが不幸』みたいな顔してッ！……あら？」


　あるものが目にとまった。


　やり場のない怒いかりをひとまず納おさめ、そちらに意い識しきを向ける。


　流し台。ついさっきまで月村真由が寄りかかっていた。


「…………？」


　ステンレス製せいの、無ぶ骨こつな流しである。飾かざり気のない実用一点張ばりの設せつ備びだが、無骨なだけに頑がん丈じようさは折り紙つき……の、はずだ。


　それが凹へこんでいる。べっこりと。まるでアルミ缶かんでも潰つぶしたかのように。


　しかもこれは──この、深くひしゃげた箇か所しよにずらりと並んだ、銃じゆう痕こんのような形は──





　ぴるるるるるるるるるる





　懐ふところに納めた直通の携けい帯たいから、慌あわただしい呼び出し音。


　怒ど気きも疑ぎ念ねんも瞬時に消し飛ぶ。ようやく自分の置かれた状況を思い出した。


　そう、今は仕事へ向かう途中。


　相手を確かく認にんしてから電話に出る、


「保坂？　ええ今そちらに向かってるわ──わかっています、すぐに──ああもう五う月る蠅さいわねッ、小こ言ごとなど聞きたくありません、すぐに行くからもう少し──」





　……こうして彼女もまた足早に、忌いま々いましい場所を後にする。


　矢や継つぎ早に仕事の指し示じを出していく中、流し台のひしゃげた部分が『まるで素す手でで握にぎりつぶした跡あとのように見えた』という錯さつ覚かくは、ほどなく意識の片かた隅すみに追いやられ、その後も立て続けに入力される情報の海にやがて埋うもれていった。




其の三　血がのぼる血がさわぐ







　坂と小こ路みちの町・若わか宮みや町ちようは、早はや夕ゆう闇やみの色に沈しずもうとしている。


　群ぐん青じようと共に天へと昇しよう華かしていく、昼間の熱ねつ気き。それに誘さそわれるようにして空にはひとつ、またひとつと星が顔を出し、地の家々には温かな明かりが灯ともり始める。耳を澄すませば夕ゆう餉げの支し度たくをするどこかやさしい音と、あちこちの草地から夜の始まりを歌う虫の音が、和をなしてひとつの合がつ奏そうを謳うたい上げるのが聞こえてくる。


　鳥たちは隊たい列れつを組んで茜あかね空ぞらを行き、帰き路ろにつく人々は細く入り組んだ道を急ぐ。


　そして暮色に滲にじんだ一台の小型車もまた、出力不足のエンジンをどやしつけながら急坂をよじ登りつつあった。


「保ほ坂さか」


　使い込んだエンジンの振しん動どうに揺ゆられつつ、麗れい華かは下げ僕ぼくへ問いかける。


「わたくし、確かにもっと小さな車にしなさいとは言いました」


「はい、ぼくも確かに聞きました」


　にこにこ同意する保坂に白い目を向け、さらに訊きく。


「ですが、ひとくちに小さい車と言ったって選せん択たく肢しはいくらでもあるでしょう。どうしてわざわざこういう車を選えらぶのです」


　小ぢんまりした後部座ざ席せきで、文字通り肩かた身みの狭せまい思いをしつつぼやく。


「そうは言いますけどお嬢じようさま。この車、某ぼう国こくで半世紀近くも作られ続けた伝統ある大たい衆しゆう車しやですよ。北ほう条じよう家けの格式と比べても決して見み劣おとりしない名作です」


「否ひ定ていはしませんが、あなたの選択にはどうして中ちゆう庸ようというものがないのです。この車、ほとんど解かい体たい工場行き寸すん前ぜんじゃないの。おしりは痛いし肩かたは凝こるし──それにいつタイヤが外れてエンジンが火を噴ふくか、気が気じゃありませんわ」


「実用性より骨こつ董とう品ひんとしての価か値ちを重じゆう視ししました。ぼく的にこのあたりがギリギリの妥だ協きよう点てんです。ほら、クーラーもついてないんですよ、この車」


「……そう。よかったわね」


　それ以上は追つい及きゆうせず話題を変える。


「それにしても今日は緊きん急きゆうの仕事が多かったですわね。それもわたくしが出で張ばる必要があったとは思えないものがほとんど……コンツェルン傘さん下か企き業ぎようの業ぎよう績せきは押おしなべて順じゆん風ぷうですし、皆みなに甘あまえや油ゆ断だんが出始めているということでしょうか。少し前まではこんなこと滅めつ多たになかったのですけど──」


「トップの心の揺れはダイレクトに下へ伝わる、ってことですよ。トップに求心力があればあるほどその傾けい向こうは顕けん著ちよです」


「心の揺れ、とはどういうことです」


「さあ？」


　保坂、にこにこしたまま応こたえない。


　ふん、と鼻を鳴ならし、麗華はそっぽを向いた。


　最後の坂をエンスト寸前の勢いきおいで上り、二にノの宮みや家の敷しき地ちに入った。


　メイド姿すがたの麗れい人じんはスクラップ同然のオンボロから颯さつ爽そうと降り立ち、懐ふところから手て鏡かがみを出して身だしなみの最終チェック。


　軽く呼こ吸きゆうを整える。


　この先は彼女にとってあらゆる意味での戦場である。一寸先にどんな試し練れんが待ち構えているか、知れたものではないのだ。


「──行きますわよ、北条麗華」


　己おのれに言い聞かせ、昂こう然ぜんと胸を張はりつつ玄げん関かんを開けた。


　二ノ宮峻しゆん護ごが月つき村むら真ま由ゆを押し倒たおしていた。


「…………」


　玄関を入ったすぐそこのホールで。堂どう々どうと。人目も憚はばからず。誇ほこり高き北条家の唯ゆい一いつの直系である北条麗華の前で。


「…………あ」


　不ふ埒らち者もの二人がこちらを振ふり向き、ぎくっとした顔のまま固まった。


　三人の目が、合う。


「──お、落ち着いてください北条先せん輩ぱい、こ、これはその、例の特とつ訓くんで、いえ、その特訓も本来は一時中ちゆう断だんで、先輩との話し合いの末に今後のことは決めようって話に落ち着いたのは重じゆう々じゆう承しよう知ちしてるんですが、ほら、状じよう況きようを見ての通りこれはやむを得ないことでっ」


「…………」


　問もん答どう無む用ようだった。


　無言のままずかずかと歩み寄り、今日こそは容よう赦しやない制せい裁さいを加えてやろうとして、


「カット！　カ───ット！」


　鋭するどい叱しつ声せいが麗華の身をすくませた。


「まったくもう……せっかくいいところだったのに邪じや魔まをして。相変わらずの粗そ忽こつ者ものねえ、麗華ちゃんは」


「同意だな。君もこの家のメイドであるからにはもう少し邸てい内ないの機き微びに気を配ってはどうかね。こうたびたび水を差されては興きようざめも甚はなはだしい」


　声の方を振り向く。頭に血が上って見落としていたが、その場にはもう二人、おなじみの顔ぶれもあった。反則者ジヨーカー・二ノ宮涼りよう子こと月村美み樹き彦ひこ。


「……あなたたち、これはどういうことかキチンと説明していただきますわよ？」


「どういうことかも何も、ねえ」耳にしただけで心しん臓ぞうが潰つぶれそうな麗華の低声にも、この家の主人は涼すずしい顔。「いつもの特訓だけど？　それがどうかした？」


　二ノ宮家特とく措そ法ほうにはこうある。


　いわく、『二ノ宮峻護ト月村真由ハ、男女ノ関係ヲ宜よろシク演習ス可べシ』。


　──要するに男女のことを実際に演じてみせることで、男性恐きよう怖ふ症しようの改かい善ぜんを図はかろうというものである。


「……………………」


　すーはーすーはーと深しん呼こ吸きゆうを繰くり返し、かろうじて暴ぼう発はつを抑おさえてから、


「──いろいろ言いたいことはありますが、順じゆん序じよよくいきましょう。まずはそこの二人」


　居い心ごこ地ち悪げに床ゆかに正座している峻護と真由を指差す。


「なぜ今もなお、論ろんずるに足りない特訓とやらを続けているのです。そもそもこの件の解かい決けつは当とう事じ者しや同士にゆだねるという言げん質ちをあなた方から得え、そしてわたくしは昨さく晩ばんの時点でこの二人に申し付けたのです。この件は一時保ほ留りゆうとしますが、それはあくまで一時的なものであり、勝手な再さい開かいは許さないと。──あなた方は自らの言を違たがえ、その上このわたくしの最大限の譲じよう歩ほをも軽かろんじるというのですか」


「うーん……残念だけど麗華ちゃん、あなたがいま主しゆ張ちようした前ぜん提ていに重大な錯さく誤ごがあるわ」


　ちっちっちと指を振り、涼子。


「あなたが言ってるのはあくまで昨日までの話。この件に関するあらゆる権けん限げんを全面的に委い任にんしたわけじゃないんだから。昨日のことは昨日のこと、今日は今日の風が吹ふく。それが二ノ宮家のルールよ」


「もっとも、君たちに一定の決けつ議ぎ権けんがあることについては今もこれを保証しよう」と、さらに美樹彦。「君たち三人が納なつ得とくする結けつ論ろんが出せたというのならそれを報告してくれたまえ。尊そん重ちようする。ただしそれが決まるまでは従じゆう来らいどおり、この件についての裁さい量りようは僕と涼子くんが請うけ負おう。理り解かいしてもらえたかな」


「…………」


　麗華は、よく耐たえた。


　すーはーすーはーすーはーすーはーと深呼吸を繰り返し、眉み間けんを揉もみほぐしてから、


「──ではもうひとつお訊ききします。その特訓とやらに立ち会っていたあなたたちは、いったいそこで何をしていたのです」


「何って──見ての通りだけど？　ねえ、美樹彦」


「うむ、見ての通りだな。そんな一いち目もく瞭りよう然ぜんのことをわざわざ訊たずねるということは麗華くん、ひょっとして君は視し力りよくに重大な問題でも抱かかえているのかね？　僕はいい眼科を知っている、なんなら紹しよう介かい状じようを書いてもいいが」


「わたくしの視力は極きわめて正常ですが、いま目の前で見せられている光こう景けいを前にすればそれも疑うたがわしくなってきますわね。──それではもっと具ぐ体たい的てきに訊きましょう。あなたたちがその手にもっているのは一体なんなのです」


「これ？」と涼子は右手を掲かかげ、「デジカメだけど？　コンパクトで多た機き能のうでなおかつハイスペック。いい画えが撮とれるわよ？」


「僕のこれは集しゆう音おんマイクだな」と美樹彦も手にしている物を示し、「市し販はん計画のない試し作さく品ひんをちょっと借りてきたものでね。先せん端たん技ぎ術じゆつの粋すいを集めているだけに性能は文もん句くなしだ」


　深呼吸、


「──それで？　そんなものを使ってあなたたちは何をしていたというのです？」


「変なことを訊く子ねえ。デジカメと集音マイクを持ってどじょう掬すくいでもやると思う？　真由ちゃんの特訓の様子を余あまさず記録していたに決まってるじゃない」


「その通り。これは今後、男性恐怖症克こく服ふくプログラムの内容を調ちよう整せいしていくためにも必ひつ須すの行こう為いだ。別にこのデータによからぬ編へん集しゆうを加え、不ふ埒らちな映像を組み上げようというわけではないよ。うむ、決して」


　ドガッ！　


　と、これは麗華が手近にあった壁かべを殴なぐりつけた音。


　怒ど髪はつ天てんをつく形ぎよう相そうで、


「何か申し開きがあるというなら今のうちに聞いておきますわよ？」


「うーん……時々あなたはおかしなことを言うわねえ。わたしたちは決まりごとに従したがって、真由ちゃんのために最さい善ぜんを尽つくしてるだけなんだけど。そんなに怒おこらなくったって、ちゃんと後であなたにも見せてあげるわよ？」


「ではこの上なく単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げます！　いいからさっさとアホったれた真ま似ねをやめなさい！　今すぐ！　そして永久に！」


「ははあん……わかったぞ。つまり君は我々の書いた台本が気に入らないというのだな。むう、しかし困ったな、これでも自信作のつもりだったのだが──おおそうだ、それでは麗華くん、君がシナリオを書いてみてはどうかね？　うむ、ここまで手て厚あつい待たい遇ぐうをもってすれば君も文句はあるまい？」


「こっ、このおたんちんども、ひっ、ひとの話、聞き、さっき、から、なん、ども、」


　怒いかりのあまり呂ろ律れつが回ってない。


「……ねえ、美樹彦」


「うむ」


「なんだか麗華ちゃん、ほんとに怒ってるみたい」


「いわゆる逆ギレというやつだな。昨さつ今こんの若者にも困ったものだ」


「わたし悲しいわ。麗華ちゃんがわたしたちの努力を無む駄だにしようというの」


「おお涼子くん、君の悲ひ哀あいに僕は多大なシンパシーを覚えるぞ」


　よよよとくずおれる涼子と、両手を広げて天を仰あおぐ美樹彦。


　三さん文もん芝しば居い以下の茶ちや番ばんを始めるおたんちん二人に、


「い、い、か、ら！　その撮さつ影えいを中止するのかどうか、はっきりなさい！」


「中止、というか、なんだか興きようざめしちゃったわね……」


「ああ、ほんとうにそうだ。麗華くんはことあるごとに我われ々われの熱意を砕くだこうとする。僕はもう疲つかれてしまったよ……」


　しょんぼりしている。


　そして、ここまでもったいぶった涼子がようやく切り札ジヨーカーを切った。


「ああ、どうしてなのかしら。写真の中のあなたはこんなに可愛かわいい顔をしてるのに！」


　大げさな仕し草ぐさで涼子が懐ふところから取り出したものを見て、麗華は目を剝むいた。


「そっ、その写真は！　あっ、あなた、まっ、まだそれを引ひっ張ぱるおつもりなのッ？」


「ああ、悲しみのあまり、めまいが」


　悲鳴を聞き流し、わざとらしい動作でふらふらとよろめきつつ写真を手放した。


　麗華にとって最も見られたくない恥ち部ぶが木の葉のように軽やかに舞まい、最も見られたくない人物たちのもとへ測はかったかのように──


「いやあああああああああああああああ！」


　ゴキブリに飛びつく猫ねこのような動きで危き険けん物ぶつをキャッチ。


　写真の正体を知れる位置にいた峻護と真由を『フーッ！』と威い嚇かくしてから、


「こっ、この冷血女！　あなたには人の情けというものが、」


　涙なみだながらに睨にらみつけた瞳ひとみが再び凍こおりつく。


　にやにやしながら涼子が再び懐から取り出したものは──


「ああ、持病の貧ひん血けつがこんな時に」


　わざとらしい動作でふらふらとよろめきつつ、二枚目の写真を手放そうと、


「だめえええええええええええええええ！」


　その前に必死の形相でしがみ付いた。


「この人でなし！　あなたの血は何色ですか！　こんな、人の弱みを弄もてあそんで、」


　なおも難なん詰きつしようとしたその表情が、あるものに気づいて蒼そう白はくになった。


　月村美樹彦が。


　懐から取り出した四角い紙質のものをにやにやしながら見せびらかし、


「おっといけない、持病の腸ちよう捻ねん転てんで意識が霞かすんで」


　人体工学的に極きわめて不自然な挙きよ動どうでふらふらとよろめいた。


「やめてええええええええええええええ！」


　……二ノ宮涼子と月村美樹彦に逆さからった者の末まつ路ろはかくの如ごとし。さすがの北条麗華もこうなっては観かん念ねんせざるを得なかった。


「わかったわよっ、わたくしが悪かったですわよこの鬼おに畜ちく生しようども！」


「あら、わかってもらえたのね？」


「ええ、もうイヤっていうほどわかりましたわ、あなた方にはどんな話も通じないという見下げ果てた事実が！　もう勝手になさい、これ以上わたくしは関かん知ちいたしません！」


「なあんだ。やっぱりあなた、ちっともわかってないじゃない」


　舌したなめずりをする。麗華の背せ筋すじに悪お寒かんが走った。


「なっ、なに？」


「信しん賞しよう必ひつ罰ばつこそが二ノ宮家における至し高こうの掟おきてであり、ひとつ屋根の下に暮らす他人同士の絆きずなを繫つなぐ最良の法。粗そ相そうをした子に対しては、きちんとお仕し置おきをしないとねえ」


　涼子の瞳が見み慣なれた光を放っている。妖あやしく艶つやっぽい、狩かりゆう人どの光を。


「──ちょ、な、なにをする気？」


「あら、それをわたしの口から言わせるつもり？　あなたってやっぱりドＳなのねえ」


「や、やめて、近寄らないでっ」


　あとじさる。その分だけ近づいてくる。


　南の島の露ろ天てん風ぶ呂ろでの惨さん劇げき──この家の女おんな主あるじの性せい癖へきと業わざ師しぶりを身をもって知らされて以来、麗華には涼子に対する強きよう烈れつな苦手意識が植え付けられている。足がすくんで自由にならない。


「あの時よりも、もっとイイコトして、あ、げ、る」


　にまあ、と笑いかけてきた。「ひっ──！」このままでは本気でヤられる。その危き機き感かんが麗華のくびきを解とき放った。


　身を翻ひるがえし、地の果てまでも逃にげてやろうとして、


「…………！」


　保坂が退たい路ろを断たっていた。


「な、なにしてるのこのばかおどきなさい！　主人の危機に何をして、」


「ごめんなさいお嬢じようさま、涼子さんから『逃がすな』っていうアイコンタクトがありまして。あきらめてください」


「う、裏切り者！　あなた、これまで受けてきた恩おんを仇あだで返すつもりなのッ？」


「お嬢さま、命の危険はありませんからどうか堪こらえて……」


「あんな破は廉れん恥ちな目にまた遭あうくらいなら死んだ方がマシです！」


「まあまあ麗華ちゃん、そう言わず」


　背後から迫せまった涼子がやさしく、それでいて万まん力りきみたいな力で獲え物ものを拘こう束そくした。


　ゲームオーバー。


「自じ害がいするのは天国に行ってからでも遅おそくないと思うわ麗華ちゃん。死ぬ前に彼ひ岸がんを見せてあげるっていうんだから、なかなか乙おつなものでしょ？」


「なにが乙なものですかこの無ぶ礼れい者もの！　わたくしに何かしたら承しよう知ちしませんわよっ。この、放しなさい！　放してっ！」


「だーめ。ささ、おとなしく寝しん室しつまで来て頂ちよう戴だいね。暴れれば暴れるほどおしおきの責めは過か激げきになるわよお。それとも何？　わざと暴れてもっともっとイイコトしてもらおうとしてるわけ？　まあ大変、麗華ちゃんって実はＭだったのかしら。その方がうれしいかも」


「──っ！　ちょっと保坂！　あなたいいかげんにしなさいよっ！　冗じよう談だんはやめて早く助けないと後でひどいわよっ！」


「お嬢さま。ぼくもこの家の住人である以上、この人たちに逆らえないんです。お嬢さまの付き人として痛つう恨こんの極きわみですが……」


「あなたそう言いながら目が笑ってるじゃないのッ！　覚えてなさいよ保坂、ぜったい後でものすごい目に遭あわせてやりますからねッ！」


「はっはっは、相変わらず麗華くんは元気がいいなあ。大変結けつ構こうなことである。おおそうだ、麗華くんと涼子くんのあられもない姿、その撮影は僕が担当しようではないか。任せたまえ、今年の映画賞を総そうなめできる映像を必ずや激げき撮さつしてみせよう」


「あ、じゃあぼくがマイクを持ちますよ。だってぼく、お嬢さまの付き人だし」


「うむ、君に託たくそう。この機き会かいを逃のがさず傑けつ作さくを物し、ともに映画界の新星として燦さん然ぜんと輝かがやこうではないか！」


「こっ、この底なし馬ば鹿かども──もっ、もうイヤですわたくしこんな家！　実家に帰らせていただきますからお願いだから放して！　はーなーしーてえええええぇぇぇぇ……！」





　……死地へ引きずられてゆく令れい嬢じようメイドを、峻護は成なす術すべもなく見送った。こうなってはもう誰にも止められない。本気で凹へこんでしまうことのないよう、祈いのるしかない。まあ姉にしろ美樹彦にしろ保坂にしろ、そのあたりはちゃんと心得ている連中ではあるが。


（しかし先せん輩ぱいも懲こりないひとだなあ……）


　懲りない、というより、これも化物ジヨーカーたちが発する一種の神じん通つう力りきなのだろうか。あの連中を相手にすると、北条麗華ほどの傑けつ物ぶつですら調子を狂くるわせてしまうようだ。


（助け舟ぶねを出すチャンスもなかったわけじゃないけど……）


　本来冷れい静せい沈ちん着ちやくな麗華が、チラつかせられるだけで身も世もなく騒さわぎ出すあの写真。あれに写っているものの種たね明あかしをとっくにされてしまっていることを、ちゃんと伝えておくべきだろうか。だが見られてもいないうちからあれだけ取り乱すのだ、その情報を伝えるのはかなり躊躇ためらわれる。知っていることを知らないで済ませられるなら、それに越こしたことはないとも思えた。


（それにしてもおれ、いったい何をやってるんだろうな……）


　あらためて己おのれの越し方行く末に思いを馳はせると、大いに嘆たん息そくせざるを得ない。


　必要に迫られていることとはいえ、月村さんと毎日きわどいことばかりして。北条先輩の言じゃないけどそれがどこまで効果のあることかわからなくて、道のりが険しいことはもちろん、ゴールがほんとうにあるのかどうかすらもわからなくて。そしてその先輩はひょっとしたらあの約束の少女かもしれなくて──ああ、また深みに嵌はまろうとしている。こんな、出しゆつ題だい意い図と自体がねじれ曲がっているような問題、考えたところでそう簡かん単たんに結論の出ることではないのに──


　そうとわかっていながら、峻護は思考ループの沼どろ底ぬまへ沈しずみ込みつつある。自らの保護対たい象しよう者しやが不安に揺ゆれる瞳で見上げていることには気づかない。


　その真由がおずおずと口を開いた。


「……すごいひとですよね、麗華さんって」


「ん？　ああ、そう、そうだな。あのひとは本当に大したものだと思う」唐とう突とつともいうべき発言にも、峻護はそれと気づかない。「でもちょっと前まではもっとすごかったらしいよ。すごかった、って言われても、さっきみたいにいいように弄ばれてるところを見るとちょっと想像つかないけど」


「わたし、すごくうらやましく思ってるんです」


「うらやましい？」


「きれいで、みんなに慕したわれてて、頭もよくて、とても強くて……あのひとが持っているものは、わたしにはないものばかりで。それにたぶん、わたしには一生届とどかないものばかりで。なんだか世の中不公平だなって、自分でも情けないと思うんですけど、そんな風に考えちゃいます」


「そう──だろうか」


「そうですよ」


　力なく微笑ほほえみ、


「──やっぱり無む理り、ですよね。わたしがあのひとに勝てるわけ、ないですよね」


「いや、それは了りよう見けんが違ちがう」


　そこはすぐさま断だんじた。


「そもそも勝つ必要なんてないんだ。月村さんは北条先輩と自分を比くらべて落ち込んでいるのかもしれないけど、それはちょっと後ろ向きすぎる。傍そばに凄すごいひとがいるんだから、むしろ先輩を師し匠しようだと思って積せつ極きよく的てきに学べばいい。すごさを学べる機会がいくらでもあるんだって考えれば、今の状じよう況きようだって捨てたものじゃないだろ？」


　本ほん音ねである。


「だいたいそんなこと言ったらおれなんてどうなるんだ。姉さんやら美樹彦さんやらに囲まれて、いつもどやされてばかりで。月村さんみたいにがんばってるひとにそんなこと言われたら、おれの立場がないよ」


　肩かたをすくめてみせると、真由もぎこちないながら笑えみを返し、


「そうですよね、わたしってなんだか弱音ばかり吐はいてますよね。そういうのは直さなくちゃと思ってるのに、思うばっかりでいつもいつも直せなくて、今だって──」


「ほら。それも弱音だろう？」


「……そうですね。ほんとうに、そのとおりです」


　ぽかりと自分の頭を叩たたき、さっきよりは少しだけ笑顔らしい笑顔になって、


「わたし、がんばりますから、特訓。せっかくこの国に戻もどってきて、この家に居い候そうろうまでして、たくさんの人に迷めい惑わくをかけて、そうやって続けさせてもらってることですから。ぜったい、恐きよう怖ふ症しようをなおしますから。どんなことをしてもなおしますから、だから──」


「うん、そうだな。がんばろう」


　もちろんそのための努力を惜おしむつもりはない。それはあの日、あの浜辺で自らに誓ちかったことだ。


　誓いは、果たさねばならない。二ノ宮峻護は男の端はしくれであり、その誓いが軽いものであってはならない。まして相手は月村真由、小さい頃ころからの男性恐怖症でずっと不自由してきた少女──好きだった少年の精気を吸すい尽つくして死に至らしめ、自らの記き憶おくまで塗ぬり替かえざるを得ないほどの心の傷を背負った少女だ。そんな彼女の傍にいて何もしてやれないのであれば──まして唯ゆい一いつ彼女の力になってやれるかもしれない自分が何ら救いを与あたえてやれないのであれば。それは、男ではない。それでは男である意味がない。


　でも──ああ、また考え始めている──だったら北条先輩のことはどうなるんだ。十年間、ずっとおれを待ち続けてくれたあのひとは──いや、もちろんそうだと決まったわけではない、でも本当だとして、だったらどの面つらさげてあの人と話せばいい。おれがあのひとにしてきた仕し打うちは、とてもじゃないが許されるものじゃないだろう。もし先輩がおれを許してくれたって、おれ自身がおれを許せない。


　それに、そういう問題を全部乗り越えて十年前の誓いを果たしたとして。じゃあ月村さんのことはどうなるんだ。いくら男性恐怖症克こく服ふくという建たて前まえがあるにしたって、あるいは姉さんや美樹彦さんの圧あつ力りよくがあるにしたって、何の感情も抱いだいてない女性を相手にこんなきわどい行こう為いを甘あまんじて続ける、そんな節せつ操そうのない男なのか、おれは。否いな、それは断だんじて否だ。じゃあどうする。おれは何を、誰を選べばいい。いやそもそも選ばなければならないのか、選びようがないものを天てん秤びんにかけろというのか──





　……もともとが素す直なおで、表裏がない峻護である。葛かつ藤とうに揺れる内心が如によ実じつに表情に浮うき出て、その眉み目けんを険しくしている。


　そんな横顔を、こちらもまた噓うその不ふ得え手てな少女が、曇くもりがちな眼まな差ざしで見守っている。





　　　　＊





　足先から、ゆっくりと。


　麗華は熱いお湯ゆの中に沈しずみこんでいく。


　わずかに肌はだを刺さすぴりぴりした刺し激げき。まさか天てん然ねんの温泉ではなかろうが、やや白はく濁だくしたお湯の中に、一日の疲つかれが心ここ地ちよく溶とけ出していくのがわかる。その悦えつ楽らくに思わず漏もれる吐と息いきは普ふ段だんの苛か烈れつな印いん象しように似ず、思いのほか可愛かわいらしい。


　二ノ宮家の、麗華ですら目を見み張はるほど造りのいい浴よく室しつである。削けずり出した木の香かおりもまだ初うい々ういしいヒノキ風ぶ呂ろ。この国の伝でん統とう美びを余あますところなく表現し、なおかつあくまでモダンたることをやめない、ある種の到とう達たつ点てんを示すデザイン。ほんと、北条の本家にもひとつ欲ほしいくらいですわ──としみじみ思う麗華だが、この浴室の設せつ計けいを担になったのが二ノ宮家の女主人であることを思い出し、顔をしかめた。


　それにしてもまったく、あの二ノ宮涼子はとんでもないスキモノ百ゆ合り女おんなであると断だん言げんせざるを得ない。今のところ最後の一線だけはかろうじて超こえずに逃のがれているが、それも大した慰なぐさめにはならなかった。すでに貞てい操そう以外は残らず蹂じゆう躙りんされたと言ってよく、隅すみ々ずみまで発はつ掘くつされたり、あるいは言葉で嬲なぶられたり──いや、よそう。せっかく気分よく身体からだと心をほぐしているのだ。花はな街まちに俗ぞく世せのあくを持ち込むがごとき無ぶ粋すいは、良家の令れい嬢じようの採とらざるところである。


　広い浴室を緩ゆるやかにたゆたう湯ゆ煙けむりをぼんやり見上げる。


　今日もクタクタだった。仕事から帰ってくればすぐに破は廉れん恥ち女の相手をさせられ、そのあとは折せつ檻かんの一いつ環かんと称しようして山ほどの家か事じを押おし付けられ──それを息も絶たえ絶だえに済ませた今、ようやく訪おとずれた憩いこいの時を満まん喫きつしているのである。


　ふう、と再度吐と息いきし、片手でゆっくりお湯を攪かく拌はんする。


　その動きのまま自分の身体をなぞってみる。


　そう捨てたものではないはずだ、と思う。細身ながら均きん整せいは取れているし、シミはおろかホクロひとつ探すのも苦労するような白くて滑なめらかな肌は、触ふれているだけで幸せな気分になれそうだし……中等部までは女子校育ちだったこともあり、実のところこれまでいわゆる『告白』というものをされたことがないのだけど、それでも自分の容よう姿しは異い性せいの気を引くに足るもののはずだ。保坂もそう言うし、少しは自じ負ふもある。


　だけどそれも、二ノ宮峻護に対してはあまり効こう果かを発はつ揮きしていないように思える。仕事仕事で家を空けてばかりだから同じ時間を共きよう有ゆうすることは多くないけれど、それでもひとつ屋根の下に暮らしているのだ。普ふ通つうならもっとこう、なにか色々あってもいいというか許きよ容ようできなくもないというか。もちろんそれを期待しているなどということは、物理法則が捻ねじ曲がったとしてもありえない話だけど。


　そうね、例えば──と麗華は想像を広げてみる。いつも自分に反はん抗こう的てきな態たい度どを取るあの男を、わたくしのこの魅み力りよくで虜とりこにして、思うがままにするとか。……でもよくよく考えたらあの男にそういう姿は似に合あわないですわね。というより似合ってもらっては困ります。ですからそうね、もう少し手て加か減げんしてあげて──そう、最初はわたくしの付き人見習いにするのがいいでしょう。べつに厳きびしく仕し込こむ必要はありません、仕事とか何もしなくていいから、ただずっとわたくしの傍にいてくれればそれでよくて──って、そんなはずありますかっ！　あんな男に四し六ろく時じ中ちゆうくっつかれているなんてこと、考えただけで──考えただけで──


　ぶくぶくぶくぶく、と。


　麗華の顔が湯面の下に沈んでいく。まだのぼせるほど湯には浸つかってないだろうに、完かん熟じゆくトマトのように赤くなって。もちろんこれは、二ノ宮峻護などという忌いま々いましい男の姿がコンマ一秒でも自分の脳のう内ないに投とう影えいされてしまったことへの怒いかりがそうさせたのである。それ以外にどんな理由もありえない。


　でも──と、少し冷静になって考える。


　結局のところ、いかに想像や空くう想そうや妄もう想そうを働かせようと、無む意い味みだ。


　あの男の傍には、麗華ではない別の人間がいる。


　あの男がいつも隣となりにいるのは月村真由。あの男がいつも肩かたを持つのは月村真由。あの男がやさしいことをするのはいつも月村真由。真由、真由、月村真由ばかり。


　そしてあの男が好きな相手もきっと──


（……言うまでもなく！）


　あわてていつもの呪じゆ文もんを唱となえる。──わたくしはあの男を利用したのであって、あんな男はしょせん踏ふみ台でしかなくて、だから今も昔もあんな男は睫まつ毛げの一本ほども眼がん中ちゆうにないのだけど！　それは確かに、顔はそこそこだし、背もまあまあ高いし、細身に見えて脱ぬぐとけっこう筋きん肉にく質しつだし、無ぶ愛あい想そうだけど真まっ直すぐで曲がったことが嫌きらいだし、割わりとモテるくせにチャラチャラしたりしないけど、でも！　だからといってこのわたくし、神じん宮ぐう寺じ学園の生徒会長であり北条コンツェルンの次じ期き総そう帥すいであるこの北条麗華と釣つり合うほどの相手では、断だんじてないのです！　よって論ろん理り的てきな帰き結けつとして、あの男がどこの誰とくっつこうとこのわたくしが痛つう痒ようを感じることなどありえないのですわ！


　──と、心を鎧よろう儀ぎ式しきを済ませてから、さらに考える。


　結局は──月村真由なのだ。あの女にすべて行き着くのだ。あの女が現れる前は──もちろん満足とは程ほど遠とおい日々だったけど、でも、それでも希望は持てた。あの男がすべてを忘れているならいるで、それだったら一から新しい関係を築きずき直してもよかったのだ。そう思って、スケジュールに調ちよう整せいをつけては毎日毎日校門の前に立ったりして、できるだけあの男の傍そばにいようとしたのだ。遠い道のりで、カタツムリみたいな歩みだったかもしれないけど、でもいつか、いつかあの十年前に戻もどれるんじゃないかと、そう信じることができた。それなのに──


　あの女が、横からすべてを搔かっ攫さらっていった。


「…………」


　そろそろのぼせ上がってきた頭で、なおも考える。


　本当に腹が立つ。男性恐怖症だか何だか知らないが、ひとの想おもいをぶち壊こわしにして。あの小こ娘むすめさえいなかったら、ひょっとしたら何もかもが上う手まくいっていたかもしれないのに。


　あの頃ころは──あのおんぼろアパートで暮らした日々は、よかった。ほんとうに。悲しみ、怒いかり、喜び、笑い──すべてが、毎日が輝かがやいていた。まるで陽よう光こうを受けて湧わく森の泉のようにきらびやかだった。今はなんというか、頼たよりないというか弱っちい感じになってしまったあの男だけど、あの頃はほんとうにすごかったし。


　そいつの姿を目の前に幻げん視ししながら思いを馳はせる。


　黙だまってニコニコしているだけでもこちらがつい身み構がまえてしまうような威い圧あつ感かん──というとちょっと違ちがうけど、とにかく、この北条麗華をも圧あつ倒とうするような何かがあったのだ。どうしようもなく自分を上回る人間がいると思うと腹が立ったが、でも、素す敵てきだった。かっこよかった。あのころのあの男はなんでもできて、けっこう容よう赦しやなかったけどその何倍もやさしくて、それでもっていつもさりげなく自分のことを心配してくれて──それにそう、こんなマヌケな顔を決して見せなかったし、こんなに背は高くなかったし、もっとかわいい顔をしていたし──


　……熱いお湯と乙おと女め心ごころに霞かすんだ意識で、ようやく何かおかしいと感じ始める。


　視線の先に、先ほどから幻視している二ノ宮峻護がいる。


　ひどくリアリティのある姿だった。遠えん近きん感かんもばっちりで、手を伸のばせば触ふれられそうな存そん在ざい感かんがある。おまけに自分の頭の中で見ている幻げん像ぞうのはずなのに、ちっとも思い通りにならないし、だいたいわたくしが見ようとしていたのは十年前の姿のはずで──


　きっと夢でも見ているのだ、と思い、それだったらと目を閉じた。


　三つ数え、目を開けた。幻像は消えてくれなかった。


　もう一度目を閉じ、開けてみた。


　呆あつ気けに取られた顔の二ノ宮峻護が、やっぱりそこにいた。


　しかも裸はだかで。


　一いつ糸し纏まとわぬ姿で麗華が入浴している浴場に。


「────！」


　一いつ瞬しゆんでパニックに陥おちいった。コインランドリーに入れた洗せん濯たく物もののように心がしっちゃかめっちゃかになり、動転のあまり口も利けない。


　なぜ！　どうしてこの男がここに！


　口をぱくぱく開け閉めするばかりの麗華の前で、月村真由を引き連れた二ノ宮峻護はようやく事じ態たいを呑のみ込んだらしい。


「──どっ、どうして先せん輩ぱいがここに、って、そんな、うわ、どうなって、だって脱だつ衣い所じよには誰の服も、」


「なあに、どうしたの峻護。──あら麗華ちゃんじゃない。先に入ってたのね」


「おお本当だ。涼子くんに山ほど押し付けられた仕事はもう終わったのかね？」


　例の二人までぞろぞろと続いてくる。


「な、な、な、なぜ、どうして、」


「麗華ちゃん。あなたもようやくわかってきたようね、我わが家のルールが」


「いやまったく。この家の規き律りつに定められている混こん浴よく奨しよう励れいの趣しゆ旨しを、ようやく彼女も理解してくれたらしい。麗華くん、君と入浴を共にするのは初めてだな。お互たがい同じ湯に身をゆだね、胸きよう襟きんを開き合って隔かく意いを除のぞこうではないか」


　きっちりかけ湯までしてから見み事ごとな裸ら身しんを連ね、麗華にとってプライベートなはずの領りよう域いきを侵しん犯ぱんしてくる。湯面が揺ゆらいで波を立たせ、硬こう直ちよくしている麗華の身体からだをちゃぷちゃぷとくすぐっている。


「ふう、きょうもいいお湯ね。麗華ちゃんと一いつ緒しよというのも嬉うれしいことだし」


「しかも見たまえ。彼女、感心なことに水着などという無ぶ粋すいなものを着用していない。さすがに北条家の令れい嬢じよう、しつけが行き届いている。あの二人にも見習わせたいものだ」


　と、浴室を入ったあたりで立ち尽つくしている少年少女に目を向ける。


「ほらほらあなたたち、いつまでボーっとしてるの。早く始めなさい」


　どうしたものかとお互いに顔を見合わせていた二人──さっきは裸と見えたが、ちゃんと水着を着ていた──だったが、結局は涼子の言葉に従って動き出した。


「──ちょっとお待ちなさいッ！」


　それを見た麗華の呪じゆ縛ばくがようやく解とける。


「そこの二人！　いったい何を始めるおつもりですの！」


「何を、と言ってもねえ」


　代わりに涼子が答える、


「見ての通りの『特訓』だけど？　あなたも知らないことじゃないでしょう」


　そう。二ノ宮家特とく措そ法ほうにはこう明記してある。


　いわく、『二ノ宮峻護ト月村真由ノ入浴ハ、コレヲ別ニスル可べカラズ』。


　つまりいま麗華の眼前で繰くり広げられている光景──二ノ宮峻護と月村真由が身体の洗いっこをするというけしからぬ行こう為いは、この家においてはあくまでも合法的なそれということになる。


「許しません！」


　が、だからといって納なつ得とくできるはずもない。


「認めません！　そんな、健けん全ぜんな青少年にあるまじき不ふ届とどきな真ま似ね、わたくしぜったい認めませんわよ！」


「あらあら。一足先にハダカで待ち受けていたあなたがそのセリフを吐はくわけ？」


「まったくだ。君の価か値ち観かんに従えば、水着を着ている二人よりも君のほうがよほど破は廉れん恥ちであるように思えるが？」


「そ、それはあくまでも事故というもので──と、とにかく！　何と言われようとこんなみだらな行為は到とう底てい許容できません！　今すぐ中止なさい！」


「わがままねえ。じゃあ自分で止めてみせなさいな。わたしたちは邪じや魔ましないから」


「そ、そんなこと……！」


　できるはずがない。今の麗華は生まれたままの姿であり、それを隠かくすものは糸くず一本持ち合わせておらず、そしてすぐそこには二ノ宮峻護がいるのだ。止めるどころか、この場を逃にげ出すことだって彼女には考えられない。もし二ノ宮峻護に見られたら──もう、一生まともに顔を合わせられないと思う。


「あの、先輩？　バスタオルとかでよければおれが持ってきますから、それで……」


「峻護、余よ計けいなおせっかいを焼かない」ぴしゃりと涼子。


「あんたにはあんたの役目があるでしょう、それを全うしなさい。下へ手たな手出しは麗華ちゃんのためにならないわ。人は痛みを知って成長するものよ」


　口出しした弟を叱しかりつけてから、優ゆう雅がに笑ってみせる。


「さ、わかったらゆっくりと愉たのしんでいきなさいな。せっかくのお湯なんだから」


「──っ！」


　歯は軋ぎしりする。まったく、なんたる不ふ覚かくか。この家の住人はこういう連中なのだと骨ほね身みに沁しみているはずなのに。いくら疲つかれていたとはいえそんなことにも頭が回らず、のこのこ虎こ口こうに飛び込む羽は目めになるとは。


「──ちょっと保坂！　保坂はどこッ？　主人の危機に何をしてるのです、とっとと助けに来なさい！」


「保坂くんならあなたに『ものすごい目』に遭あわされて伸のびてるわよ。あんまり無む茶ちやなことを言わないの」


「麗華くん、そう硬かたくならずもっとリラックスしたまえよ。本来そのための入浴なのだ、そうつんつんしていては本ほん末まつ転てん倒とうだと思わないかね？」


「う、うるさいっ、こんな状じよう況きようで誰が落ち着けますか！　あなたたちみたいな非ひ常じよう識しき人じんと一いつ緒しよにしないで頂ちよう戴だい！」


「そうはいうが麗華くん、俗ぞくに『郷ごうに入りては郷に従え』という俚り諺げんもある。まして君はすでに郷の中にあり、なおかつその郷において最も神聖というべき場所に身を置いているのだ。もはや事じ態たいは既き成せい事実化しているといっていい。であるからにはそう物もの事ごとを否ひ定ていばかりせず、肚はらを括くくって状況を受け入れてもよかろう。もう少し悠ゆう然ぜんと構え、あの二人が特訓に励はげむ姿を見ものにするくらいの心の余よ裕ゆうを持ってはどうかね」


「お黙だまりなさい、そんな詭き弁べんはもう沢たく山さんです！　とにかくわたくしは認めません！　認めないったら認めません！　ぜったいぜったいぜっっっっっったいに、認めないんだから！　あなたたち、これ以上わたくしを怒おこらせるとわたくしほんとに怒りますわよ！」


「ああもううるさいわねえ。あなたはもっと風ふう雅がというものを理解していると思ったけど──どうも場所柄がらをわきまえていないようね」


「同感だな。せっかく感心したのに損そんした気分だ。そればかりかあくまでも我々の最大の愉たのしみを否定・妨ぼう害がいしようとするとは──この不ふ心こころ得え、相応の責任を取ってもらわねば収まるまい」


　びくん、と麗華の全身がすくんだ。


　学習能力の欠けつ如じよというなかれ。この珍人類ジヨーカーどもの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくには、人心を惑まどわす妙みような作用があるのだ。


「な、なに？　まさか──まさかよね？　今日はもういいですわよね？　今日はもう二回もしましたものね？　ね？」


「あら、それって遠回しな催さい促そくかしら。だったら期待には応こたえてあげないとねえ」


　冗じよう談だんではない。ただちに色ボケ女の射しや程てい圏けん内ないから脱だつ出しゆつしようとして、しかしすぐそこには二ノ宮峻護がいて、今の麗華は文明人にあるまじき姿であり、そうしている間にも敵はニタニタ笑いながら近づいてきて、


「まったくもう、一日三回だなんて。あなたもタフというか貪どん欲よくというか……でも安心なさい、わたしだったら一日四回でも五回でも、あなたが求めるだけ応えてあげるから。ほんと、食べ甲が斐いのある子ねえ」




[image: ]


「や、やめて、近寄らないで──それ以上近づくとわたくし、泣きますわよ？　ほ、ほんとに泣くんだから！──ひゃうっ」


「ま、相変わらずいい感かん度ど。けど麗華ちゃんって、どうも自分を解かい放ほうしようとしないのよねえ。いいわ、カラダの欲求に素す直なおになれるよう、きっちり目覚めさせてあげましょう。住人の人生観を広げてあげるのも家主としての責任だものね」


「余よ計けいなお世せ話わです！　わたくしそんなの知りたくな、」


「そう言わずこっちの世界にいらっしゃいな。いい夢見させてあげるから。──こら暴れない、手て間まをかけさせない」


「ま、またなの？　またこのパターンですの？　だ、だめ、そこはわたくし弱、い、いや、そんないじっちゃ、やっ、やだやだやだやだ、ほんとに、やめ、わたくし、そっちの世界には行きたくな、あっ、あっ、やっ、やあっ、やだっ、やだあっ、いやああああああああああああああ……っ！」





　──すぐ横で行われていることのすべてを見なかったことにしつつ、峻護は黙もく々もくと自分の勤つとめを果たす。


　そんな保護者パートナーを心細げに見守りながら、真由もまた自分にできることをこなしていく。


　下界の騒さわがしさをものともせず、夜は他人の顔で更ふけていく……。





　　　　＊





　ちょっと悪ふざけが過ぎるのではないかと思う。


　まあ確たしかに、北条麗華はあれだけ散さん々ざんな目に遭あっても簡かん単たんにへこたれない、強いひとではあるけれど。


　──いまだオモチャにされたままの麗華に合がつ掌しようしつつ浴場を出、峻護は自分の部屋に向かっている。さすがに着き替がえは真由と別々であり、現在は彼女を脱だつ衣い所じよに残しての単たん独どく行動だ。


　あまり適てき切せつな例ではないかもしれないけど、とさらに峻護は考える。これが月村さんだったらこうはいかないだろうなあ。あれほど無む残ざんな仕し打うちを受けたら、きっと今ごろは深しん刻こくな顔で遺い書しよをしたためているに違ちがいない。


　ふぁ、とあくびが出る。一日の疲れが湯上がりの影えい響きようで一気に表面化したものだろうか。いけないいけない、まだやっておかねばならない家か事じが残っているのに。


　目を瞬しばたかせて眠ねむ気けを追い払はらいつつ階段を上ろうとして、


「や、二ノ宮くん。お疲れさま」


　二階から下りてきた保坂に声をかけられた。


「どうだった？　お嬢じようさま。たっぷりお風ふ呂ろを楽しんでた？」


「……保坂先輩、」苦い顔で、


「知ってたんでしょう、北条先輩が先に入ってたこと。だったらあらかじめちゃんと伝えておいてくださいよ」


「いやいや。涼子さんの言い分じゃないけどあれも修しゆ行ぎようのうちだよ。ミスしたら痛い目を見るってこと、ちゃんとカラダでわかってもらわなきゃ。あのひとの仕事にはコンツェルンの運命が掛かかってる。本来ミスは許されないんだから」


「というか、脱衣所に北条先輩の服らしきものは見当たらなかったんですが。あのひとと湯船でかちあったもそのせいです」


「へえ、そうなんだ」


「……先輩の仕し業わざですよね？」


「なんのこと？」


　心から不思議そうに首をかしげる。麗華から『ものすごい目』に遭わされたらしく、ちょっと描びよう写しやをしづらい様よう子すになっている付き人少年だが、まったく懲こりていそうにない。それこそＭっ気があるとしか思えないのだが。


「で、助けに行かなくてもいいんですか、北条先輩のこと。あの二人、一応の節度はわきまえてるはずですけど、それでもやりすぎないという保証は──」


　答えず、代わりに少年は手を差し出した。


「……？　これは？」


「栄養ドリンク」


　握にぎった小ビンのキャップを開けつつ、


「コンツェルン傘さん下かの製せい薬やく会社が持ってきたサンプル。ほら、二ノ宮くんってこういうの好きでしょ？」


「はあ、確かによく飲みますが……これを、おれに？」


「よかったら感想きかせてよ。これくれた人に報告するから」


　見れば、峻護が愛あい飲いんしているメーカーの品らしい。風呂上がりにはおあつらえ向きだ。


　好意に甘あまえ、さっそく飲み干ほした。


「どう？」


「──いいと思います。薬っぽさがあまりなくて。この手のドリンクって、有ゆう効こう成せい分ぶんのえぐみを甘かん味み料りようや香こう料りようでごまかすのが定石なんですが、これは味も香かおりも抑おさえて無む味み無む臭しゆうに近づけようとしているみたいです。難むずかしい技術のはずですが、かなり成功しているようですね」


「なんかホントに玄人くろうとはだしな意見だなあ……うんわかった、伝えておくよ。また機会があったらよろしく。あ、それとそのサンプル、まだ一ダースくらいあるから。よかったらあとでそれもあげるよ」


「あ、はい、ありがとうございます。でも──」


「じゃ、ぼくはお嬢さまに叱しかられてくるから。おやすみなさい～」


「いや、おれはまだ仕事がありますから……」


「いい夢見てね～」


　話を聞かず、すったかと下りていく。


（なんだか……おれの回りの人間って、こういう一方的なひとばかりのような……）


　今さらな話であることは峻護もよくわかっている。軽くため息をつくだけにとどめ、再び階段に足をかけた。


　峻護の部屋、というのはつまり真由の部屋でもある。


　だが二人で使う部屋にしては、この十畳じようほどの洋室はひどく殺さつ風ぷう景けいな印いん象しようがあった。やせた灌かん木ぼくのみが疎まばらに生える岩砂さ漠ばくのよう……というとやや誇こ張ちようがあるが、おおむねそういうイメージで当たっている。もともとの部屋主である峻護が質しつ実じつ剛ごう健けんを旨むねとし、装そう飾しよく物ぶつの類たぐいを一いつ切さい置かない上に、家具も最低限の数しか用いない。そして後発の住人である月村真由もまた峻護でさえ驚おどろいたほど質しつ素そな少女であり、ここに引ひっ越こすに当たってもなんだか気きの毒どくになるほど少量の私物しか持ち込まなかった。


　唯ゆい一いつの例外が、部屋の中央に腰こしを据すえた豪ごう華かなダブルベッドである。涼子と美樹彦があつらえた、この悪あく趣しゆ味みな冗談のようなデカブツは、残念ながら悪夢ならぬ現実である。若い男女が暮らす部屋にこんな代しろ物もののあることが何を意味するか、そして峻護にとって稀き代だいの悪法というべき二ノ宮家特措法がこのベッドで何をすることを定めているか……めまいがしてくるのは睡すい魔まのせいばかりではあるまい。


「──っと」


　なんだか本当にくらくらしてきた。目ま蓋ぶたが重く、足もとがおぼつかない。


　まだ寝ねるわけにはいかない。今日中にやっておかねばならない仕事が残っているし、それにこの後、どうせ『特訓』が待っているのだ。これまでの流れからするとどうもそういうことになりそうであり、しかし本当ならこの問題は北条先輩との話し合いで解かい決けつするはずで、あのひとはどんな結論を出すのだろうか、このままなし崩くずしに特訓を始めたら潔けつ癖ぺき症しようのあのひとがまた暴れることになるのだろうか。


　いけない、冗談ではなく耐たえられなくなってきた。夜ごと峻護の理性を切り刻きざむ舞ぶ台たいとなるベッドが、いつもは処しよ刑けい台だいのように見えているダブルベッドが、今日はやさしく手招きしているように見える。だめだだめだ、今日はまだやることがあるんだ、明日の朝食の仕込みをしないといけないし、学校の宿題も手をつけていないし、軽くでいいからこの部屋の掃そう除じもしたいし、とりあえず明日の朝は洋食にするつもりで、パンは何にしようか、たまにはクロワッサンを焼こうか、スープは、最近はとうもろこしが出回るようになったから、ああでもこの間もコーンスープだったし、じゃあコンソメに、でもさすがに一から作るのは無む理りだな、前作ったやつの残りが冷凍してあるから、でもきっと姉さん、そんなのじゃ納なつ得とくしないだろうな──


　……むにゃむにゃ呟つぶやく声もやがてかすれ、庭から届く虫の声の向こうに消えていく。


　いつしか誘ゆう惑わくに耐たえ切れず、ベッドに倒たおれこんでいたことにも気づかぬまま。


　峻護は夢すら見ない深い眠りに落ちていった。





　しばしの後。


「──二ノ宮くん？」


　ベッドに崩くずれかかった同居人を見て、遅おくれて戻もどってきた真由がそっと声をかけた。


「寝てしまったんですか？」


　半はん乾がわきの髪かみを手で押おさえながら顔を寄せる。


「まだ仕事、残ってますよ？　涼子さんに怒おこられますよ？」


　軽く揺ゆすってみるが目を覚ます気配はなく、安らかに寝息を立てている。うとうとしているという様子ではなく、本当に寝入ってしまったようだ。


　緊きん張ちようが解とけ、ひとりでに表情がやわらかくなるのを真由は自覚する。眠っている相手には自分が苦労をかけることもないので。


「よい、しょ……と」


　だらしなく横たわっていた少年の姿し勢せいを直し、布ふ団とんをかける。身じろぎ一つせず為なすがままになる少年はなんだか、遊び疲れた果てに舟ふねをこぎ始めたやんちゃな弟のようだった。自然と笑えみがこぼれる。世に数あま多たいる姉弟の関係はこんな感じなのだろうか。あの涼子もこんな気持ちになることがあるのだろうか。


　ベッドの端はしに腰をかけ、『弟』を見やった。


　整った顔立ちながらいつもむっつりしているような少年。こうして休んでいても、そんな彼の性向が寝ね顔がおに浮うき出ているように見える。規き則そく正しい呼吸と、窓まどから入ってくる虫の声。ここの虫の声は豊かだ、と思う。森に囲まれていたはずのあの石の館やかたではこんな合がつ唱しようを耳にすることはなかった。──いや、あのころは気づかなかっただけだろうか。それだけのゆとりを持てなかっただけだろうか。


（……仕事、しなくちゃ）


　朝食の仕込みだけは済ませておかねばなるまい。他の家事については彼なりの思おも惑わくがあるだろうから、下へ手たなことはしないでおこう。彼の邪じや魔まになってはいけない。


（明日は洋風ですよね、たぶん）


　これまでのローテーションと用意してある食材と峻護の性格から、そう判はん断だんした。洋食は得意だし丁ちよう度どいい。──せっかくだから腕うでによりをかけて、二ノ宮くんがびっくりするくらいの料理を作ろう。そうすれば少しは恩おん返がえしができた気になれるかも知れないし。あ、でも夜よ更ふかしして怒られないようにしないと。


　明朝になって起き出してきた峻護の驚いた顔を想像して嬉うれしい気持ちになりながら、真由は部屋を後にした。
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　わたくしって案あん外がい辛しん抱ぼう強くできてますのね──と、麗華はひとり感心している。


　ガラス窓を磨みがきながら、である。


　もちろんこんな夜中にこんな作業をさせられているのは、あの暴ぼう君くんの指さし図ずによる。二ノ宮涼子はあれだけ麗華のカラダを苛さいなんでもまだ罰ばつが足りないとほざき、この仕事を押し付けてきたのだ。磨くよりもむしろ家中のガラス窓を叩たたき割わってやりたい気分である。そもそもこれは何の折せつ檻かんだというのだ。『浴場の風ふう雅がを損そこなった罪つみ』などと抜ぬかしていたが、それでは先客のいる浴室に後から押しかけてきた無ぶ礼れいはどう落とし前をつけるつもりなのか。


　まったく、ここまで不ふ当とうな扱あつかいを受けてもなおこの洋館に留とどまっているのだから、我われながら付き合いがいいというかなんというか。それもこれも一週間前、軽けい率そつにも二ノ宮涼子が仕し掛かけた勝負に乗り、敗北したがゆえである。あれは一生の不ふ覚かくというべきだった。あの時交かわした契けい約やくがあるゆえに、彼女は己おのれの身み柄がらをこの独どく裁さい国こつ家かに置かねばならないのである。契約は神聖なものであり、たとえそれが法的に無む効こうであっても、北条麗華が納得済みで交わしたものであれば尊そん重ちようせねばならない。北条家の次期当主の言が軽かろんじられてはならず、まして当の麗華自身がおろそかにするわけにはいかないのだ。忍にん耐たいに忍耐を重ねて踏ふみとどまっているのはただその理由があるためであり、二ノ宮峻護の存在がそこに何らの影えい響きようも及およぼしていないことは、ことさら言げん及きゆうするまでもない。


　やっとの思いで一階廊ろう下かの窓を磨き終えた。


　急がねばならない。この後も『特訓』が──二ノ宮峻護と月村真由の同どう衾きんなどという不ふ埒らち千せん万ばんの愚ぐ行こうが控ひかえている。なし崩くずし的に淫いん行こうの再開と是ぜ認にんの流れが確定する前に、きっちり白黒つけねばならないのだ。


　清せい掃そう用具を提さげて移い動どうする。


　彼女の忠ちゆう実じつな下げ僕ぼくは先ほどから姿を現さない。あるいは彼も主人と同じく、何か仕事を押し付けられたか。それとも助すけ太だ刀ちするのを禁じられでもしたか。もしかすると麗華の代理として商しよう務むをこなしているのかもしれない。


　他の住人はもう床とこについているのだろうか。就しゆう寝しんの時間にはまだ早いように思うが、邸てい内ないには麗華の他ほかに動く気配は何もない──


　いや。


　通りかかった台所から物音が聞こえた。


　覗のぞいてみた。


　月村真由がいた。ひとり。二ノ宮峻護の姿はない。


「あ──」


　向こうもこちらに気づき、おどおどと頭を下げた。


「ふん──」


　近づき、真由が作業していたものを一いち瞥べつした。まな板、包ほう丁ちよう、刻きざんだ野菜、寸ずん胴どう鍋なべ……。


「朝食の用意かしら。ひとりで感心ですこと」


「あ、はい、このくらいしか、わたしにできることはありませんから」


　笑えみを見せる。いつものように気弱げで、自信なさげで、儚はかなげな微び笑しよう。


「確かに。あなたがこの家に貢こう献けんできることなど高たかが知れていますわね。ところで──これは二ノ宮峻護に言われてやっていることなのかしら」


「あ、いえ、二ノ宮くんは先に休んでしまってて、それでわたしが代わりに」


「──そう」


　つまり。


　ここには二ノ宮峻護がいない。


　口うるさい付き人もいない。


　茶ちや々ちやを入れる変人どももいない。


「──つまり勝手にやっているということね。いいのかしら？　居い候そうろうの無む駄だ飯めし食らいの分ぶん際ざいで、二ノ宮峻護や二ノ宮涼子の許きよ可かもなくそんなお節せつ介かいをして」


「あの、でもそうしないと、あした二ノ宮くんが怒おこられて──」


「浅あさ知ぢ恵えですわね。あなた、あの二ノ宮涼子がどういう思し考こう回かい路ろを持っているか想像できないの？　割わり振ふられた仕事も済まさないで寝ねるとは何事か、などと言って弟に罰ばつを与あたえるのがオチではなくて？」


　誰も止める者はない。


　麗華は自分を抑おさえきれない。抑えるつもりもない。


「その場合は言うまでもなく、二ノ宮峻護に余よ計けいな負ふ担たんをかけたのはあなたということになるでしょう。ほんとうにあの男のためを思うなら、叩たたき起こしてでもここへ引っ張ってきてその勤つとめを果たさせるべきではなくて？……別にこれはあの男のためを思って言うのではなく、あくまで一いつ般ぱん論ろんとして言うのですが」


　いちど白黒つけねば収まりはつかない──


　これまで、何度も主しゆ張ちようしてきたことだ。


「まあもっとも？　どれだけミスを犯したところであなたにとっては痛くも痒かゆくもないでしょうけどね。過か保ほ護ごとしか言いようがないほど甘あまやかされているあなたのことですもの、何をしたって笑って済ませられることでしょうよ」


「そんな、そんなこと──」


「そんなことはないとでもおっしゃるつもり？　呆あきれ果てた人ねえ。視し野や狭きよう窄さくというか身の程ほどを知らないというか……要するにまったく自分のことが見えてないのね。では問いましょう。あなたがこの家に来てから今日までの間、あなたには何かひとつでも、自ら勝ち取ったと誇ほこれるものがあって？　わたくし、転校生であるあなたや自らの住居であるこの家のことは一通り把は握あくしているつもりですけど……その立場から断だん言げんいたしましょう。そのようなものは半カケラとて存在しません」


「そんな──」


「あるというならこの場で挙あげて御ご覧らんなさい。あなたはいつも、なにもかも、ただ与えられるだけ。ヒナ鳥と同じです。親鳥が運んでくるエサを待ってただマヌケに口を開けているだけじゃない。まったくいいご身分ですこと」


「…………」


　答えられず、真由は俯うつむく。


　すぐこれですわ──と麗華は鼻を鳴らした。風向きが悪くなればたちまちダンゴムシのように丸くなり、あとはただ嵐あらしが過ぎるのを待つばかり。そういつもいつもそんな手が通じると思わないでいただきたいものね。保護者が誰も傍そばにいない今、自分ひとりだけでどう切りぬけるつもりかしら。見ものですわ。


「ところであなた、明日の朝は洋食だと勝手に決め付けているようだけど。二ノ宮峻護には他の思おも惑わくがあるのではなくて？」


「……たぶん、これでだいじょうぶだと思います。今日は和食だったし、冷れい蔵ぞう庫この残りを見ても、あと二ノ宮くんの性格からいっても、」


「たいした自信ですこと。まるであの男の妻ででもあるかのような口ぶりですわね。自分だけはすべてを知っているとでも言いたげですが──あなた、あの男とどれほどの付き合いがあるといいますの？　せいぜいが一週間かそこらじゃない。その程度の時間を共有しただけでどうしてそんな口が利きけるのでしょう。信じがたいことです。わたくし、新種の珍ちん生物でも発見したような気分ですわ。すべてを知った気になって一方的な世話を焼き、矮わい小しような自己満足を得て悦えつに入る。これぞ甘ったれて依い存ぞんしきった気分が生んだ傲ごう慢まんの表れと言うべきであり、その証明と言うべきでしょう。せっかくの機き会かいですわ、どうしたらそこまで面つらの皮が厚くなれるのか、よろしければお教え願えませんこと？　この世にいかにしてこれほど笑しよう止しな人間が存在し得たか、その貴き重ちようなサンプルの証言を是ぜ非ひとも何らかの形で留とどめておきたいですからね」


　わかっている。


　こんな理り屈くつ、控ひかえめに表現しても言いがかりの域いきを出ない。絡からんでいるだけだ。チンピラと大差ないタチの悪さだ。格かく式しき高い北条家の、それも直系の一子が取るべき態たい度どではない。だが麗華は今、自分を抑よく制せいするつもりは毛もう頭とうない。


「月村さん。黙だまってないで何とか言ったらどうです。わたくし、あなたに訊きいているのですわよ？」


「は、い……」


「答えられないのですか。ふん、まあ初めからわかってはいましたけどね。あなたの脳みそは、何を問われたところで満足に答えるだけの出力を持ち合わせていないという、そんな一いち目もく瞭りよう然ぜんの事実は」


「…………」


「結局のところ、すべてはあなたという人間の至いたらなさゆえ、という一点に収しゆう束そくされるのです。二ノ宮峻護にせよあの変態二人にせよ──どうして皆みな、あなたのように不ふ具ぐ合あいだらけな未み熟じゆく児じの肩かたを持つのでしょう。わたくしとんと理解できませんわ」


　……確かに抑おさえるつもりはない。だけど。


　どうしてこうまで突つっかかるのか、麗華自身説明がつかなかった。


　これまで彼女が吐はいてきた悪あつ口こう雑ぞう言ごんは相応の事実を含ふくんでいるにせよ、突き詰つめれば恣し意い的てきな解かい釈しやくにまみれた偏へん見けんである。いや、実のところ偏見ですらない。多くの部下や生徒の上に立つ彼女の人物眼は、月村真由が本質的に『いい子』なのだということを初しよ見けんの時から見抜いていた。そういう少女に、それも無む抵てい抗こうといっていいか弱い後こう輩はい相手に、どうしてここまで嚙かみ付こうとするのか。二ノ宮峻護のことがあるから？　いや、万まん歩ぽ譲ゆずってそうだとしても、それだけでは説明がつかない。なぜ。


「まったく、こんな小こ娘むすめに付きまとわれて二ノ宮峻護もさぞかし迷めい惑わくなことでしょう。このわたくしに敵対するあの男が苦く心しん惨さん憺たんする様さまは、本来わたくしにとって甘かん露ろというべき見ものですが──ここまで憐あわれむべき状じよう況きようですと、さすがに少しばかり気の毒になりますわね。これも親切と思って申し上げますけど、はっきり言って足手まといなのよ、あなた。二ノ宮峻護にせよ、その姉にせよ、あなたの兄にせよ──あなたに助じよ力りよくする、誰にとっても、あなたは足あし枷かせにしかならないのです」


「…………」


　俯いたまま、真由は口をつぐんでいる。


　黙って、辛しん辣らつな言葉に打たれ続けている。


「そう、いいことを思いつきましたわ。あなたがこの世界に対してもっとも貢こう献けんできる方法です。しかもあなたの場合、一度きりで一生分の孝行を済ませられますわよ。ええ、簡かん単たんなことです。あなたここに来る前はどこか外国の、宗しゆう教きよう関係の施し設せつに居たそうですわね？　なんでもそこは男子禁きん制せいの施設だったとか。あなた、せっかくですからそこに一生閉じこもっていればどうです。そうすれば少なくとも今ほどは周囲に災わざわいを撒まき散ちらすこともないでしょうよ。そうは思いませんこと？　これでしたら男性恐きよう怖ふ症しようで具ぐ合あいが悪くなることもありませんし──」


　ふと、あることを思い出した。


「そういえばあなた……今日の昼休み、お手洗いで何をしてたのかしら？　あんな誰も来ないような場所に、わざわざひとりでいたのはなぜ？」


　ぴくん、と肩かたが揺ゆれたのを、麗華は見み逃のがさなかった。


「ひょっとしてあなた、どこか身体からだでも悪いのではなくて？　ええ、もちろん一いつ過か性せいの頭痛や腹痛ですとか、そういうことを言っているのではなく。何か持病でも抱かかえているのではないかしら。それも、よほど重いものを」


「…………」


「まあ大変。あなたは極きよく度どの男性恐怖症だけでなく、そんな不具合まで患わずらっていらしゃるのね。でしたら尚なお更さらじゃないの。あなたは二ノ宮峻護から距きよ離りを置くべきなのです。このままあなたが負担をかけ続けるとあの男、いつかほんとうに潰つぶれますわよ？　あの男、今だって大変そうなのに、この上あなたの持病がさらにあの男の背中にのしかかるようなら……どうなるか、おわかりになりますわよね？　そうなる前に男性恐怖症の克こく服ふくなどは諦あきらめ、きれいさっぱりと身を引くのがよろしいのです。それがあなたの採とるべき唯ゆい一いつの道ですわ。むろん、わたくしにとってあの男なんてどうでもいい存在なのですから、わざわざあの男のためにこんなこと言う必要もないのだけれど」


「…………」


「いつまでだんまりを決め込むおつもり？」


「……わたし、は」


　俯いたまま、真由は無む理りに笑ったようだった。


「わたし、がんばりますから。できることをひとつひとつ、がんばっていきますから。至らないところはたくさんあると思うけど、がんばってぜんぶ、直していきますから。ですからどうか、長い目で、大目に見てくれたら──なんて」


「がんばるがんばるって、あなたそれしか言葉を知らないのですか。念ねん仏ぶつではないのだからたくさん唱となえればいいというものではなくてよ。そうして悲ひ劇げきぶった顔で『健けな気げな子』を演じていればすべて済まされると思って？　その安あん易いで事なかれな態度が気に食わないのです」


「そんな、そんなつもりじゃ……」


「わたくし、二ノ宮峻護にすべてを伝えることに致いたしますわ。その様子ではどうせあの男は知らないのでしょう、あなたの不具合が男性恐怖症だけでないことを。そういう隠かくし事をしていたと知れば、あなたが二ノ宮峻護に対していかに不ふ義ぎであったか、ようやくあの男も知ることになるでしょうね。わたくし、いつかあなたのいい子ぶった優等生の皮を引っぺがしてやりたいと思っていたのです。最初からあなたのことは気に食わなかったのよ、いつもヘラヘラ笑って常に衝しよう突とつは避さけて──あなた、世の中それでいつも丸く収まるとでも思って、」


「じゃあこれで満足ですか」


　ぱんっ、


　という、乾かわいた音がした。どこで鳴った音なのか、すぐには飲み込めなかった。


「あなたに……あなたなんかに、そんなこと言われたくない」


　じわり、と。頰ほおが熱を帯おびていく。


　そう。殴なぐられた瞬しゆん間かんは、痛いというよりも熱い。


「あなたみたいな恵めぐまれた人に、そんなこと言われたくないッ！」


「…………」


　あっそう、と思った。


　恵まれているですって？　ふうん、だったらあなた、わたくしと立場を替かわってみる？　十七歳さいでコンツェルンの屋や台たい骨ぼねを担になうことがどんな重じゆう圧あつか、あなた考えたことがあって？　この十年間、わたくしがどんな思いで日々を送ってきたか、あなたにこそ何がわかるというのよ？　恵まれているなんて軽々しく口にしないでよ。


　──などと、親切にも前置きをしてやることはなかった。


　乾いた音。


　今度は二度。


　小娘が頰を押おさえて無ぶ様ざまに倒たおれこんだ。いい気き味みだ。


　目には目と歯を。歯には歯と目を──右の頰を打たれたら右と左の頰を打ち返せ。それが北条家の家か訓くんである。


　小娘がこちらを見上げた。


　その瞳ひとみに猛たけっているのは、この大人しい少女が初めて見せる、火のような怒いかりだった。


　もう言葉は要いらなかった。


　ありったけの侮ぶ蔑べつを込めて見下ろしてやった。


　わあっ、と小娘が叫さけんだ。


　飛び掛かかってきた。


　すべて予よ測そくのうちで、すべて余よ裕ゆうで対たい処しよ可か能のうなリアクションだった。


　身体を相手に対して縦たてに向け、受け流した。ついでに足も引っかけてやった。再び無様に倒れこんだ。すぐに起き上がり、意味を成なさない叫びを迸ほとばしらせて突っ込んでくる。これも簡単にかわす。それでもなお突っかかってくる。それも簡単にかわす。
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　かわすたび、指の先から髪かみの毛の一本一本にまで熱が滾たぎり、同時に頭ず蓋がい骨こつの中身が恐こわいほどに冷えていく。北条家に生まれた者が真っ先に叩たたき込まれるのは帝てい王おう学がくでも礼れい節せつでもない、己おのれの五体を使った敵の壊し方だ。柔じゆう術じゆつ、拳けん法ぽう、合あい気き道どう──その他、公式に名めい称しようのない戦せん闘とう術じゆつの諸もろ々もろを学んでいく過か程ていで体たい得とくするのは、己の精神と身体を厳げん然ぜんと切り離はなす技術。自らを他人と見なすほどの、いや、己を血の通わぬカラクリ人形と捉とらえるほどの冷れい徹てつさが、この血族に生まれついた者には求められるのだ。


　いかなる状況においても決して心を乱さぬこと。


　命尽つき、呼吸が止まるその瞬間まで自らを鼻歌交じりに観かん察さつできるような、そんな精神のありよう。


　その程度も身に付けずして北条家の連れん枝したることは許されない。まして次期当主たることなど到とう底てい叶かなわない。


　だから北条麗華は冷静だった。冷静すぎてかえって我を忘れそうになるほどに意識が研とぎ澄すまされていた。自分の中にもう一人の自分がいて、その自分が高い位置から自分を見下ろしているような、そんな気分。怒りに我を失い、感情のままに暴力を叩きつけてくるド素しろ人うとなど物の数ではなかった。こんな小娘壊こわすまでもない、徹てつ底てい的てきに実力差を見せ付け、完かん膚ぷなきまでに叩き潰し、二度と歯は向むかえないよう心を挫くじいてやるつもりだった。


　為なす術すべもなくあしらわれながら、小娘はなおも諦あきらめない。


　冷静な北条麗華は自らと、そして相手とを、仔し細さいに観察している。そう長くもない時間のうちに、彼女は様々な情報を敵から読み取っていた。


　真っ先に見み抜ぬいたのは、この小娘の敵意の表現がおそろしく稚ち拙せつだということだった。何度あしらわれてもまったく怒ど気きを衰おとろえさせることなく立ち向かってくるのだが、普ふ通つう、よほど怒りに己を見失っていてもこうはならない。元から短気な性格というわけでもないのだし、ここまで圧あつ倒とう的てきに差をつけられれば尚更である。加えて場所は台所であり、その気になればいくらでもエモノを使えるというのに、そちらには見向きもしない。まるで気の違ちがった野生の動物か、あるいは頑がん是ぜない赤子のようだった。ひょっとして、と麗華は類るい推すいする。信じがたいことだが──この月村真由、誰かに敵意を向けるのが、つまりは誰かを憎にくむのが、生まれて初めてなのではないか。


　休火山が溜ために溜めた溶よう岩がんをぶちまけるように、月村真由は叫び、手足を振ふり回す。そのたびに麗華は苦もなくそれをかわしていく。


　もうひとつ気づいたことがある。


　月村真由の、激しい感情に揺ゆらめく瞳の裏にあるもの。


　そこにあるのは紛まぎれもなく、羨せん望ぼうと嫉しつ妬との色だった。


　冷静なまま、麗華は肚はらの底から激はげしい苛いら立だちが湧わいてくるのを覚えた。冗じよう談だんではない、だったらほんとうに代わってもらいたい。反則みたいな魅み力りよくでもって二ノ宮峻護を惹ひきつけ、おまけに大たい義ぎ名めい分ぶんを与あたえられて何の努力もなしで二ノ宮峻護の傍そばにいられる月村真由。それに引き換かえこの十年間、こちらがどんな気持ちでいたと思っているのだ。耐たえて耐えて耐えて耐えて縋つくろって縋って縋って縋って、それもすべて一瞬で水の泡あわになって。その気持ち、こんな小娘には百万分の一だってわかるものか──


　一発、かすられた。


　冷静なまま心の底から驚おどろいた。


　本気ですべて避よけるつもりだった。それが、かすっただけとはいえ確かに触ふれられたのだ。自らの技術に麗華は相当な自じ負ふがある。ましてや一対一だ、よほどの化物が相手でない限り──その化物の数が妙みように多いのが問題だが──自分には指一本触れられないはずである。冷静なつもりでも心の乱れを抑おさえきれず、それが体たい捌さばきにも影えい響きようしたものだろうか。油ゆ断だんは禁きん物もつ、心しん技ぎ体たいいずれの綻ほころびも容よう易いに敗北を招く。麗華は改めて心を平らかにし、もう二度とミスは犯すまいと、


　もう一発、かすられた。


　冷静なまま、今度こそほんとうに驚いた。心は安定しているし動きも鈍にぶっていない、とすれば──だが月村真由の技術が上がっているわけではない、ただその動きの精せい度どそのものが、いやちがう、もっと単純に、力強さと速度が、


　また、かすられた。


　もう偶ぐう然ぜんでは済まされなかった。それでもあくまで冷静なままこれまでと同じように月村真由を捌いた。上体が泳いだ、足も引っかけてやった──なのに、これまでならあっさり床ゆかと接せつ吻ぷんしていたのに、今度は倒れなかった。それだけではない、月村真由は筋が切れそうなほど足を伸のばして踏ふん張ばり、煙けむりが出そうなほどに床を踏みにじり、みちみちと肉が音を立てそうな勢いきおいで腰こしをひねった。


　つり上がったまなじりと、視線が交こう錯さくした。


　そのとき確かに麗華は見た。


　月村真由の瞳に、怒りでも羨望でも嫉妬でもない何かがあったのを。


　得え体たいの知れない、背すじを凍こおらせるような何かが蠢うごめいていたのを。


　一いち撃げきが、ほとんどありえないような角度から伸びてきた。平手でも拳こぶしでもない、剣のように鋭するどい抜き手が、喉のどもとを狙ねらって。


　首を逸そらしてかろうじて避けた。かすった、と表現するには際きわどすぎるタイミングだった。次の瞬間麗華を動かしたのは紛れもない危機感だった。月村真由が振りぬいた腕うでをそのまま取る。力の方向に逆らわず、引く。その時点で倒れなかったことからして驚きだが、今回はそれも計算のうち、踏みとどまろうとして力を入れた機きを逃のがさず、今度は自らの身体全体を叩きつけるようにして、押し込んだ。


　そのまま手て加か減げんなしで背中から床に叩きつけた。


　板いた張ばりの床と骨ほねが軋きしむ音、そして肺から絞しぼり出される苦く鳴めい。


　海え老びのように背を反そらして痙けい攣れんする月村真由の上にすかさず腰を乗せ、動きを封ふうじた。


　冷静なまま、麗華は敗者を見下ろす。


　けほ、けほ、と、月村真由は繰くり返し咳せき込んでいる。


（──らしくないですわ。こんなの）


　ほんとうにらしくない、と思った。こんなのは北条麗華らしくない。何もかも。勝利の快かい感かんなどかけらもない。ただ虚むなしさと、徒と労ろう感かんと、罪ざい悪あく感かんだけがあった。


　緊きん張ちようを解き、自らのコンディションを確かく認にんした。ケガというほどのものはないが大して動いたつもりもないのに息が切れている。それほどに気の抜けないものだったのか、今の立ち合いは。


「……わたし、だって……」


　不ふ意いに声が聞こえた。もう一度見下ろすと、月村真由のものすごい目つきと視線が合った。その瞳からあふれる激げき情じようの、渦うず巻まく炎ほのおにも似た美しさに、ちょっとだけ見とれた。


「わたしだって……わたしだって！」


　それだけ叫ぶと絶ぜつ句くし、あとはぼろぼろ涙なみだを流すだけだった。


「…………」


　自らに白けきった気分でぼんやり考えた。


　やっぱり卑ひ怯きようですわこの女。こんな喧けん嘩か、先に泣いた方の勝ちに決まってるじゃないの。


「……つまらないですわね、まったく……」


　泣きじゃくる月村真由を、馬乗りになったまま無力に見つめる。


　ほんとうにこの女、いったいなんなのだろう。


　これまで麗華が見知り、聞き知ってきた、どんな人間とも違ちがうように思えた。その異い常じような魅み惑わくといい、度を越こして自己を殺している風に見えるところといい、いったん爆ばく発はつした時の激しさといい……ついさっきの喧嘩だって、なんだか人間とやりあっているような気がしなかった。それこそまるで野生の動物や赤子を相手にしているような──いや、何かもっと別の──


　唐とう突とつに嗚お咽えつが止やんだ。


「…………？」


　涙で赤く腫はれた月村真由の瞳ひとみが、飛び出んばかりに見開かれていた。喉に餅もちでも詰つまらせているような、一見すると笑いを誘さそうような表情だったが……実際はそれどころではないことを、麗華はすぐに知ることとなった。


　どうしたのか、と怪け訝げんに思う前に、視界が横に流れた。


　いや、すさまじい勢いで真横にすっとんでいった。


「────！」


　そう気づいた次の瞬間、肩かた口ぐちに火ひ箸ばしでも突つっ込まれたような激げき痛つうが走った。そうして初めて麗華は己が壁かべに叩きつけられたことを自覚し、さらにもう一ひと呼こ吸きゆうおいてようやく、月村真由が片腕一本で彼女を吹ふき飛ばしたらしいことを知った。


「んな──！」


　痛つう覚かくを、激しい狼ろう狽ばいが覆おおい隠していく。──何？　なんなの？　何が起こったの？


　跳はね起きた月村真由が自らを抱だきかかえ、今度はゆっくりと前のめりに倒れていく。がくがく震ふるえている。二の腕を摑つかんでいる手の甲こうにぶっとい血管が浮うき出ているのが見える。額ひたいが床につく。見開かれた眼がん球きゆうが赤く血走っている。かぱ、と口を開ける。さらに開ける。まだ開ける。よだれがひとすじ床に落ちる。あごが外れるほどに開かれた口こう腔こうから獣けものじみた浅い呼吸がひっきりなしに吐はき出されている。


「ど、どうしたのよ、あなた──」


　そこまで呟つぶやいてから口をつぐんだ。


（笑っているの？　この子──）


　いや、むしろ笑い出すのを堪こらえているのだろうか。まるで、いちど笑い出したら気が狂ったまま二度と戻もどれないのではないかと、恐おそれているように。


　発狂者のそれを予感させる何かを孕はらんだまま、月村真由は痙けい攣れんしつづける。麗華はなす術すべなく呆ぼう然ぜんとその様を見守っている。


　嗚咽──いや、まるで吐はき気に耐えるかのようなえづきを繰り返し、それはやがて内ない臓ぞうすべてをぶちまけるような苦鳴に変わり、それに耐えかねたかのように背骨を反り返らせ、そして。





　絶ぜつ叫きようがすべてを侵しん蝕しよくした。





　　　　＊





「──美み樹き彦ひこ」


「大だい丈じよう夫ぶ。見守ろう」





　　　　＊





　その狂った音おん程ていは、主人の商務を代だい行こうしている保坂の耳にも届いた。


「あれえ、これは……」


　人差し指をあごにやり、首をかしげる。


「うーん、こんなタイミングで始まるなんてねえ」


　なにかありましたか？──と、電話の向こうから質ただす声。


「いや、なんでもないです。こっちの話で。じゃあ方ほう針しんはいま示したとおりだから、あとは現場判はん断だんでお願いします。え？……だめですよそれは。あまり頼たよりないこと言ってると、今度こそお嬢じようさまの雷かみなりが落ちますからね？　じゃ、お任せしましたから」


　返事を待たず通話を切った。


　相手は今日、麗華に泣きついて労ろうを取らせた取とり締しまり役やくのひとりである。


　つまりは話の内容も、本物の仕事に関することである。


（さて──今日入った緊急の仕事のうち、どれとどれが仕込みだったか、あのひとはどこまで気づいてるかな？）


　もっとも彼女のことだから案外すべてお見通しの上で乗ってくれたのかも知れないが、それならそれでいい。望ましくない状じよう況きようでの過か度どの衝しよう突とつを回かい避ひする、その結果さえ得られればいいのだから。


　椅い子すに背を預あずけ、伸ばした足を机つくえにのせる。


　鼓こ膜まくを腐くさらせるような凶きよう声せいは今なお邸てい内ないにこだまし続けている。


　くわばらくわばら……と、いつものニコニコ顔で保坂はおまじないを呟く。サキュバスの禁きん断だん症しよう状じようが相そう当とうに凶悪らしいことは聞いていたが、まさかこれほどとは思わなかった。人体にあの軋きしみ声を上げさせるだけの負ふ担たんがもし自分の身に降りかかったら、と思うとぞっとしない。おぞましい、などというものではない。心の弱い者が聞けばただそれだけで狂きよう気きが揺ゆり起こされそうな、いかれきった音階。神かむ戎い──おっと、サキュバスと呼ばなきゃ怒おこられるか──としての力が強ければ強いほど、禁断症状も耐えがたくなるとはいうが……これほどとなると、さすがに月村真由への同情を禁じ得ない。


　いつしか、庭の雑ぞう木き林ばやしは死に絶たえたように静まり返っていた。真空中に放ほうり出されたような、ただただ無む機き質しつな静せい寂じやく。ひょっとするとこの不ふ協きよう和わ音おんに侵おかされて、庭の虫たちはすべて狂きよう死ししたのかもしれない。それほどにこの音おん響きようは禍まが々まがしい。


（お嬢さまはどうなったかなあ──）


　と、保坂は福ふく袋ぶくろを開けるような楽しみでもって想像する。一度気の済むまでやらせたほうがいい、と思い、彼の主人と月村真由を二人きりにさせる状況を作ったが、さて結果はどう出たか。まあ悪くとも一定のガス抜ぬきにはなるだろうし、これを機きにうやむや状態に一定の決着がつけば仕事にも身が入るようになるだろう。甲こう本もと副会長にも催さい促そくされたことだし、早いうちにそれなりの成せい果かを得たいところだ。こういう極きよく端たんなやり方はそう何度も試ためせることではなく、しかしこの手のやり方でないとあの極端なひとには効果が薄うすいのだから。


（それにしてもまあ、これほど測はかったようなタイミングで禁断症状が始まるとはねえ）


　保坂でさえ思わず肝きもが縮ちぢんだほどだ、間ま近ぢかでその様さまを目にしているであろう主人が過か剰じように反応していなければいいが。トラウマになるくらいはやむを得ないとして……うーん、ま、だいじょうぶだよね、強い人だし。これもいい経験ってことで。ていうかこの音を聞かずに済んだ二ノ宮くんには感謝してもらわなきゃ。薬は明日の朝まできっちり効きいてるはずだからね。


（だけど月村さん、だいじょうぶかなあ。心配だなあ）


　と、保坂は心にもないことまで考える。月村真由に同情はしても心配する義ぎ理りなどなく、そもそも心配自体がまったくの無用だ。あのサキュバスには二ノ宮涼子と月村美樹彦がついている。むろん、この状況もすべて把は握あくしているだろう。彼らのバックアップがあってもなお駄だ目めならば、それはもう誰がついていてもフォロー不ふ可か能のうということである。しかしあの二人もよくやる。毎日ほとんど不ふ眠みん不ふ休きゆうで月村真由を陰かげから支し援えんしているはずだが、その疲つかれをこれっぽっちも顔には出さない。


　背を預けた椅子をぎこぎこ揺らしながら、保坂はさらに思いを馳はせる。


　当然ながら保坂の取った行動もその思おも惑わくも、すべてあの二人は把握していると見ていい。それでいて何ら介かい入にゆうしてこないということは、彼らの思惑と保坂のそれとが合がつ致ちしているということだ。このあたりは彼にとって重要な情報である。もちろん今回の動きが悟さとられたところで支障はない。悟られてもいい動きをあえて露ろ出しゆつし、あの二人の洞どう察さつ力りよくの程度を把握する意味もあるからだ。また彼らにとってどこまでがセーフでどこからがアウトなのか、そのファウルラインをきっちり見み極きわめておく狙ねらいもある……。





　思惑を手た繰ぐり、想像を張はり巡めぐらせながら、保坂は着々と個人的な企たくらみを転がしていく。


　声は、なおも続いている。





　　　　＊





　いったい何が起きているのか。


　腰こしが抜けてへたり込んだまま、麗華は眼前の光景から目を離はなせずにいた。


　わからない。自分がいま見せられているものが何なのか。


　月村真由が、壊こわれていた。


　のた打ち回っていた。


　分ぶん解かいしそうになる自分を押おしとどめるかのように、細い両腕うでで身体からだを締しめ付けていた。


　指が二の腕の肌はだを食い破やぶり、黒い血液がどくどくあふれていた。


　瞳ひとみが焦しよう点てんを失っていた。


　瞳どう孔こうも開いているように見えた。


　ヒビが入るほどに歯を食いしばっていた。


　その隙すき間まから泡あわと、人間が発するものとは思えない変な音が、絶たえず漏もれ続けていた。


　何が、起きているんだろう。


　月村真由は、何かに耐たえているようだった。


　だけど、とても耐え切れないように見えた。


　時に拳こぶしが、まったく力の加か減げんなしに床ゆかを殴なぐりつけていた。そのたびにどうして床が抜けないのか不思議に思えるほどの衝しよう撃げきが走った。たぶん建物全体も揺ゆれていた。


　あるいは五本の指が、殴りつけた同じ床を搔かき毟むしっていた。ばりばりと、ほんとうに木の板が削けずれていた。何度か指から白いものが跳はね飛んだ。肉のついた生なま爪づめだった。それでも床を穿うがつのをやめなかった。まるで血文字でも描えがくように赤黒い痕あとが引かれ、やがてそれはただの血だまりになった。


　これだけ自分を痛めつけても足りず、やがて血まみれの床に額を打ちつけ始めた。拳で殴りつけた時よりさらに輪わをかけて強きよう烈れつな衝撃が床をひしいだ。脊せき椎ついがどうにかなるのではないかと思えるほど背骨を反り返らせ、金かな槌づちでも揮ふるうように頭ず突つきを繰くり返した。狂うことが許されないならせめて意識を手放したい、とでも思っているのかもしれなかった。そしてそれでもまだ気を失うことができないでいるのだった。


　何が、起きているんだろう。


　わからない。


　ただ、これが悪夢だということだけがわかる。


　まともな見ものではなかった。ほんとうに現実に起きていることなのだろうか、これは。気づかぬうちにどこかヘンな場所に紛まぎれ込んでしまったのだろうか。それともひょっとして、狂ってしまったのはこちらの方なのだろうか。


　無力な小動物のように、麗華はただ震ふるえているしかなかった。


　いつの間にか、この世の法則が一いつ斉せいに書き換かわってしまったのかも知れない、と思った。だから今この場に起きていることもきっと、これまでの常じよう識しきからは計り知れないのだ。だからいつ、目の前にいるあれが得え体たいの知れない化物に姿を変えたとしても不思議はないだろうと思った。月光を浴あびて変化する獣じゆう人じんみたいに。そういえば今日は満月だったか。


　そしてやはり、こうして見せられていたものは悪夢の類たぐいだったらしい。


　夢ならば必ず覚める時がやってくる。文字通りの七しち転てん八ばつ倒とうだった断だん末まつ魔まが、次し第だいに収まりつつあった。耳を塞ふさぎたくなるような苦く鳴めいが呼こ吸きゆう困こん難なんの喘あえぎに。見るも無む残ざんだった悶もん絶ぜつがただの痙けい攣れんに──それぞれ転じていく。


　咳せき込みながら、月村真由は貪むさぼるように空気を肺に入れている。汗あせが滴したたり、涙なみだがこぼれ、鼻水が糸を引き──まるで身体中の穴の元もと栓せんが緩ゆるんでしまったように、あらゆる体液にまみれていた。その様よう子すはオイル漏もれを起こしている廃はい棄き寸すん前ぜんの機き械かいを思わせた。


　麗華は瞬まばたきすらできぬまま、息を殺してその様子を見つめている。あたかも物音ひとつ立てればたちどころに食い殺されるとでも信じているかのように。


　嚙かみ残しのガムを引き伸のばしたような、長い長い時間が過ぎた。


　ようやく月村真由が立ち上がった。


　憔しよう悴すいしきった顔だった。呼吸もまだ早い。


「…………」


　うつろな目で惨さん状じようを見み渡わたしてから、のろのろと動き出した。


　台所という場所柄がらが幸いしたようだった。水も雑ぞう巾きんもすぐ手近にあり、後片付けをするには至って便べん利りだった。ざっと顔を洗い、タオルで汚液まみれの身体を拭ふいた。次に濡ぬれ雑巾で床を丁てい寧ねいにぬぐった。それを流しで絞しぼるたび、吐はき気を催もよおすような色の汁しるが滴したたった。剝はがれて散らばった爪はポケットに入れた。あらかたの始末が終わった後、削けずれてひしゃげた床を困り顔で見つめていたが、これについてはその場で復ふつ旧きゆうのしようもない。ほどなく諦あきらめたようだった。


「……あの、」


　気づくと、目の前に月村真由が立っていた。


「あの、お願いがあります」


　いつもと変わらない、気弱げで、自信なさげで、儚はかなげな顔で、


「このことは、誰にも言わないでもらえませんか？」


　そのひとことがようやく麗華を解とき放った。


「──ばッ、馬ば鹿かじゃないの、あなた！」


　怒ど鳴なりつける、


「あんな風になってまで何言ってるのよッ！　ええ、今度という今度は文句など言わせませんわ、医者に連れて行きます、よろしいですわねッ？」


　真由はかぶりを振ふった。麗華はさらに激げつ昂こうした。


「このわからず屋！　いいから行きますわよッ！」


　行く、と言いつつ、令れい嬢じようはいまだ腰が抜けたまま立てないでいる。なんたる無様──それがまた一いつ層そう彼女を苛いら立だたせる。


「ああもうこのッ──とにかくいいですわね月村真由！　わたくし確かに申し付けましたわよッ！　ちゃんと言うことを聞くのです！」


「あの麗華さん、お願いします。このことは誰にも──わたしならだいじょうぶですから」


「ばかっ、そんな、平気なはず──」


　だが言われてみると、なるほどあれだけ痛めつけていた割にはひどく傷は浅いように思えた。出血はとっくに止まり、散さん々ざん打ちつけていた身体のあちこちも軽い青あざができている程度だ。


「だからといって！　このまま済ませていいはずないでしょう！　とにかく、聞き分けのないのは許しませんからね！」


　首を振る。


「この……いい加か減げんに、」


「お願いします麗華さん。誰にも言わないで──」


「は。そんな、誰が黙だまっているものですか。わたくしの言うことを聞かない限り──」


「お願いします」


「月村真由ッ！」


「お願い、します」


「────っ」


　真まっ直すぐに、じっと、見つめてくる。


　その眼まな差ざしが、麗華にそれ以上を言わせなかった。


「……あの、ぶったりしてごめんなさい。ほんとうにすいませんでした。それと今日のことは、どうか忘れてください」


　ぺこり、と。


　丁寧にお辞じ儀ぎし、きびすを返した。


　思いのほかしっかりした足取りで台所を出て行った。


「～～～っ」


　見送るしかなかった。


　麗華はまだ、台所の隅すみで立ち上がれずにいる。





　　　　＊





　──十年間、だましだましで持たせてきた。





　汚よごれた身体からだを清め終え、ケガに応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこしてから真由は部屋に戻もどった。


　明かりも点つけず一直線にベッドに向かい、そのまま突つっ伏ぷした。


　へとへとだった。今回のは特にひどかった。たぶんこれまでで一番だろう。まだ少し気分が悪い。歯を食いしばりすぎたのか、あごがばかになってしまっている。気き絶ぜつすらできなかったくせに、いっちょまえに頭がくらくらする。あれだけ打ちつけた額がバンソーコーを貼はるだけで済んでいるのは我ながらすごいと思うけど、腕に開いた穴はどうしようもなく痒かゆくて痛い。包ほう帯たいを巻いた指の先も火がついたようにじんじんする。


　それでも、今日も狂わずに済んだ。よかったと思う。


　布ふ団とんにうずめていた顔を横に向けた。


　薄うすい月光に照てらされて、二ノ宮峻護は相変わらず規則正しい寝ね息いきを立てていた。ぐっすり眠ねむっているようで、火事があっても地じ震しんがあっても目を覚ましそうにない。くす、と笑えみがこぼれる。この寝顔を独ひとり占じめするのが真由のお気に入りだった。こうしていれば赤くなった顔を見られることなく好きなだけ眺ながめていられるし、もちろん誰にも迷めい惑わくをかけることはない。


（……十年、か）


　ぽつん、とそのことを思う。


　もう十年になるのか。いや、やっと十年、と言うべきなのか。


　ままならないこの身体と付き合い始めてから、十年。


　月村真由という欠けつ陥かん品ひんの人生が始まってから、十年。


　真由には、六歳さいより以前の記き憶おくがない。


　一番古い記憶は──と思い返す。自分のことながらその場面はとても印いん象しよう的てきだっただけに、さほど苦労なく掘ほり起こせる。


　最初に見えたのは、くすんだクリーム色の天てん井じようだった。


　それをしばらくぼんやり眺めたあと最初に疑ぎ問もんに思ったのは、どうしてここにはクリーム色しかないんだろう、ということだった。次の疑問はここはどこだろうということで、それを確かめようとした時に浮うかんだ疑問はどうして身体が動かないんだろうということで、そこになってようやく気づいたのは、クリーム色しか見えないのは身体が固定されていてそこにしか視し点てんが行かないからだ、ということだった。


　その後もずっとぼんやりしたまま、湧わき続ける疑問を検けん証しようする作業が続いた。身体は本格的に固定されていて声も満足に出せず、自由に動かせるのは眼球くらいのものだということ。その独どく特とくの臭においから、ここがどうやら病院であるらしいということ。自分はそこのベッドに寝かしつけられているようだということ。白くてはっきりしない明かりはどうやら蛍けい光こう灯とうのものらしくて、ここにはひとすじの陽ひの光も入ってきていないらしいこと……そして灯とう台だい下もと暗くらしというやつだろう。その後いくつもの疑問が続いた後、最後になってようやく思い浮かんだ疑問が、そもそも自分はいったい誰なのだろう、ということだった。


　あまりに行動が制限されていて何をする気にもなれなかったのか、それとも単に鎮ちん静せい剤ざいでも効きいていたためか。そこまで奇き怪かいな状じよう況きように気づいても彼女はパニックに陥おちいることなく、ただただぼけーっと途と方ほうにくれ、『おなかがすいたな』みたいなことを考えていた気がする。じっと、誰かがこの状況をどうにかしてくれるのを、ひたすら待つしかなかった。


　最初の看かん護ご士しはまるで気づいてくれなかった。次の看護士はどうやら気づいたらしかったものの、よほど暢のん気きな性格だったらしく、結局は放ほう置ちされた。


　三人目になってようやく気づいてもらえ、あっという間に大おお騒さわぎになった。そこから先のことはひどく目まぐるしくてよく覚えていない。あわてて拘こう束そく具ぐを外されたり、次から次へと問もん診しんされたり……なすがままになっているうちにようやく少し落ち着いたのは十歳ばかり年上の少年が病室に飛び込んできてからだ。その少年はこちらを一目見るや、膝ひざに縋すがりつくようにして泣いた。わけのわからなさはこのあたりでピークに達した。とにかく誰でもいいから、何がどうなってるのか自分にもわかるように説明して欲ほしい、と思った。


　これら一連の出で来き事ごとの際、落ち着いているように見えていかに自分が動転していたかについては、ただひとつの事実をもって明めい確かくに証明できる。何しろその時自分の周りにいたのは男性ばかりだったにも拘かかわらず、男性恐きよう怖ふ症しようで気き絶ぜつするのさえ忘れていたのだから。だから自分がそういう性せい質しつを持っていることを知るのにはもう少し時間が要いったし、その他にも生命元素関連因子欠損症サキユバスという舌を嚙かみそうな名前の症しよう状じようを抱かかえているということも、半年間もの間ひどい発狂状態にあって二度と回復の見込みはないと診しん断だんされていたことも、名前だけでなくそれまでの人生の記憶をほとんど失っていたことも、くしゃくしゃになって涙なみだを流していた少年が自分の兄であることも、兄が人前でそんな姿を見せるのがとんでもないレアケースだと知るのも、もうちょっとだけ後の話になる。そして、月村真由という人間がいかに不都合な存在であるかを思い知るのも。


　実際、すぐにこう思うようになった。自分は正気に戻らない方がよかったのではないか、と。なにしろまともな日にち常じよう生活を送りようがないのだ。それほどに男性恐怖症は甚はなはだしかった。誰にも信じてもらえそうにないので口にしたことはないが、今現在の状態だって随ずい分ぶんマシになった方なのである。一時の混こん乱らん状態が落ち着いてから初めて男性を目にした際など、あっという間に白目を剝むいて泡あわを吹ふき、失しつ神しんしたまま痙けい攣れんが何時間も止まらなかったものだ。無む論ろん、さまざまなリハビリは試みた。だがその効果はすぐ頭打ちになった。病院の庭を一回りするだけで、その日の残りはベッドの上で過ごさねばならないような有あり様さまだった。外の世界で生活するなど夢のまた夢、そんなのは食しよく人じん鬼きの群れの中で暮らすのと変わりない。失しつ意いに打ちひしがれた。これだったら何も知らないまま狂っていた方が幸せだ、と何度も思った。


　初めてあの禁断症状に襲おそわれた時、その思いは確信に変わった。異い性せいとの交こう渉しようを生存の必ひつ須す条じよう件けんとするサキュバスでありながら男性恐怖症であるという、本来ありえない性質が、禁断症状を凄せい惨さんで複ふく雑ざつ怪かい奇きなものにした。たびたび訪おとずれるそれにもがき苦しむたび、どうして自分だけがこんな目に遭あわなければいけないのだろう、と思った。


　きっと記憶を失う前、自分はとんでもなく悪いことをしてしまったのだろうと思った。そうでなければこれだけつらい目に遭うことに説明がつかないと思った。記憶を失った理由はそのあたりにあるに違ちがいなく、兄がそのことを一いつ切さい語ろうとしないのも、やっぱりそういうことなのだろうと思った。悪いのは自分なのだ。すべては自分のせいなのだ。だから誰も恨うらんではいけないのだ。ただじっと、耐たえ続けているしかないのだ。


　だけど。


　それだけ悪いことをした自分が、どうしてまだ生きているのだろう。


　正直なところ、自分が生きていることに何の意味も見み出いだせなかった。それだけ悪いことをして、周りに迷めい惑わくをかけて──おまけにそうまでして生き続けることがひどく億おつ劫くうときている。意い味み不ふ明めいだった。だけど、だからといって自ら命を絶たつには、あるいは再び狂気の淵ふちに沈しずみこむには、あまりに借りを作りすぎてしまっていた。少なくとも兄をまたあんな風に泣かせることだけはできないと思った。生きる以外の道はなかった。何かの拍ひよう子しに正気に戻ってしまった自分がやっぱり疎うとましかった。


　これ以上の男性恐怖症改かい善ぜんは見込み薄うす、と断だんじられるまで、結構な時間が掛かかった。それと同時に、病院暮らしを続ける理由もまた希き薄はくになった。こうなるといつまでも兄の手を煩わずらわせるのは心苦しい。不都合な身体からだのままでも、ある程度以上に自立して生活していく必要があった。


　まず、外国に行こうと思った。どういうわけかこの国から離はなれたくてたまらなかった。きっとこの土地には自分の罪がこびりついていて、心のどこかでそれを居い心ごこ地ち悪く思っているからだろう、と思った。


　外国で、こんな自分でも暮らせる場所。


　いまだに何をしている人なのかわからない兄が、さまざまな選せん択たく肢しを提てい案あんしてくれた。その中のひとつをあまり迷うこともなく選んだ。人里離れた宗教関係の学校。寄き宿しゆく舎しや生活が必ひつ須す。生徒と教師は女性ばかり。


　兄は首をかしげた。そんな暮らしにくい所を選ばずとも、もっと快かい適てきに暮らせる環かん境きようなど他にいくらでも作ってやれる、と言った。それでもその場所を選んだ。兄は溜ため息をつき、『きっと償つぐないがしたいんだろうね』と言った。なるほどそういうことだったのか、と、そのとき初めて合が点てんがいった。つまりこうして生き長らえているのは、ただ罰ばつを受け、償いをするためなのだ。悟さとりを開いた気分だった。そういうことならちゃんと生きていく理由は見出せる。満足だった。


　話はとんとん拍びよう子しに進み、数日後にはあの鬱うつ蒼そうとした森に囲まれた石の館やかたの前に立っていた。


　新しい生活が始まった。そして想像した通り、三日と経たたないうちに孤こ立りつした。当然だろう。極きよく度どに保ほ守しゆ的てきな社会に闖ちん入にゆうしてきた、見た目も考え方も何もかもが違う異い邦ほう人じん。おまけに人間そのものとしても異い端たんときている。これで何の排はい斥せきも受けないようならそちらの方がよほど異い常じようだ。しかもその病院暮らししか知らない新入りは、お世せ辞じにも世よ渡わたりの上う手まい人間ではなかったのだから。


　そうして送り始めた陰いん鬱うつな日々の中で唯ゆい一いつ好きになれたのは、神さまのことだった。理由は簡かん単たん。なぜなら、神さまはこの世に存在しないから。そのことはすぐにわかった。なにしろ教師たちが説とくような慈じ悲ひ深く全能な神さまが本当に居るのなら、自分はこんな人生を送るはずもないのだから。不在の証明が簡単なのもまた、神さまのいいところだった。


　だからいくらでも憎にくめた。神さまはこの世で唯一、自分が憎んでいいものだった。なにせ存在しないのだから、自由自在に憎むことができる。不幸はすべて神さまのせいにしてしまえばいい。それはもっとも素そ朴ぼくで原始的な信しん仰こうと言えたかもしれず、だとすればあの場所で一番信心深かったのは自分だったに違いない、と思う。いくらでも憎まれてくれる神さまのことが、心の底から好きだった。


　周囲の迫はく害がいに甘あまんじ、時おり襲おそってくる、まるで神しん罰ばつであるかのような禁断症状に耐え、そして絶えず神さまに呪のろいを捧ささげる──そんな贖しよく罪ざいの暮らしを送り続けた。


　石になろう、と思った。雨に打たれても風に吹かれてもびくともしない石に。何も感じず、誰にも顧かえりみられることなく荒こう野やに打ち捨てられた、無む意い味みな小石に。そしてただ一念のみを抱いだきながら存在するのだ。ただ神さまを憎むという、それだけを心に抱いて。


　それはとても自分にふさわしい人生だと思った。そう、それでこそ石の館の住人にふさわしい。月村真由という欠けつ陥かん品ひんの命は何も成すことのないまま、贖罪の名のもと無む為いに命めい脈みやくを消しよう費ひして、そう遠くない先に潰ついえることになるだろう。


　──そう、信じて疑わなかった。


　それなのに今、ここにいる。二度と土を踏ふむことはないと思っていた故こ国こくに舞まい戻り、石ころとは程ほど遠とおい日々を送っている。


　ほんの一週間前までは、まだ石ころでいたのだ。たったの一週間である。よくぞここまで変転したものだと思う。


　変転の理由は言うまでもない。


　ひとりの少年がすべてを変えた。


　二ノ宮峻護。


　男性恐怖症の月村真由が、ただひとり恐怖を覚えることなく接せつすることのできる異性。


　彼女にとって唯一の可能性。


　そしてそれよりも何よりも。


　はじめて──はじめて好きになれた、男の人。


　まったく現金なものだ、と我ながら思う。なんだかんだ理由をつけて緩かん慢まんな自じ死しを選んだ人間が、彼と会った瞬しゆん間かんけろりと反転してしまった。


　でも、それも当然なのだ。あの館で暮らしていた間、どれだけ石になろうとしても、希望を持つほどにつらくなるだけだとわかっていても、空想だけはどうしても捨てられなかった。寸すん暇かを惜おしんで夢をみた。もしこんな自分でも好きになることができる男の人がいたら。もしこんな自分でも好きになってくれる男の人がいたら。もしそんな人と、男性恐怖症やサキュバスであることを気にすることなく、共に歩んでいくことができたら──。想おもいを自由に羽ばたかせては悦えつに入り、しかしそれは一生叶かなうことはないと信じていたのだ。それが、ひょっとしてひょっとすると、現実のものになるかも知れないのだ。心が浮うき立った。自ら命を絶たったりせず本当によかったと思った。


　そう、思っていたのに。


「…………」


　ベッドに突つっ伏ぷしたまま、真由は想い人の寝ね顔がおを見つめ続けている。ああ今日もだ、と思う。今日もこんなことを考えてばかり。ちっとも眠ねむれそうにない。


　なおも考える。彼が、二ノ宮峻護が、真由にとってただひとつの幸せの形だとして──では自分は彼に、いったい何をしてあげられるというのか。毎日毎日迷惑のかけ通し。恩返しをしようにも自分にできることは取るに足らないことばかり。そもそも彼との関係は、保護者と被ひ保護者という、端はなから対たい等とうとは程ほど遠とおいそれであり、おまけにその距きよ離りはちっとも縮まっていないときている。


　しかも、だ。もしその距離が縮まったとしても、望みが叶って彼と寄り添そいあえる関係になれたとしても──自分は精気の吸きゆう引いん能力すらコントロールできない最悪のサキュバス。たとえ自分は幸せになれても、彼を幸せにすることなどできはしない。まさしくハリネズミのジレンマだ。世界中でただひとり寄り添っていたい男性であるからこそ、決して一線を超こえることができない。


　ひょっとして、と思う。いないと思っていた神さまは、実はちゃんといるのではないか、と。そしてその神さまは、とんでもなく根こん性じようがひねくれているのではないか、と。だとするととても困る。これまでさんざん神さまを罵ののしってきたのだ、天てん罰ばつがあるとすれば真っ先に自分のところへ下るに決まっている。


　そして、その心当たりも十分すぎるほどあるのだ。


　例えば、彼のことを好きになったのが自分ひとりではなかったこと。


　北条麗華。ものすごい美人で、お嬢じようさまで、あらゆる方面で大人顔負けの手しゆ腕わんを発はつ揮きする才さい媛えんで、万人を惹ひきつける人望があって──そしてなによりも普通の人間だ。ずるい、と思う。こんなの初めから勝負にならないではないか。事実あの南の島の夜、月夜の浜辺で、あの二人は……。


　泣きたくなる。何かの間違いだ、と思いたい。けど、もしもそうだったとしても、決してホッとしたりはできないだろう。なぜならあの時、確かに彼は、とてもやさしそうだったのだ。それはぜったいに見間違いなどではない。たった一週間とはいえ、ずっと彼の傍そばにいたのだ。見間違いなんかじゃない、確かに彼には、北条麗華へのやさしさがぬくもりが思いやりが、たくさんたくさんあったのだ。それは、単なる学校の先せん輩ぱいに対して向ける感情ではありえなかったのだ。ほんとうに泣きたくなってくる。意い地じ悪わるするにも程があると思う。


　そして極きわめつけの天罰。


　それは文字通りに致ち命めい的てきなこと。


　禁断症状の、こと。


　十年間だましだましで持たせてきて。


　ようやく希望を見つけた時、もうさほどの時間は残されていなかった。


　発作の間かん隔かくが、短くなっている。


　そして確かく実じつに、その症状はひどくなってきている。


　おまけにここへ来て明らかにその悪化の度ど合あいが加速していた。


　まったく、神さまはほんとうに底意地が悪い。あいつはぜったい手が届かないとわかっているところに、決まってとびきりうまそうなニンジンをぶらさげるのだ。


　兄があの石の館からほとんど拉ら致ち同然に妹を引っ張り出し、こんな勝しよう算さんの不確かな賭かけに出るのも──見込みがないと言われた男性恐怖症の改善になりふり構かまわない手しゆ段だんに出るのも、無理はないと思う。


　このまま症状が進行すれば──


　そう遠くない先、月村真由という生命いのちは確実にこの世から消えるのだから。
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　負けた。


　完かん膚ぷなきまでに敗北した。


　台所の片かた隅すみに座すわり込んだまま、麗華は立ち直れないほどに打ちひしがれていた。


　頰ほおを張はられたらお返しに二発張ってやった。摑つかみかかられるたびにそのすべてを受け流してやった。床ゆかに叩たたきつけ、実力の差を思い知らせてやった。


　なのに。


　あの、最後の瞬間。お互たがいにお互いを従わせようと眼光で斬きり結んだあの時。


　麗華は本気だった。


　本気で従わせるつもりだったのだ。


　己おのれをひとつの機き械かいとみなし、どんな状じよう況きようにおいても徹てつ底ていした自己客観性を失わないこと。それが北条の血族たる者の大だい前ぜん提ていである。ゆえに麗華は自分が本気になったときの恐こわさをきわめて客観的に知っている。心を奮ふるわせ、背はい水すいの意気でもって、相手を嚙かみ殺すつもりで睨にらみつける。それだけで大たい概がいはケリがつく。その程度もできなければ北条家の跡あと取とりたる資し格かくはないし、実際に幾いく度ども幾度もそれで勝ちを制してきた。彼女の眼力をかわせた者など、過か去こを総そうざらえしても五指に満たない。


　──本気で、従わせるつもりだったのだ。


　普ふ段だんは押おし隠かくしている刃やいばを、あの時たしかに抜ぬいたのだ。


　なのに、一歩も引かなかったのだ、あの小こ娘むすめは。


　いや、それどころか逆にこちらを圧あつ倒とうしてみせたのだ。


　爪つめを嚙む。


　月村真由と相あい対たいしたあの瞬間──まるで月村美樹彦と二ノ宮涼子を二人同時に相手にしているような錯さつ覚かくさえ覚えた。あの連れん中ちゆうも気息を自じ在ざいに揮ふるう術すべには恐ろしく長たけているが、もうそういうレベルの問題ですらなかった。あの小娘は睨んでいたわけでさえない、ただただ真まっ直すぐに見つめてきた、それだけだったのに。


　勝負など、最後の最後に一歩先んじていればそれで済む。そしてあの女は確かに、最後の最後で、自分を遥はるか後ろへ置き去りにしていったのだ。


　気で、完全に呑のまれていた。


　一歩も動けなかった。


　負けたのだ。北条麗華は、取るに足らないと断だんじていた小娘に遅おくれをとったのだ。


　事じ象しようの表面をなぞるだけならどうということもない。互いに我がを通しあい、片方が根負けして折れた。口こう論ろんのうちにさえ入らないだろう。だが、一見するだけでは知りえないせめぎ合いがそこには確かにあり、麗華はそれに負けたのだ。生まれて初めてといっていいほどの衝しよう撃げきだった。


　これまで月村真由に対して抱き続けていた正体不明の苛いら立だちが何だったのか、今はハッキリとわかる。


　恐おそれていたのだ。初めて会った瞬間からわかっていたのだ。ぜったい敵かなわないと知っていたのだ。あの、木こっ端ぱも同然と信じ込んできた小娘がひとたび本気になれば、その前に跪ざまずくしかないのだと、心のどこかでわかっていたのだ。あの、弱々しく頼たよりなげな姿の裏に、北条麗華などたちどころに丸まる呑のみにできるあぎとが潜ひそんでいることを肌はだで感じて、ずっとおびえてきたのだ。いじめているような気分？　冗じよう談だんではない。見えない威い圧あつをずっと浴び続けていたのはこちらの方だ。あばらの浮いた瘦やせ犬が狼おおかみに向けて精せい一いつ杯ぱい意い地じを張るように、きゃんきゃんと吠ほえ立てていただけだ。


　なんて、無ぶ様ざまな。


　どうしようもなく感情が騒さわぐ。抑おさえようもなく苛立たしい。常つねに冷静でいられるはずの少女が、際さい限げんなく湧わき上がる負の感情を制せい御ぎよできないでいる。嚙んだ爪から血が滲にじんでいることにすら気づかない。


　でも、だったら──と、麗華は必ひつ死しに考える。


　では、自分はどうすればいいというのか。魅み惑わくでは逆立ちしても敵わない。置かれた立場ですら拮きつ抗こうし得ない。そのうえ力押しですら最後にはあしらわれる。


　ほんとうに、あの小娘は何者なのか。どうしてあれほど異性を惹ひきつける？　さっき見たあの常じよう軌きを逸いつした発ほつ作さは何なのか？　体たい術じゆつでさえあのわずかな瞬間に追いつかれつつあった、どうして何の訓くん練れんもつんでいない人間があんなに動ける？　あの女の兄は月村美樹彦、つまりはそういうことだというの？　あの、このわたくしを制せいした眼まな差ざしは──幾いく度ども死し線せんをくぐり抜けた者の目？　とっくに覚かく悟ごを決めてしまっている人間特とく有ゆうの？　いやそれだけじゃない、じゃあ何？　結局あの女は何なの？


　わからない。何もわからない。


　でも、たったひとつ確かなことがある。


　それは、たとえぜったい勝てない相手であっても、ぜったい負けられないということ。


　これだけはどうあっても、何が何でも譲ゆずれないのだ。そのためにこの十年間、わき目もふらずにずっとがんばってきたのだ。それをこんなところで譲るくらいなら死んだ方がましだ。


　だったら、やるしかない。


　ましてまだ始まってさえいないうちから気き迫はくで劣おとるなど笑しよう止しだ。結果が出る前に引くなどあってはならない。いや、麗華の基き準じゆんでいえばまだ戦ってさえいないのだ。まだようやくたった一戦まじえただけ、こんなのは戦ったうちに入らない。まさしく前ぜん哨しよう戦せん、ほんの小こ手て調しらべの、そのまた手始めを、ようやく済ませたばかりなのだ。そう。勝負など、最後の最後に一歩先んじていればそれで済む。最後に勝つのは、この北条麗華だ。


　まだできることがあるはずだ。いくらでも。まだ何もしていない。何かしたとはとても言えない。やらねば。こんなところで引いたら後こう悔かいが残るだけだ。一生後悔する。この先の人生ずっと、未み練れんを残すことになる。きっと墓はか石いしの下までも自身を呪のろうだろう。この歳としで一生負け犬でいることが決まる？　ふざけるな。


　何かしなければ。何かしないと何もしないまま負ける。ずるずる負けていく。何か手を打たないと……月村真由という対等以上の敵を、二ノ宮涼子や月村美樹彦も納なつ得とくする決着で破る方法を、何か……何か……





　麗華は考える。


　台所の片かた隅すみで膝ひざを抱かかえ、爪を嚙かみながら、必死に考える。
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　ベッドに横になったまま真由は腕うでを掲かかげた。


　もともと目立たないし、この薄うす闇やみの中では尚なお更さらだし、毎日見ている自分にしか見分けがつかないくらいうっすらとだけど──今も、身体からだのあちこちに痕きずあとが残っている。その多くが爪でえぐったり歯で嚙み千ち切ぎったりしたものであり、本来なら目も背そむけたくなるようなぐちゃぐちゃで赤黒い痕こん跡せきが無数に重ねられているはずだ。それがぱっと見わからないくらい元通りになっているのは、これもサキュバスゆえということらしい。恒こう常じよう性せい維い持じ能力が普ふ通つう人じんより強いらしいのだ。もっともその影えい響きようか、薬などもすぐに効かなくなるのだが──先ほど傷つけたばかりの身体も、一時の激しい痛みはもう引いている。爪が生え変わるのはさすがに時間が掛かかるだろうが。


　ため息をつく。発ほつ作さの周期が激的に短くなっている。いつもの計算で行けば今日あたりに始まるはずはなかったのに──ほんとうに近くなればどこかにひとりで籠こもるつもりでいたのに。油断だと言われれば否定はできない。これからはもっと心こころ構がまえをしておかねばならない。環かん境きようが激変し、消しよう耗もうする機き会かいも多くなっている。今後もこれまでの常じよう識しきではありえなかった事じ態たいがいくらでも起こりうるだろう。しっかりしなければ。


　それにしても──と真由は自じ嘲ちようする。これでは彼に好きになってもらうどころではない。こうして症しよう状じようが進行していくということは、日ひ増ましに彼の足あし枷かせに重みを加えていくということではないか。もはや笑い話だ。もっとも迷めい惑わくをかけたくないひとにこそ、これからいよいよ憂ゆう鬱うつな負ふ担たんをかけていくことになるのだから。


　それでもまだツキはある。今回、禁断症状が彼の前で起こらなかった。あんな姿を見られなくてほんとうによかったと思う。まだ彼には知られたくない。自分がいかに危うい存在であるか知られたくない。第一、あんな汚きたないところを見られたら恥はずかしすぎて死んでしまう。そうならなくてほんとうによかった。


　なによりも彼をあやめてしまわずに済んだことに心から安あん堵どする。サキュバスの禁断症状とはつまるところ、精せい気きを吸すいたいという欲求が満たされないことに対する本能の反発だ。そうして暴走した本能が、真由の身体を徹てつ底てい的てきに苛いじめ抜くのである。従え、と本能が喚わめき、それへ真由の理性と、さらには男性恐きよう怖ふ症しようの拒きよ否ひ反応が抵てい抗こうする──そのせめぎ合いがあの苦しみを呼ぶ。


　今はまだ大だい丈じよう夫ぶ。でももしこの先、本能がすべてを支配することがあれば？　そのとき自分のそばに二ノ宮峻護がいたら？　男性恐怖症を覚えずに済むあのひとが手の届くところにいたら？　そうなったらきっとがまんできない。精気を渇かつ望ぼうした果て、彼のすべてを奪うばい尽くすことになるだろう。しかももしそうなったとしても、それでも本能は満たされることはない。月村真由という欠けつ陥かん品ひんのサキュバスは、自分でも制せい御ぎよできないほど強大な精気吸引能力を有しながら、それを吸収することがまったくできないのだから。


　そんながんじがらめの状じよう況きようでもまだ、運はついている。一度発作が起きればその後しばらく禁断症状は潜せん伏ぷくするから、この先いくらかの日数は稼かせげるだろう。その執しつ行こう猶ゆう予よのうちに、なんとかしなければ。


　反はん省せいすべきことは多い。彼の傍そばにいると時々、手た綱づなを抑おさえきれなくなる。彼を求めてしまうことがある。たとえば、この家に来て三日目の時だとか。あるいは、南の島でボートに乗っていた時だとか。彼にはどれほど自じ覚かくがあるだろう、自身の命が何度も何度も危険に晒さらされていることに。本気で泣きそうになる。傍にいたいのに、傍にいるしかないのに、傍にいればいるほど大切なひとを傷つけてしまうかもしれない。いや、いずれきっとそうなる。


　それでも、彼は唯ゆい一いつの可能性なのだ。彼しかいないのだ。


　傷つけると知りながらそれでも傍に居たいと願うのはエゴだろうか？　自じ分ぶん勝かつ手てだろうか？　でも、それでも、傍に居ずにはいられないのだ。だってもう、今は石ころに戻もどることなんて考えられない。もっともっと生きたい。たくさん楽しいことがしたい。誰よりも幸せになりたい。


　だけど──と彼女は思う。わたしに幸せになる権けん利りなんてあるのだろうか、と。誰かを好きになる資し格かくがあるんだろうか、と。


　とっくに捨すてた人生だった。まだ、間に合うだろうか。まだそれを拾い直せるだろうか。


　たまらない恐怖もある。失うことが、こわい。初めて手の届くところに見つけた幸せの可能性を失うことが、こわくてたまらない。


　逃にげようとしている自分もいる。そのほうが楽になれるから、手に入れようとしなければ失敗することもないから──これまで何度も繰くり返してきた臆おく病びようと諦あきらめを、また繰り返そうとしている……。


「──だめ」


　呟つぶやく。


「変わらなきゃ」


　目を閉じる。流れていくさまざまな光景。記き憶おく。想おもい。


　迷まよい、怒いかり、恐おそれ、喜び、不安、希望、絶望、虚きよ無む、そして、光。


「──二ノ宮くん」


　目を開ける、


「わたし、今でも迷っています」


　捨てきれない弱さ、


「わたしはたぶん、これから二ノ宮くんをたくさん傷つけると思います。どうせなら何もしないほうがいい、そう思う気持ちもあります。それでもわたしは──あなたのそばにいても、いいでしょうか」


『わたしはあなたを好きでいてもいいでしょうか』──その言葉は心にしまった。それはまだ、言えない。たとえ耳にする者が誰もいなくとも。


　だけどいつかは、いつかはちゃんと、胸を張はって伝えられるように──


「わたし、変わります。今日から──たった今から。もっともっと強くなって、男性恐怖症なんてすぐに治してみせます」


　医者が匙さじを投げたからといって何だというのだ。ぜったい治してみせる。時間はあまり残されてないだろうけど、でも、必ず。


「わたしはもう、負けませんから。誰にも、どんなことにも」


　恋こい敵がたきにも、どこか高いところで見物している意地悪な誰かさんにも──ぜったいに負けてなんかやらない。


　幸せに、なるのだ。見苦しくしがみ付いてしがみ付いて……その果てに、勝ち取るのだ。


「だから──見てて、くださいね。わたし、がんばりますから」


　あなたはがんばるとしか言えないのか──そう、北条麗華は詰なじった。でもほんとうにそれしかないのだ。自分にはもう、迷っている暇ひまも立ち止まっている余よ裕ゆうもない、ただひたすら、がんばるしかないのだ。


　そう、がんばろう。今日よりも明日よりもずっとがんばろう。あんなひとには二度とケチをつけられないくらいがんばってみせよう。
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　そして変えよう。何もしないことを、引きも進みもしないことを、捨ても摑つかみもしないことを選んできた自分を。


　生きないことを選んできた自分を、違う色に塗ぬり替えてみせよう。


　俯うつむいてはいけない。目を逸そらしてはいけない。背を向けてはいけない。


　歩んで行くのだ。まっすぐ、力強く、前を向いて。


　そして未来を、生を──いや、死ですらも。自分のこの手で摑み取ってやる。


「おやすみなさい二ノ宮くん。明日からも、どうかよろしくお願いしますね」





　いったん肚はらを据すえてしまえばなんてことはなかった。


　今夜は少し、眠ねむれそうだ。




其の四　そしてはじまる







　翌よく朝ちよう。


　生きとし生けるものすべての父たる太陽は誰だれの上にも等ひとしく昇のぼる。


　無む論ろん、一いつ服ぷく盛もられて寝ねこけていた峻しゆん護ごにも。


　薬はそれを仕し込こんだ者の計算した通りに切れ始め、夢すら見なかった彼の眠りにもようやく覚かく醒せいの先さき触ぶれが訪おとずれつつあった。


　うつらうつら、まどろみの揺ゆり籠かごに身を預あずけつつ、彼の意い識しきは何かの音を耳にしている。


　何の音だろう？　


　目が覚さめかけているということは今は朝のはずで──朝に聞こえてくる音といえば、何はなくとも鳥たちのさえずりだ。二にノの宮みや家の敷しき地ちには生せい態たい系けい豊かな森がほとんど野ざらしに枝を茂しげらせ、野鳥たちの格かつ好こうの棲すみ家か・餌えさ場ばとなっている。ハトやスズメやカラスはもちろん、メジロ、ヒヨドリ、ホトトギスまで、なんでもござれの大おお所じよ帯たい。目覚ましなどなくとも彼らが演じる早朝の一ひと幕まくは、峻護にとって寝ね坊ぼうをしたくともできないようなやかましさなのだが……しかしどうも、今朝のそれはいつもと勝手が違ちがうようだ。


　第一、庭先の小さな住人たちの騒さわぎにしては音が近すぎる。そして音そのものも大きい。しかも大きいだけでなく、音と共に時とき折おりかすかな揺ゆれまで発はつ生せいしている。


「お嬢じようさま、これはどこに置いたらいいですか？」


「そうね、それはとりあえず部屋の隅すみにでもやって頂ちよう戴だい」


　おまけに明らかに人の声っぽいものも聞こえてくる。


（……なんだなんだ……）


　睡すい魔まをねじ伏ふせ、目をこすりながら身体からだを起こした。


「お嬢さま、このティーセットはどこに置いたらいいでしょう」


「そうね……じゃあ、それも部屋の隅に」


「ええー、またですかあ？　さっきから端はしっこばかりに荷に物もつが溜たまっちゃってますよ」


「仕し方かたないでしょう、とりあえず持ち込んでみないことには……持ち込んだものが必要かどうかの取しゆ捨しや選せん択たくはその後にいたします」


　どうやら騒そう音おんの源は二ノ宮家の住み込みメイドとその付き人であるらしい。峻護の目の前で言葉をやり取りしながら、せわしなく部屋を出たり入ったりしている。


「あ、起きた？　おはよう二ノ宮くん、お邪じや魔ましてるよ」


　保ほ坂さか少年が朝日のようにまぶしい笑え顔がおであいさつしてきた。一方の麗れい華かは峻護に一いち瞥べつもくれず、怒おこったような顔で無む言ごんのまま動き回っている。


「はあ、どうも。おはようございます」


　半分以上寝ぼけたままあいさつを返し、緩かん慢まんに記き憶おくをたぐる。昨さく夜やは部屋に戻もどってきた後──ああそうだ、あまりの眠気に逆らえずベッドに倒たおれこんで──というところまでは覚えているが、そのままほんとうに寝てしまったのか。


　ぐるりと周囲を見み渡わたした。


　当たり前だが、自分の部屋である。だが妙みような点もある。見み慣なれたはずの部屋の中に、どうも見慣れないものがいくつも置いてある気がするのだ。


「お、重いっ……ちょっと保坂、ちゃんと気き張ばって持ちなさい！」


「えー、ぼくはちゃんと自分の役目を果たしてますよう。明らかにお嬢さまの力不足ですって。ほら、傾かたむいてるの、どうみてもそっちじゃないですか」


「お黙だまりなさい、口ごたえは許しませんよ。いいから気合い入れて持ちなさい」


　どうやらこの二人が運び込んでいるものらしい。今もまた二人がかりで小さからぬ簞たん笥すを搬はん入にゆうしてきた。よくよく見ると他にも椅い子すやら机つくえといった家か具ぐ類るいや、あるいは衣類や書類などの生活用品が、そう広くもない部屋に所ところ狭せましと並ならべられている。


「…………」


　意味がわからない。まったく脈みやく絡らくがない。どうしてこの二人が引ひっ越こしじみたことを、それも先住人のいる部屋で行わねばならないのだ？　理り解かい不ふ能のうだ──と思ったところで、ああなるほどと合が点てんした。意味もわからず、脈絡もなく、理解も及およばない。ということはつまり、これは夢の続きということではないか。


　一安心し、では心置きなくもう一眠りしよう、と思った時、


「……？　どうしたんですか、二ノ宮くん？」


　隣となりで寝ていた真ま由ゆがごそごそ起き上がった。


　峻護の呆ほうけ顔に首をかしげ、次いで騒さわがしい部屋内を見回す。


「…………」


　目を瞬しばたたいている。彼女も夢の続きに驚おどろいているのだろうか。


「お嬢さま、とりあえずこれであらかたは運び終わりましたよ～」


「よろしい。ご苦労さま」


　夢の中の二人はどうやら目的を果たしたようだった。


　こほん、とせき払ばらいし、麗華が一歩前に出る。


「そこの両名、よくお聞きなさい」


　ベッド上で成なり行きを見守っている峻護と真由を睥へい睨げいする。かなり寝ね不ぶ足そくのようで、目もとにくまがあった。この様子だとひょっとすると徹てつ夜やしたのかもしれない。そこまで夜よ更ふかしして何をやっていたのか。また仕事の呼び出しでもかかったのだろうか。


「先日より一時保ほ留りゆうとしていた月つき村むら真由の『特とつ訓くん』について、わたくしの結けつ論ろんが出ました。それを今から申もうし述のべます」


　こほんこほんと再さい度どせき払いして、


「月村真由の事じ情じようも鑑かんがみ、諸しよ特訓の施し行こうの一いつ切さいは一応の現げん状じよう維い持じといたします。その特訓とやらの内容と効果については甚はなはだ疑ぎ問もんですが……さしあたりは継けい続ぞくを認めましょう。ただしこれらは極きわめて高こう度どな倫りん理り的問題を含ふくむ行こう動どうであり、その点に疑問の余よ地ちはなく、よってこれらを施行するにおいては従じゆう来らいの監かん視し・指し導どう体たい制せいに不ふ具ぐ合あいがあると言わざるを得ず、したがってこれを大おお幅はばに強化する要ようありと認めます。つまり、今回の処しよ置ちはそのために必要不ふ可か欠けつなものなのです。おわかりですわね？」


「…………」


　無む反はん応のう。


「お嬢じようさま、それじゃなんだかどこかの国会答とう弁べんみたいですよ。寝起きの二人には通じませんから、もっと具ぐ体たい的てきに」


「そ、そう？　そうね、例えば──ええ、これはあくまで一例ではありますが」


　こほんこほんこほんと咳払いを繰くり返してから、


「あなたがたの特訓には、同どう衾きんなどという不ふ道どう徳とくこの上ない乱らん行こうも含ふくまれていましたわね？　本来ならそのような行こう為いは到とう底てい許されることではありませんが……今回に限り、条件付きでそれも認めましょう。その条件とは言うまでもなく、このわたくしの監視下に置かれている場合のみにおいて、ということなのです。もちろん監視と一口に言ってもそれは細心の慎しん重ちようさをもってせねばならず、あなたたちがほんの少しでも一線を超こえようとする予よ兆ちようを見て取れば、たちどころにこれを物ぶつ理り的てきに阻そ止しせねばなりません。すなわち至し近きんを極きわめた距きよ離りにおいて監視行動を取る必要があることは論ろんずるを待たず、となれば必ひつ然ぜん、このわたくしもあなたたち二人が枕まくらを並べている場所に身を横たえざるを得ないのです。幸いそのダブルベッドはキングサイズですから、もうひとり分わたくしの細身が加わったとて、さしたる問題はないでしょう？」


「…………」


　再びの無反応。


「……お嬢さま、墓ぼ穴けつ掘ほってますよ。そんなの言わずもがなじゃないですか。っていうか論理が飛ひ躍やくしてるし。しかも結けつ局きよくわかりにくいし」


「う、うるさいわねっ、ごちゃごちゃと揚あげ足取りばかりして！　だったらあなたが説明してごらんなさい！」


「はあ、それじゃあ。……あのね、要ようするにこういうことだよお二人さん。お嬢さまは今日から君たち二人と同じベッドで寝ます、っていうこと」


「ちょっ、保坂！　そんな直ちよく截さい的てきな表現を用もちいないで頂ちよう戴だい！」


「今さら何言ってるんですか、これからその直截的な行動を取ろうとしてる当人が」


「と、とにかくっ！」


　あらためてベッドの二人に向き直り、真っ赤になって睨にらみつけ、


「もうこれ以上の譲じよう歩ほはぜったいぜったいありませんからねッ！　この先まだ特訓を続けたいのであれば言うことを聞くのです！」


「…………」


「わかったら返へん事じッ！」


　わめく。


　だがそれでも反応がないと見るや、上じよう気きした首から上をこれ以上ないほど明後日あさつての方角に曲げ、つんとそっぽを向いた。


「……あの、すいません。言ってる意味がよくわからないんですが……」


　峻護はようやく口を開き、


「まあもう一回フォローするとね、」


　保坂が主人の代だい理りで応答し、


「君たちの特訓は認みとめる、ただしその監視を強化する必要がある、その監視はお嬢さまが担たん当とうする、でもって監視を強化・日にち常じよう化かするために──」


　百万ドルの笑顔とともに爆ばく弾だんを投とう下かした。


「お嬢さまは今日から君たちのこの部屋で一いつ緒しよに暮らす、ってこと」


「…………」


　さすがは夢の世界だ、と思った。登場人物がみんなおかしなことばかり言う。もっとも、現実のこのひとたちも結けつ構こうおかしなことを言ってばかりな気もするけど。


「これからは原げん則そく、お嬢さまのいないところでの特訓は禁きん止しになるから。それと現状では特訓と指し定ていされていない君たちの行動についても、今後はお嬢さまが付きっきりで監視することになるよ。例えばそうだね、今日からお嬢さまは君たちと一いつ緒しよにお風呂に入ったりすることになるね。監視のために」


「はあ……」


「荷物についてはとりあえず入れるだけ入れてみたけど、あとでもうちょっと整せい理りするから。しばらくはごちゃごちゃしてて狭せまいと思うけど、がまんしてね？　まあ、いったん整理しちゃえば、決して狭い部屋でもないし。三人一緒に暮らすくらいなら別に問題ないよね？」


「いえ、その……」


「ここは北ほう条じよう家けの跡あと取とりである麗華お嬢さまの部屋になるわけだから、ほんとうはもっと格かく式しきを整ととのえるべきなんだけど……お嬢さまってそういうの嫌きらうから。基き本ほん的てきにこの部屋は現げん状じようのままにするね。あ、そうそう。君たちはこれからお嬢さまと同じ部屋に暮らすってことで、つまり北条家にとって並なみ々なみならぬ意味をもつひとたちになる、ってことだから。北条家はあらゆる面で君たちをサポートするよ。必要なものがあればいくらでも用立てするから、遠えん慮りよなく言ってね？」


「いや、というか……」


「ま、そういうわけで。これからもお嬢さまをよろしくね、二ノ宮くんも真由さんも」


　夢にしてはよくしゃべる保坂だ。


「まあいろいろ言ったけどさ、」その上ウインクまでしてみせ、「要するにこのひとってほら、こういうことには世界選手権レベルで不ぶ器き用ようだから。ま、この程てい度どについては大目にみてあげてよ」


「保坂。余よ計けいな口は叩たたかないよう」


　麗華のこめかみに青あお筋すじが浮うくが、保坂は気づかないふりをする。


「ぼくも朝っぱらから叩たたき起こされてさー。さっき君たちに話した百倍くらいの言い訳わけを聞かされてさー。さんざん遠回りした挙あげ句くの結論がこれってわけでー。ほんと、二ノ宮くんと同じ部屋に住みたいならもっと素す直なおにそう言えばいいのにねえ」


「保坂。あることないこと言ってると今朝の生ゴミと一緒に回かい収しゆう車しやに放ほうり込むわよ？」


　令れい嬢じようの声が怒ど気きを孕はらむが、下げ僕ぼくは聞こえないふり。


「だいたいお嬢さまって、何だかんだで真由さんにも突つっかかるけどさー。それだってぶっちゃけ、真由さんの立場とかやってることが羨うらやましかっただ」


　最後まで言うことはできなかった。


　鬼き神じんもかくやという顔でおしゃべりな付き人に向き直った麗華がその首根っこを両手で摑つかみ、同時に形のいい太ももを跳はね上げ、丸太でもへし折りそうな膝ひざ蹴げりをみぞおちにめり込ませたからである。


「ふん……」


　ひとたまりもなく白目を剝むいたチクリ魔まに鼻を鳴らしてから、


「話はわかりましたわね、月村真由？」


　目の敵かたきにする少女を睨にらみ下ろす。


「あなたから受けた無ぶ礼れいの数々、わたくし決して忘れはしません。また北条家の次じ期き当主たる者、なんぴとにも遅おくれを取ることは許されないのです。ましてあなたごときに先を制せられるなどもってのほか。それゆえに今回の処しよ置ちと相あい成なったのです」


　その声には、万ばん人にんをひれ伏ふせさせる威い風ふうがみなぎっていた。


　北条麗華の『本気』だ。


「昨日はつい不ふ覚かくを取りましたが……わたくし、これより先二度とあなたの後こう塵じんを拝はいすることはないとここに誓せい約やくいたします。覚えておきなさい、何でもかんでもあなたの思い通りに行くと思ったら大おお間ま違ちがいなのです。今後は常つねにあなたの動どう向こうを牽けん制せいし、その都つ度どことごとくあなたを上回って差し上げますわ。わたくしにはあなたに譲ゆずれるものなど何ひとつありはしないのですから。ええ、たとえコンビニ弁当に入っている付けあわせのパセリだってあなたになんか譲ってやるもんですか。さあ、覚かく悟ごはよろしくて？」


　どうにも今日の夢は目まぐるしい──と、峻護は肝きもを冷やしながら思った。ここまでぴりぴりした北条麗華は久しぶりに見た。あの、入学式の日以来だろうか。


　それにしてもタチの悪い夢だ。北条先せん輩ぱいがこの部屋に引ひっ越こしてくるなどという茶ちや番ばんはもちろん、触ふれただけで切り刻きざまれそうな気き迫はくを纏まとうこのひとの威い容ようまで見せられることになるとは。心しん臓ぞうに悪いことの連れん続ぞくではないか。


　ゆえに峻護は、こんな馬ば鹿かげた映像を見せている自分の脳のうへクレームする意味を込め、抗こう弁べんすることにした。


「あの、北条先輩？　これはどういう……」


「あなたは黙だまってなさい二ノ宮峻護！　これはわたくしと月村真由の問題です！」


「す、すいません……」


　すごすご引き下がった。とても無む理りだった。今のこのひとにこんな剣けん幕まくで嚙かみ付かれては、彼ごときでは手も足も出ない。


　ましてこの眼がん光こうを直じかに向けられている月村さんなんてひとたまりも──


「……お話はわかりました」


「え？」


　ゆらり、と。


　真由が──峻護のひ弱な被ひ保ほ護ご者しやであるはずの少女が立ち上がり、令嬢の目と鼻の先まで歩み進んだ。


　そのままにらみ合う。


（……にらみ合う？）


　あの月村さんが？


　この北条先輩と？


「…………」


　なあんだ、と思った。こんな光こう景けい現実にはありえない。やっぱり夢なのだ、これは。


　ゆえに峻護は場の空気も読まず、気軽に仲ちゆう裁さいに入ることにした。


「あはは、月村さんそう尖とがったりしないで。先輩は単にジョークを言ってるだけ、」


「二ノ宮くんは引っ込んでてください！　これはわたしと麗華さんの問題です！」


「ご、ごめんなさい……」


　あっさり尻尾しつぽを巻いた。


（ど、どうなってるんだ……？）


　つい反はん射しや的てきに謝あやまってしまったが……まさか、あの大人しい月村真由までこんな風になってしまうとは。


　まあしかし──と、峻護はいよいよ安心する。ここまでありえないことが続けば、これはもう夢以外にありえないではないか。こんな悪夢めいた幻げん像ぞうをみせる自分の脳には困ったものだが、なあに、夢だけにいずれは覚さめるのだ。何が起ころうと大たい過かない。世はすべて事もなし。


「これもきっと試し練れんなんですね」


　夢の中では『強気な少女』という設定になっているらしい真由が──なんだかあちこちケガをしている彼女だが、まあそれも夢で見ている姿すがただし──改あらためて敵に向き直る。


「ええ、わかってるんです、欲ほしいものが簡かん単たんには手に入らないことも、運命というやつがどのくらい性しよう悪わるかも。ええわかってましたよ、でも、だからって諦あきらめるもんですか。くそくらえな神さまなんかに、ぜったいぜったい負けてやるもんですか」


　まるで別人のように凛りんとした声で、


「麗華さんの提てい案あん、わたし呑のみますから。だって、何があってもわたしはぜったい負けないから。それにきっとその方がお互たがいにとってフェアですもんね。でも──最後に勝つのは、わたしです。その覚悟はしておいてください」


「……ふん、あなたの言っている意味はさっぱりわかりませんが……そう言われたならこう返しましょう。このわたくし北条麗華は、あなたとの喧けん嘩かなら闇やみ金きんで内ない臓ぞうを担たん保ぽに借金してでも買って差し上げると。そして断だん言げんいたしましょう、最後に勝つのはあなたではなく、このわたくしであると。コテンパンに叩たたきのめして返り討うちにして差し上げますから、玉ぎよく砕さいした際さいのコメントでも今のうちに考えておきなさい」


　お互いの鼻はなっ面つらに嚙かみ付かんばかりに火ひ花ばなを散ちらしあう。


　一いつ触しよく即そく発はつ。


　夢を見ているのは重じゆう々じゆう承しよう知ちしているが、それでもこれは精せい神しん衛えい生せいに悪すぎる。


「あの、北条先輩も月村さんもまずは落ち着いて。どちらにせよこういうことはあの二人の許きよ可かを取らないと……」


「その必要はないぞ峻護くん！」


　ナチュラルにテンションの高い声がドアを蹴けり開けて乱らん入にゆうしてきた。


「話はすべて聞かせてもらった。その上で麗華くんの提てい案あんは大変興きよう味み深い内容を含ふくんでいたと判はん断だんする。またこの提案を実じつ施しすることによって得られるであろう貴き重ちような経けい験けんは、両名にとって将しよう来らいの大たい成せいを促うながす良き肥こやしとなること、疑ぎ問もんの余よ地ちはないとみた。そうだろう、涼りよう子こくん」


「そうね美み樹き彦ひこ、面おも白しろそうだと思うわ。というわけで即そつ決けつ。この状じよう況きようを家主として許可します。過か酷こくな条件下において大いに切せつ磋さ琢たく磨まし、それをもって青春の輝かがやける一ページとしなさい。わかったわね？　あなたたち」


「…………」


　また面めん倒どうな登場人物が現あらわれた、と峻護は嘆たん息そくした。それにつけてもまったく、今日の夢はひどくいそがしい。こうせわしなくてはおちおち寝ねてもいられないではないか。まあもっとも、この二人は素すの状態でも悪夢を体たい現げんしているような連中ではあるが。


「ちょっと峻護。いつまでボケっとした顔してるの？　話はちゃんと聞いてたわね？」


　呆ほうけたツラで急きゆう展てん開かいに取り残されていた弟の頰ほおを、姉がぺしりと叩はたいた。
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　痛い。


「あの……姉さん？」


「何？」


「今の、痛かったんだけど」


「当たり前じゃない。叩いたんだから」


「……念ねんのため、ひとつ確かく認にんしておきたいんだけど」


「聞くわ」


「今おれが見ているこれって……夢、だよな？」


「峻護、あんたいつまで寝ぼけてるつもり？　さっさと顔を洗ってきなさい。それとも本気で頰っツラを殴なぐられたいの？」


「…………」


「ところであんた。朝食の仕し込こみを途と中ちゆうのまま放ほうり出してあるみたいだけど、あれはどういうつもりかしら？　その程度の義ぎ務むも満足に果はたさず、いぎたなくこんな時間まで寝こけてたって言うんなら……その時は、わかってるでしょうね？」


「あの、涼子さん。それはわたしのせいなんです。わたしが仕込みの途中のまま、つい眠ねむってしまって……ですから罰ばつは、わたしも連れん帯たい責せき任にんで受けます」


「あらそうなの？　でもいいのよ真由ちゃん、あなたの監かん督とく責任は峻護にあるんだから、この件の責任も峻護ひとりのもの。あなたが罰を受ける必要なんてないのよ？」


「いえ、これは、わたしの不ふ始し末まつですから」


「……ふうん？……どう思う、美樹彦？」


「うむ。当人がこう言うのであれば、たとえ兄であるこの僕であってもこれ以上口を挟はさめるものではない。この家の法に照てらし、心置きなく彼女を折せつ檻かんしてくれたまえ」


「でもいいの真由ちゃん？　この罪ざい状じように対する刑けいって結けつ構こうきついわよ？　『素す手でで草むしりしながらウサギ跳とびで庭を百周』の刑なんだけど……やめるなら今のうちよ？」


「やります。いえ、ぜひやらせてください！」


「そう……わかったわ。あなたの心こころ意い気き、確かに受け取った。それに応こたえてわたしも心を鬼おににして、あなたを徹てつ底てい的てきにしごくことにしましょう」


「はい、お願いします涼子さん！」


「真由ちゃん……いいえ、月村真由。こうなればわたしとあなたの関係は師し匠しようとその弟で子しも同どう然ぜん。これからはわたしのことをコーチと呼び、その指し示じには絶ぜつ対たい服ふく従じゆうすること。わかったわね？」


「はい、コーチ！」


「……あなたたち、ひょっとしてバカですの？　いいえ、ひょっとしなくても大バカですわね。そうやってスポ根みたいな展開でさわやかに纏まとめようとしているようだけど……まったくもって愚ぐ劣れつという他ほかありませんわ。なんだかんだ粉ふん飾しよくしてますけど、要するに月村真由がさっそく失しつ点てんしているというだけのことじゃない。いくらオブラートで包つつんだところで、この小こ娘むすめが初しよ歩ほ的てきで無ぶ様ざまで見苦しいミスを犯おかしたという事実に変わりはないのです。それ見たことか、というやつですわ。しょせん月村真由などという存在は本ほん質しつ的てきに小物であり、つまるところわたくしの敵では、」


「麗華ちゃん、ずいぶん余よ裕ゆうがあるみたいだけど……あなたにとっても他ひ人と事ごとじゃないわよ。何か大だい事じなことを忘れてないかしら？」


「大事なこと？」


「昨日言いつけておいた窓まど拭ふきの仕事。まだぜんぜん途と中ちゆうみたいだけど？」


「え？……あ」


「まったく仕し方かたのない子ね。窓拭きだって元はといえば粗そ相そうのおしおきだったのに、その上にまた不ふ手て際ぎわの重ね塗ぬりをするなんて……これはもう、よっぽどキツいおしおきを望んでいるとしか解かい釈しやくの仕し様ようがないわねえ」


「そ、そんな、だって、昨日の夜はちょっと事じ情じようが、」


「初歩的で無様で見苦しいミスを犯しておいて、そのうえ言い訳わけをしない」


「はっはっは、どうやら墓ぼ穴けつを掘ほったようだね麗華くん。君を救うべき忠ちゆう実じつな少年は君自身が悶もん絶ぜつさせたまま復ふつ帰きする気け配はいもないし、まあこれも運命というやつだろう、潔いさぎよく刑に服ふくすのが吉きちであると薦すすめておく。ところで涼子くん。彼女の罪つみに対する刑は、この家の法に照てらし合わせると一いつ体たいどうなるんだい？」


「そうねえ、これだけの重じゆう罪ざいとなると……やっぱりあれかしらねえ」


「あれって……な、なに？　ま、まさか──まさかのまさかですわよね？　昨日は三回もしましたものね？　ね？」


「ほんと、麗華ちゃんったら。あえてこれだけ初歩的で無様で見苦しいミスを犯すということは……これはもう、あの罰を受けたくてわざとやってるとしか思えないわねえ。そんな風に遠回しに誘さそわなくたって、ひとこと言ってくれればいつでも相手したげるのに。でもそういうシャイな子ってわたしの好みよ」


「ま、待って、ちょっと待って──そ、そう、二ノ宮峻護と月村真由が一いつ緒しよに罰を受けるというなら、そこにはわたくしも居い合あわせなければなりませんわ。ね？　そうでしょう？　それは先ほど決まったばかりのことで、それにあなたも承しよう認にんしたことですものね？　ですからわたくしの罰も『素手で草むしりしながらウサギ跳びで庭を百周』ってことでいいですわよね？」


「ああ、悲しいわ。わたしの思いやりが麗華ちゃんにはわかってもらえないなんて。『素手で草むしりしながらウサギ跳びで庭を百周』と『あれ』、どちらが厳きびしい罰かは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、せっかくわたしは軽い方の罰を選んであげてるっていうのに……」


「なにが思いやりなものですか！　そんなのあなたが自分の趣しゆ味みで選んでるだけじゃないのよっ！──ちょ、やめて、こっちに来ないで、まだわたくしの話は終わってな……そ、それ以上近づいたらわたくし、わたくし──ふにゃうっ！」


「うふ、あなたの感かん度どはいよいよ磨みがきが掛かかっているようね。それにしても驚おどろきだわ、あなたのタフさには。おまけにこんな朝から、それもわざわざ人前で求めてくるなんて。麗華ちゃんってＳでもＭでもなくて露ろ出しゆつ趣味だったのね。気が合うわ。さ、楽しみましょ」


「わ、わたくし、自分のアホさ加か減げんに絶ぜつ望ぼういたしますわ、どうしてこういつもいつもこのあばずれの毒どく牙がに……ああもうっ、もうこうなったらヤケですわっ！　四回でも五回でもいくらでも相手して差し上げますから好きなだけかかってらっしゃいこんちくしょう！　──や、やだ、待って、今のは冗じよう談だんですから、だから、だからせめて他の場所で……も、もうほんとにイヤですわたくしこんな生活……や、ちょ、ほんとに、ほんとに、や、や、だめ、だめだったら、いや、いや、いっ、いやああああああああぁぁぁぁぁぁぁ……！」





　……目の前で展開する、悪夢とも喜き劇げきともつかない騒さわぎを呆ぼう然ぜんと見守りながら。


　そろそろ現げん実じつ逃とう避ひをやめるべきか、それとももう一眠りしてすべては夢ゆめ幻まぼろしだったと安心する夢オチに一いち縷るの望みを託たくすべきか──真しん剣けんに悩なやむ、二ノ宮峻護であった。






　あとがき







　初めての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです──という定てい番ばんのあいさつを私も定番にしたいなあ、と企たくらむ、作者の鈴すず木きです。『ご愁しゆう傷しようさま二ノ宮くん』第三弾をここにお届け致いたします。





　さて、一巻二巻と『私の執しつ筆ぴつ暦れき』なるお題で稿こうを埋うめてきた私ですが、このテーマ、かなりこっ恥ぱずかしくなって参まいりました。よってこの三巻にて一時中ちゆう断だんしたいと思います。ご了りよう承しようください。あとがきのネタがなくなったら、いずれまた続きを書くかもしれません。もしくは再開希き望ぼうのファンレターが千通くらい届いたら、とか。……ありえませんね。ええ、わかってるんです。





　ふむ、それではどんなお題でいきましょうか。今回、いつもより多めにあとがきが欲しいと言われておるので、できるだけ長く引ひっ張ぱれそうなのを……。





　　　　＊





　ワタクシ、割わりと旅行好きであります。二泊はく三日とかじゃなくて、二週間くらい時間を取ってじっくりゆっくり国内各地を巡めぐるようなのが好みです。


　この手の旅行は大学時代から始めました。大学時代なのでお金はありません。なのでホテルとかは取れないし、足の速はやい乗り物も使えません。よって移い動どうは原げん付つき、宿泊はテントで野の宿じゆくとなります。でもって、こういう計けい画かく性せいのない旅行では何かとハプニングが起きるものであります。


　というわけで、今回のあとがきではそういったエピソードを適てき当とうにピックアップしてお茶を濁にごすことに決めました。時間に余よ裕ゆうのある方はお付き合いください。





　貧びん乏ぼう旅行初しよ心しん者しやだったころの話。


　テントで野宿、と簡かん単たんに言いましたが、コレ、けっこう手て間まの掛かかるものです。第一に場所を探すのが大たい変へん。私にとって理り想そう的てきな野や営えい地ちとは、まず屋根があること（雨に濡ぬれないから楽）。照しよう明めいがあること（あるとないとでは大違い。ランタンとか使うのはコストかかるしめんどい）。水道があること（あると何かと便べん利り）。コンビニに近いこと（言うまでもなく便利）。そこにテントを張はっても迷めい惑わくにならないこと（大だい前ぜん提てい）……等など等など。できればこれらの条じよう件けんの揃そろった物ぶつ件けんで夜を明かしたいわけで、しかしこんな都つ合ごうのいい物件となるとなかなか見つからないわけで、悪くすると野や営えい地ちをさがして二時間くらいさまよったりもします。ただでさえ昼間は原付に乗りっぱなしなので（これがまた想そう像ぞう以上に疲れる）、ようやく安あん息そくの地を見つけた時は疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたりもします。よって、そういう時はもうテントを組み立てる気力がありません。ウレタンシート一枚敷しくだけでバタンキューです。


　その日も原付乗りっぱ＆野営地探しでクタクタになり、テント張はりをサボって寝ね入いってしまいました。当時は割と恐こわいもの知らずで、そういう無む茶ちやも平気でやっていて、そしてこの時まではそんな無む謀ぼうをしてもこれといった問題は起こらなかったのですが……翌よく朝ちよう、異い変へんが起きていました。


　すぐには気づきませんでした。気づいたのは寝ぼけた頭で撤てつ収しゆうの作業をしている最さい中ちゆうです。まず、自分の視し界かいがおかしいことに気づきました。妙みように、目に見える範囲が狭せまい。それからくちびるがやたら厚あつぼったい。いやそれだけじゃなく、顔全体がやたら張はり詰つめた感じになっている。


　そのあたりでようやく意い識しきがクリアになり始め、そして私は自分の血の気が引いていく音を聞きました。


　視界が狭いのは、まぶたが思いっきり腫はれあがってるから……？


　ていうか俺、顔のカタチ変わってる……？


　慌あわてて私は鏡かがみを見、そして悲ひ鳴めいをあげました。ていうか誰だれコレ？　と思いました。まぶただけでなく、試し合あい後ごのボクサーもかくやというほどに私の顔は膨ぼう張ちようしておりました。コワイですよ～？　試合後のボクサーには顔が腫はれる理由がありますが、私の場合はまったく身に覚えのない異い常じようが己の身に降ふりかかっていたのですから。


　まあもっともパニくったのは一いつ瞬しゆんで、すぐ原げん因いんには気づきました。それだけ腫れているにもかかわらず大して痛みはなかったのです。その代わり、ひどく痒かゆい。要するにアレです、蚊かです。ちょっと考えられないくらい大量の蚊に、私の顔は刺さされまくっておったのです。


　いやはや油ゆ断だんでありました。夏場ということで蚊取り線せん香こうはちゃんと焚たいていたし、実じつ際さいそれまではその程てい度どの対たい策さくで問題なかったのですが……その日は運が悪かった。折おりしも大型台たい風ふうが近づいて強風吹ふき荒あれ、蚊取り線香の煙けむりは用を為なさなかったのです。


　しかしそれにしてもまあ、奴やつらも遠えん慮りよなく吸きゆう血けつしてくれたものです。既すでに先せん客きやくが血を吸すった場所に、さらに追おい討うちをかけて刺しやがるのですよ。血も涙なみだもないとはこのことですな。ひどい顔になるのも道どう理りです。


　でもってそれだけの物ぶつ量りよう作戦で来られると、たかが蚊に刺された程度とはいえ一向に腫れが引いてくれません。とはいえ腫れが引くまで時間を潰つぶすのも嫌いやなので、そのまま出発することにしました。幸いフルフェイスのヘルメットを被かぶっていたので他ひ人と様さまにヤバい顔を見られることはありませんでしたが、店に入る時が難なん儀ぎでした。ホラーと化した顔を見られるのはちょっと嫌いや、しかれども店には入りたい……。


　結局私の選んだ道は、メットを被かぶったまま店に入ることでした。すいません傍はた迷めい惑わくな奴で。私が訪おとずれた店のスタッフはみんな笑顔で接せつ客きやくしてくれましたが、カウンターの下では警けい報ほう装そう置ちのスイッチに手が掛かかっていたに違いありません。石いし川かわ県輪わ島じま市で土産みやげ物もの屋やを経けい営えいする皆みな様さまには深くお詫わび申し上げます。





　　　　＊





　さて、大して面おも白しろくもない話で程ほどよくページが埋まってきたところで四巻の予告です。今回は割とシリアスな展てん開かいもあった『二ノ宮くん』ですが、そっちの方向はここらで一ひと段だん落らく。次回は麗華お嬢じようさまがカワイイことになりそうです。





　そして今回も最後になってしまいましたが、イラストの高たか苗なえ氏、担たん当とうのＳ氏をはじめ、この本に関わって頂いただいた全ての人たちに満まん腔こうの謝しや意いを。そしてこの本を手に取ってくださった皆みな様さまに、私から愛の訪ほう問もん販はん売ばいを。ありがとうございました、どうぞこの次もよろしくお願い致します。




ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん３





鈴すず木き大だい輔すけ
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